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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「料理には魔ま法ほうがあるんだよ」

　それが匠たくみ香こう介すけの父親の口くち癖ぐせだった。シェフである彼は折に触ふれて、香介にこの言葉を聞かせた。

「みんなを幸せにできる魔法があるんだ」

　この話をするときの彼の朗ほがらかな表情が香介はとても好きだった。

　その表情が急に得意顔に変わった。

「俺の料理に母さんはイチコロだった」

　キッチンから雪平鍋なべが飛んできて父親の頭に当たり、くわん、と音をたてた。

　のたうち回る父。キッチンから母の罵ば声せいが飛んでくる。

「あんたが『結けつ婚こんしてくれなきゃ死んじゃう』って言ったんでしょうが！　息子むすこにまで見み栄え張るんじゃない！」

　父はしゅんと肩かたを落とす。そして香介にばつの悪そうな笑え顔がおを向けてくる。

　このお決まりのくだりも大好きだった。なぜならそれは、料理に幸せの魔法がかかっていることの、なによりの証明に思えたから。

　だから香介が料理に興味をもつのは自然な流れだった。

　小学校に上がったころにはすでに肉、魚、野菜の下ごしらえはマスターしていたし、弁当が必要なときには自分で作ったりもしていた。

　そして香介は『その日』を迎むかえた。

　調理実習。

　香介の胸は躍おどっていた。魔法でみんなを幸せにしたいと思った。

　香介はちらっと隣となりの班に目を向けた。

　三み州す見み凛りん。香介のクラスの中心的な存在の女の子。成績優ゆう秀しゆうで、しかしそれをひけらかすようなことはせず、気さくで、そして──。

　凛は大人用のエプロンを折って使っていた。エプロンを持ってくるのを忘れ、家庭科の先生から借りたらしい。同じ班の女子が呆あきれたように言う。

「凛、また忘れ物したの？　しかも裏返しだし！」

　凛のエプロンは裏地が表を向いていた。凛はふんわりと微笑ほほえんだ。

「ちゃんと使えるから大だい丈じよう夫ぶだよ～」

「そういう問題じゃないでしょ！　──もう、凛だったら、パンツはくのも忘れてそう」

「大丈夫だよ～」

　凛はまた微笑んだ。

「はいてないけど大丈夫だよ～」

「大丈夫じゃないよ女子として！」

　凛はとても抜ぬけていた。そんなところも彼女の美点だと、香介は思っていた。

　どうしても、凛に自分の料理を食べてもらいたかった。それは香介自身も気づいてはいなかったが、幼い恋こい心ごころだったのかもしれない。

　献こん立だてはスパゲッティナポリタン。パスタにケチャップをからめるだけの簡単な料理。

　調理実習である以上、香介ひとりで作るわけにはいかないから、パスタのゆでや野菜の下ごしらえはほかの班員に任せたが、最終工程である炒いためは誰だれにも譲ゆずらなかった。

　野菜の下ごしらえが終わる。パスタがゆであがる。

　あとは、魔法をかけるだけ。

　班員たちは香介の手て際ぎわのよさにぽかんとしている。

　香介のスパゲッティナポリタンは授業でならったレシピとはかけ離はなれていた。みりんは入るし、家から内ない緒しよで持ってきた昆こ布ぶ茶ちやの粉も入れた。

　ちょっとしたズル。でもそれは、みんなにおいしく食べてもらいたかったから。

　みんなが──そしてとくに凛が──おいしそうに食べているところを頭に思い描えがく。すると香介の手は、さながら魔法のように自動的に料理をこしらえていく。

　ほどなくして料理は完成した。香介は完成したナポリタンを大皿に盛り、トング片手に仁に王おう立ちした。視線の先には凛がいる。しかし彼女はクラスの中心的人物。取り巻きの壁かべは厚い。無事、彼女のもとまでたどり着けるだろうか。

　いや、と香介は首を振ふる。自分には魔法がある。

　香介は歩きだした。トングでスパゲッティをつまみ、小皿に盛りつけ、取り巻きの外周にいた女子に手て渡わたす。

　女子は一いつ瞬しゆん怪け訝げんな顔をしたが、つるりとスパゲッティを口に入れると、目を見張って、香介に道を譲った。その奥にいた男子にも同じようにスパゲッティを手渡す。彼は「……うまっ」とつぶやき、道を譲る。

　つぎも、そのつぎも、香介はそうやって取り巻きの壁を攻こう略りやくしていく。それはさながらモーゼの『葦あしの海の奇跡』のようだった。

　そしてついに、香介は凛のもとまでたどり着いた。彼の背後にはスパゲッティナポリタンを夢中で食べるクラスメイトたちがいる。

　すっかり少なくなってしまったナポリタンを香介はおずおずと凛に差しだした。

「あ、あのさ……これ……」

　凛は、香介が大好きなあのおっとりとした笑みを浮うかべた。

「香介くん、すごいね。お料理上手なんだね」

　──褒ほめられた……！

　香介は天にも昇のぼるような心ここ地ちになった。

「あ、ありがとう。凛ちゃんにも、これ……」

　凛は皿とフォークを受けとった。フォークにスパゲッティをくるくると巻きつける。香介はドキドキする胸を押さえて、じっと凛の手元を見つめる。

　凛の手が止まった。香介は怪け訝げんに思って、凛の顔を見た。

　凛は泣いていた。ぽろぽろと涙なみだをこぼし、しゃっくりをしていた。

　──え？　な、なんで……？

　凛は泣き顔に無理やり笑顔を作った。

「だ、大丈夫……、ごめんね。食べるから……ちゃんと食べるから……」

　香介は凛の涙の意味がわからなかった。

　調理台を見る。凛たちの作ったスパゲッティナポリタンが小皿に盛られてたくさん並べられていた。

　香介は彼女の涙の意味をようやく悟さとった。彼女もまた、みんなにスパゲッティを配ろうとしていた。みんなに喜んでもらいたかったのだ。しかしそれを香介が台なしにした。

　クラスメイトもその事実に気がついたらしい。気まずそうな表情で、香介のスパゲッティを調理台に置く。

　凛は涙なみだ声ごえで言う。

「みんなは香介くんのを食べて。これは、わたしが勝手に用意しただけで……。全部、自分で食べるから……」

　凛は気を遣つかわせまいとしてそう言ったのだろう。

　しかしその言葉は逆効果だった。凛のいじらしさがみなの罪悪感を増ぞう幅ふくさせてしまった。

　とりかえしのつかないほどの重い空気。

「な、泣かしたー！」

　さっきまで香介のスパゲッティを夢中で食べていた男子が突とつ然ぜん大声をあげた。

「香介が泣かしたー！」

　この気まずい空気を振り払はらうには犯人が必要だった。

「い、いや、僕……」

「いけないんだー！」

　みなもそれに乗っかった。再び凛を取り囲み、香介に敵意にも似た視線を送ってくる。

「謝ってくださーい！」

　謝罪を要求する大合唱。

「違ちがっ……僕はただ……！」

「謝ってくださーい！」

　その怒ど号ごうに香介の声はかき消される。

　香介はうつむいた。鼻がつんとする。涙が出てくる。

「ご、ごめん……」

「聞こえませーん！」

「ごめっ、ごめんなざい！　う、ああああ！　うわあああああん！」

　──みんなに喜んでもらいたいだけだったのに……。

　香介は慟どう哭こくした。ただ、悔くやしかった。

　──魔法なんて、ないじゃないか……。
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「みんなで食べると、家族って感じがするよね！」

　香こう介すけはその声ではっと我に返った。

　フラッシュバック。小学生のころの、トラウマ。

「そうかもね。でも、俺には佳か奈なちゃんがいればいいや」

　香介は彼女に笑いかけた。

　三み浦うら佳奈。香介と同い年の十六歳、高校一年生。食べることが大好きで、好物はイチゴ大福。だから週末はいつも、お手製のイチゴ大福を彼女に振る舞まう。上質のもち粉と白玉粉をブレンドして求ぎゆう肥ひをこしらえ、餡あんも缶かん詰づめの既き製せい品ひんではなく、自分で小豆あずきを煮にて三温糖で味付けをする。よい豆を使っているから、こしあんではなく、豆本来の味を楽しめるつぶあんにしてある。

　こだわったのは材料だけではない。食べる順番まで考こう慮りよしている。

　彼女の前には三つの大福が並んでいる。一番右のココアパウダーがかかったイチゴ大福には生クリームが仕込んである。濃のう厚こうな甘みを楽しんでもらうためだ。真ん中の大福には抹まつ茶ちやパウダーがかかっており、抹茶の渋しぶみで舌をリセットしてもらう。最後の大福には、これもまた彼女が好物だというチョコレートのクリームをあんこに混ぜこんであり、満足感をもって完食してもらえる工く夫ふうをしている。チョコレートイチゴ大福にはシナモンパウダーをふりかけてあり、あんことチョコで味がしつこくなりすぎないように、スパイシーな香かおりを付け加えた。シナモンは別名桂けい皮ひとも言われ、胃腸の調子を整える効能がある。食べることが大好きな彼女にはぴったりだろう。

「そうだ、紅茶を忘れてた。いま淹いれるから」

　アイランドキッチンに向かうと、鍋なべに湯を沸わかし、背後の戸と棚だなを開く。なかには調味料や香こう辛しん料りようの瓶びんが所せましと並んでいた。

　香介は感かん極きわまったようなため息をもらした。

　ターメリック、コリアンダー、クレソン、クローブ、クミンと古今東西の主要な香辛料やハーブの網もう羅らは当たり前。一番上の棚たなは、数十種類の塩で埋うめ尽つくされている。

　──見てるだけで心が豊かになるな……。

「おいしー！　幸せぇ……」

　背後で彼女が歓かん喜きの声をあげた。

「おっと」

　下段にあったアッサムティーの袋ふくろを引っつかみ、冷蔵庫から牛乳瓶を取りだした。甘いものには、香りが高くまろやかなミルクティーが合う。

　微び沸ふつ騰とうしている湯に茶葉を投入した。べつに沸わかしておいた湯でティーカップを温める。

「おいしー！　幸せぇ……」

「うん、ちょっと待ってね、ごめんね」

　茶葉が開くのをじりじりと待つ。

「おいしー！　幸せぇ……」

「うん、満足してもらえてよかった」

「おいしー！　幸せぇ……」

「うん、どうしたのかな？　なんで一言一句同じなのかな？」

「うわー、この大福おいしそー！　いただきまーす！」

「あ、そう変えてきた？　まさかのリスタートだね。ごめんね気を遣つかわせて」

「うわー、この大福おいしそー！　いただきまーす！」

「うん……うん。どうしちゃったのかな？　調子悪いのかな？」

　香介は彼女のひんやりとした頰ほおをつついた。

「おいしー！　幸せぇ……」

　つつく。

「おいしー！　幸せぇ……」

　つつく。

「おいしー！　幸せぇ……」

「どうした!?」

　香介は彼女──が表示されたスマホに詰つめ寄った。

「セリフはランダムのはずだろ!?　なんだよこの偏かたより！　どんな確率だよ！」

　三浦佳奈。香介と同い年の十六歳、高校一年生。食べることが大好きで、好物はイチゴ大福。──という設定。『魔ま女じよこれ』というスマホゲーの登場キャラクターである。

　魔女これとは、謎なぞの地球外生命体に侵しん略りやくされつつある地球を舞ぶ台たいにした戦略シミュレーションゲームだ。プレイヤーはプロデューサーとなり、魔女のスカウト、育成、戦場での指揮を行う。配信されて以来、アプリストアの売りあげランキングで常に上位をキープする大人気ゲームだった。

「バグか……？　一回再起動するか」

　そのとき香介は違い和わ感かんを覚えた。

　窓の外は夜。月の白い光が裏の林をぼんやりと照らしている。それはいつもの光景だ。

　違和感の正体はその手前にあった。

　黒々と、太い、柱のような影かげ。

　──……？

　香介は恐おそる恐る窓に近づいた。

「竹……？」

　濃こい緑、等とう間かん隔かくの節。それは間ま違ちがいなく竹の特とく徴ちようだったのだが、あまりに巨きよ大だいであったため、植物というよりはロケットかなにかに見える。どこまでも高く、先せん端たんは見えない。まるで夜空に突つき刺ささっているかのようだった。

「そうだ……。竹……竹の皿。あれだけ大きければ皿が作れるんじゃないか？　──たしかガレージに鉈なたがあるはず……いやでも、太すぎて切れないか……」

　前々から和食を盛りつけるために竹の食器がほしいと考えていた。なかなかイメージした食器が見つからず先延ばしになっていたのだが、いっそ自分で作ってしまうのも手だ。自宅の庭に生えたのだから、伐ばつ採さいしても誰だれに文句を言われることもないだろう。

「あれだけ太いと、でかい平皿が作れそうだな……。刺さし身みを盛りつける……」

　あごに手を当ててぶつぶつと言っていると、急に窓の外が明るくなった。

　はるか上空から強きよう烈れつな光を放つ光源が、竹のなかを通って墜つい落らくしてくる。

　つぎの瞬しゆん間かん、光源は地上に到とう達たつしていた。派手な爆ばく発はつ音などはなく、トラックの排はい気きブレーキのような音とともに、庭の雑草がざあっと波は紋もんが広がるみたいになぎ倒たおされる。

　光源は竹のなか、高さ一メートルくらいのところでとどまっていた。

　竹の表面が窓のように開き、そこから光源である物体がまろび出て、地面にぽとりと落ちた。それはまるでカプセルトイのカプセルだった。透とう明めいな半球と赤い色の半球が合わさった、直径五センチほどの物体。

　その神こう々ごうしい光に香介は目を奪うばわれた。カプセルは徐じよ々じよに光を弱め、すっかり明るさを失うと、真っ二つにパカッと割れた。なかからなにか動くものが這はい出たようだが、暗くてよく見えない。

　香介は目をつむった。

　──見なかったことにしたい……。

　わけのわからないものから出てきたわけのわからないものに、できれば関知したくない。しかし、我が家の庭にわけのわからないものが這っているこの状じよう況きようを放置したまま安あん眠みんできるほど肝きもはすわっていない。公権力に頼たよるにも、どう通報していいものか。

　香介はガレージに寄ってから、こわごわ外へ出た。ペンライトの光をサーチライトのように動かし、庭を照らす。

「だ、誰かいますかー？」

　ゆらゆら揺ゆれるペンライトの光。その光が一瞬、白いものをとらえた。

「なん」

　疑問を口にする間もなかった。地面を蹴ける音がダダッと近づいたかと思ったとたん突き飛ばされ、尻しり、背中、後頭部の順に地面に打ちつける。そうして仰あお向むけに倒れた香介の腹に、なにかがドンと乗っかった。

「っぉふぅ」

　息がつまる。身体からだを左右に激しくねじるが、がっちりと拘こう束そくされているのか、逃にげ出すことができない。

　涙なみだで歪ゆがんだ視界に、自分の腹の上にまたがる人ひと影かげが見えた。月の逆光のせいでよく見えないが、その丸みを帯びた輪りん郭かくからして女性のようだった。

　手首をひねり、ペンライトで人影を照らす。

　穴が見えた。白い表面に、小指の先ほどの小さな穴。それがへそであることに気づくのにしばらくの時間を要した。

　恐きよう怖ふ心と、ほんの一ひと匙さじの期待感をもって、ペンライトの光をゆっくり上に動かす。

　みぞおちと、うっすら浮うき出たあばら骨。さらに上へ行くと、光の円の左右にたっぷりとした丘おか。そして光は鎖さ骨こつ、ほっそりとした首をなめ、ピンクのくちびるを照らしだした。

　そのくちびるが言葉をつむいだ。

「あなたが進歩的文化人ですね？」

　よく通る硬こう質しつの声だった。しかし言葉の意味はさっぱりわからない。

　ペンライトの光をさらに上へ動かす。

　赤い瞳ひとみが見下ろしていた。平安の貴族のように切りそろえられたロングヘアは、空に浮かぶ月と同じく白金プラチナに輝かがやき、赤い玉のついた髪かみ飾かざりが留められている。瞳と髪飾りの赤は、白いキャンバスに落ちた血のように鮮せん烈れつで、ある種の幻げん想そう的な美しさを醸かもすと同時に、腹の底を冷たい手でなでられたような怖おぞ気けも感じさせた。

　赤い瞳が不ふ機き嫌げんそうに細められた。

「もう一度聞きましょう。あなたが、この土地で一番の進歩的文化人ですね？」

「い、いや、滅めつ相そうもないです」

　女は満足げに微笑ほほえんだ。

「進歩的文化人はそう答えると聞いています」

「じゃあ、俺は進歩的文化人です」

「やはりそうですか」

「ええ？　なにその結論ありきの質問」

「で、あるならば、わたくしのやるべきことはひとつ」

　突とつ然ぜん、ヘビのようなものが地面を割って飛び出した。女はそれを右手で引っつかむ。

「喜びなさい。あなたには我が国──高たか天まが原はらの繁はん栄えいのため『緒おの子』になる栄えい誉よが与あたえられました。まず進歩的文化人であるあなたの力を吸い尽くし、その力をもって地ち下か茎けいを日本中に張り巡めぐらせ、エネルギーを頂ちよう戴だいします」

　と、邪じや悪あくな笑えみを浮かべた。

　香介は絶句した。

　──なにを言っているのかまるっと理解できん……。

　女は「ほう」とフクロウのような声をあげた。

「さすがは進歩的文化人。この程度では動じませんか」

「いや、動じる前段階でおいてけぼりにされてるというか……。つまり一言で言うと？」

「この国は衰すい退たいします」

　酷こく薄はくに言い放つ。しかしそれをイカれた女の戯ざれ言だと一いつ笑しように付すことはできなかった。

　彼女の右手につかまれ、うねるモノ。それは白く太いヘビのようで、しかし目はなく、裂さけた口からウツボのように鋭するどい歯が覗のぞいていた。そんな、この世のものとは思えないモノを自在に操あやつる彼女もまた、この世ならざる者としか思えない。

　女は裂けんばかりに口角を上げて笑った。

「進歩的文化人に敬意を表し、教えてさしあげましょう。これは、あの竹──『天あめの沼ぬ矛ぼこ』の地下茎。これをあなたの身体に差しいれ、力を吸いあげます」

「俺は、死ぬのか？」

「結果的に、死ぬでしょう」

　妙みような言い回しだった。

「わたくしが吸いあげるのは文化の力。あなたたちが熱量と言っている力とはべつのもの。しかし人間は文化の力なくして生きることはできない。だから、結果的に死ぬでしょう」

「日本中の人もか」

「死ぬのはあなたひとりです。あなたは礎いしずえとなる。日本中に張り巡らされる地下茎が緩ゆるやかに文化の力を吸いあげ、ゆっくりと衰退していく。──まあ、それをあなたが見ることはありませんが」

　ふふ、と笑った。

「さあ、お話はおしまいです」

　地下茎に口づけをする。地下茎はうれしそうに身体をくねらせた。

　女は香介のシャツをめくりあげ、腹部をむき出しにした。

　地下茎が振ふりあげられる。香介は必死に身体をよじったが、新たに地面を割って現れた地下茎に手足を拘束されて、いよいよまったく身動きができなくなった。

「覚かく悟ごを決めなさい」

　「せいやー！」と、かけ声とともに振りおろした動きが、途と中ちゆうでぴたりと止まった。

　目がカッと見開かれた。その視線は香介の左手にそそがれている。

「そ、それは」

　左手に握にぎられていたのは鉈だった。護身用兼けん竹伐ばつ採さい用にガレージから持ちだしたものだ。

「な、な」

　香介の上から重みが消える。女は怯おびえたようにふらふらと後じさり、

「な──なんとおおおお！」

　と叫さけぶと、飛ぶような勢いで竹の後ろに身を隠かくし、ぴょこっと頭だけ出した。

「し、知ってますよ。それは鉈……。頭をかち割るための道具」

「い、いや、鉈にそういう用よう途とはない」

「わたくしを泥どろう人どと侮あなどるな！　高天原より知識は与えられています。──して、ホッケーマスクはいずこに？　鉈とは切っても切れぬ組みあわせでしょうに」

「……あ、はいはいはい。うん、違ちがう。俺はジェイなんとかさんじゃない。ちょっと護身用兼竹を切り倒すために、ガレージから持ちだしただけであって」

「さすが進歩的文化人。侵しん略りやくに対する備えは十分ということですか……！」

　──聞いてない……。

　それに、進歩的文化人だの侵略だの、その前には泥人だの、新しい単語がつぎつぎと飛び出してきてさっぱり話が頭に入ってこない。

「ええと、つまり……どういうこと？」

「理解できないと？　その鉈はわたくしの侵略に対する迎げい撃げき用……」

　竹の後ろから身を乗りだそうとするのを、香介は慌あわてて制止した。

「はいストップ！　──自分、わかったことがあります」

「なんでしょう？」

「服、着よう。なんか君の身体は、その……情報量が多すぎて、ちょっとほかのことが頭に入ってこない」

「情報量が多いとはどういう……」

　と、また出てこようとするのを香介は止めた。

「はい出ない！　──だからね、我々男の脳というのは、女性の裸はだかを目の前にすると思考が先せん鋭えい化するようにできてるの」

「……？」

「とにかく君が服を着てくれたら話が滑なめらかに進むの！」

「服などありません」

「ええ？　侵略に来たって言ってたよね？　ちょっと裸一貫が過ぎない？」

「侵略に服が必要ですか」

「……いや、うん、まあ、必ひつ須すではないけど。──ないけど！　着てくれ！　お願い！」

「だから、ありません」

　香介は額を押さえ、しばらく考えてから提案した。

「うちにある服を貸す。着てくれるか？」

　女はふむとうなずいた。

「よいでしょう。わたくしに服を提供することを許します。このまま膠こう着ちやく状じよう態たいがつづくのはわたくしとしても本意ではありませんから。ただし鉈なたを捨てること。それが条件です」

「わかった。こちらも条件を出す。服を貸すのはべつに君のためじゃない。君に喜んでほしいわけでもない。それを理解してくれ」

「おかしな条件を出すものですね。わかりました、飲んでさしあげましょう」

「よし、じゃあついてきてくれ」

　香介は鉈を放ほうり捨て、女に背を向けて歩きだした。

「……あなたはうつけですか？　護身用の武器を捨てたうえ、危害を加えようとした者に背を向けるなど」

「あ、そうか。そこまで気が回らなかった。じゃあ、なにもしないでくれると助かる」

「……」

　気配が近づいてくる。どうやら大人しくついてきてくれるようだった。




　クラウ、と名乗った女は、ダイニングのイスに大人しく腰こしかけている。背筋が伸のび、閉じた膝ひざの上で手を重ねた、とてもきれいな姿勢だった。その美しいたたずまいと、えんじ色のジャージのラフさがちぐはぐな印象だった。

　目を伏ふせるようにじっとしている彼女は、どこか人形めいていた。ジャージが張りつめるほど突つきでた胸、ジャージがだぶつくほどくびれた腰、ジャージが伸びるほど充じゆう実じつした臀でん部ぶ。なにより彼女を人形めいた印象にしているのは、その白金のように輝く髪かみだった。

「なにをじっと見ているのですか」

　香介ははっと我に返った。完全に見とれていた。

「い、いや、その……髪が！　髪がきれいだな、と。それと、その髪飾りがすごく……その……かわいいっていうのかな……はは……」

「これが？」

　クラウは髪飾りの赤い玉を慌てて手で覆おおい、非難めいた声で言う。

「なんといやらしい！」

「なにが!?」

「わたくしの赤く熟うれた可か憐れんな果実をかわいいなどと！」

「それ言い方のせいだろ！」

「食べちゃいたいなどと！」

「言ってない……！」

　クラウはダイニングテーブルに置きっ放しになっていたイチゴ大福を見た。

「あなたはそこの、丸みを帯びた白くて柔やわらかい、しかししっかりと蠱こ惑わく的な弾だん力りよくが指に返ってくる物体でも食べていればいいでしょう！」

「その偏かたよった語ご彙いはなんなんだよ！　これは──」

「知ってますよ、餅もちでしょう。火ほ照てったオコメを濡ぬれそぼった手でこねてこねてこねくり回して！　あまつさえ！　食べる！　いやらしいと言わずしてなんと言いましょう！」

「いや、これ大福」

「……だい、ふく……？」

　香介は「大福」とうなずいた。クラウの顔が朱しゆに染まった。

「しし知っていますとも大福でしょう！　知識は与えられていますから！　も……餅……的な？　食べ物でしょう！」

「ああ、まあ、うん」

　ふすん、と鼻を鳴らし、クラウは腰に手を当てた。

「でしょう。わたくしを泥人と侮らぬことですね。なんにしろその大福も、餅と違わぬいやらしく汚けがらわしい食べ物に違いありません」

「なん……だと……？」

　思わず低い声が出ていた。

「なんですか、怖こわい声を出して」

　香介はうつむき、拳こぶしを握った。

「お前、いまなんて言った」

「汚らわしいと、そう言いましたが」

「佳奈ちゃんが大好きな、この大福を、汚らわしいと言ったか」

「それがなにか？」

「で」

「『で』？」

「ですよね～」

　香介はへらへらと笑い、揉もみ手をした。

「素そ朴ぼくな外見のくせして中身は甘美な喜びでぱんぱんになってるとか、ふしだらもいいところですよね～」

　こんな得体のしれない女に逆らったらなにをされるかわかったものではない。ここは大人しく従ったふりをして、早々に帰ってもらうのが得策だ。香介はそう考えた。

　クラウは上じよう機き嫌げんな様子で笑った。

「さすがは進歩的文化人、よくわかってらっしゃる。そう、だからこのようなものなど」

　クラウがイチゴ大福に手を伸ばした。

「それに触さわるんじゃねえ!!」

　香介はそう叫んでいた。クラウは目を丸くする。

「な、なんですか、急に大声を出して」

「それは佳奈ちゃんのイチゴ大福だ。お前が触るな」

「佳奈？　さっきも言っていましたが、その佳奈というのはいったいどこに」

　クラウの目が皿の前に置かれたスマホをとらえた。液えき晶しようには三浦佳奈が表示されている。

「まさか、これが……？」

　クラウが目を向けてくる。香介はうつむいた。

　──やっちまった……。

　女に逆らってしまったことへの後こう悔かい、そしてなにより、ゲームキャラに対し大おお真面目まじめに食事を作っていることがばれた羞しゆう恥ち心しんが襲おそいかかってくる。

　しばらくの沈ちん黙もく。

「す」

　クラウの声がした。

「すばらしい……」

「え……？」

　香介は信じられない気持ちでクラウを見た。茶ちや化かすような含ふくみのいっさいない、本気で感心したような表情だった。

「料理とオタ趣しゆ味みの高レベルの融ゆう合ごう……！　すばらしい……その業ごうの深さ」

「……褒ほめてるんだよな？」

「もちろんですとも！　まれに見る痛々しさです！」

「本当に褒めてるんだよな？」

「ええ、もう本当に救いようがありません」

「やっぱり褒めてないよな!?」

「ひとを疑うなんて失礼ですよ」

「いや君のほうが失礼だろっ」

「最大級の賛辞ですよ。業が深い、だからこそ、あなたの文ぶん化か力ちからは滔とう々とうとして、大河のごとく流れ出るのです」

「文化、ちから？」

「やっと本題に入れるようですね。──文化力は、我々高天原の住人にとって上質なエネルギーとなります。その文化力を奪うばうこと。それがわたくし、文化侵略兵器かぐや型──通つう称しよう泥人──十四号、クラウの役目」

「……ん？　かぐや？　かぐやって……かぐや姫ひめのかぐや？」

「お気づきになりましたか」

　クラウは少し得意げになる。

「そう、あの竹たけ取とり物もの語がたりのかぐやです。彼女が文化侵略兵器かぐや型一号」

「え……え？　マジで？　いや、そりゃかぐや姫は宇宙人だったみたいなトンデモな異説はあるにはあるけど……侵略者？　エイリアンってこと？　──ならなんで竹取物語は感動の物語になってるんだよ」

「長い歴史のなかでさまざまな人々の手を経へるうちに自然とそうなったのでしょう。人間は感動の物語を好むものです」

　クラウは窓から見える極太の竹に目をやった。

「あれは軌き道どうエレベーター『天沼矛』」

「あれ軌道エレベーターだったのかよ」

「一号は天沼矛を使い、地上へと降り立ちました。そこを讃さぬ岐きの造みやつこに見つかる。一号は慌あわてたでしょう、秘ひ密みつ裏りにことを進めるつもりでいましたから。一号は機転を利きかせ、とっさに赤ん坊ぼうのふりをし、彼に拾われることとなりました」

「そういや君も最初は小さかったな。いつの間にかでかくなってたけど」

　香介は思わずクラウの胸を見たが、すぐに目をそらした。

「ええ。質量が小さいほうが運びやすいですから。──しかしそのままでは任務を遂すい行こうできない。一号は日ごとに身体からだを大きくしていきました」

「そんな急激にでかくなったらばれるだろ」

「一号には勝算があったのです」

「どんな」

「もう○けてるから大だい丈じよう夫ぶだろう、と」

「なんてこと言うの」

「そして大きくなった一号は、高天原の知識を使い一いつ攫かく千せん金きんを得ます。彼女から見れば地上の文明など塵ちり芥あくたに等しかったので、ことを運ぶのは容易でした」

「うん、なんだろう、すごい勢いでかぐや姫が嫌きらいになっていく」

「一号は都に移り、文化力を吸収します。五人の貴公子から宝物を送られるくだりはその暗あん喩ゆです。たっぷり文化力をせしめた彼女は、もうこれくらいで勘かん弁べんしてあげようと、高天原に帰る準備を始めます」

「ああ、最後の場面」

「エネルギー不足であえいでいた高天原にとって一号は救世主ですから、それはもうたくさんの人々が迎むかえにきました。ＶＩＰ待たい遇ぐうです」

「ＶＩＰ……」

「一号はラグジュアリーな輿こしに担かつがれて帰りました、おしまい」

　香介はがっくりと肩かたを落とした。クラウは怪け訝げんな顔をする。

「どうして落ちこんでらっしゃるんですか」

「聞かなければよかった……」

「あなたが説明を求めたのでしょう」

「そうだけどさあ……。この前、新しん釈しやく竹取物語の映画を見て、すごい感動したんだよ。それが台なしだ……」

「我々にとってはめでたしめでたしの物語ですが」

「それに、その『文ぶん化か力ちから』ってなに？　文ぶん化か力りよくじゃダメなの？」

「ダメですよ」

「なんで」

「御おん大たいのご意志です」

「誰だれだよ……」

　クラウは人差し指を自分の口につけた。

「しっ。そんなことを言っていたら、信者がやって来て」

「こ、殺されるのか？」

「イデ○ン全話を強制視し聴ちようさせられますよ」

「イデ○ン？　そこはガン○ムじゃないのか？」

「いえ、ガン○ムは常識として。御大ならむしろ、イデ○ン」

「……というか君、本当はオタじゃないのか。それもディープな」

「泥人には知識が与あたえられていると言ったでしょう。──話をもどします。あなたはこの土地で一番の進歩的文化人。その上質で大量の文化力を礎いしずえとし、この国の文化力を根こそぎ奪い去る。それこそが、わたくしが遣つかわされた理由──『高天原文化力増進計画』の全ぜん貌ぼうなのです！」

「高天原文化力増進計画……。なにその市役所みたいなネーミングセンス」

「市役所が公こう募ぼで決定しました」

「あ、やっぱり市役所なんだ……。というか、市役所あるんだ……」

　異世界へのロマンがみるみる目減りして落ちこむ香介をよそに、クラウは話をつづける。

「では、あなたがなぜ進歩的文化人であるのか。それは、業の深さ。世間のそしりを受けても、二次元の彼女への料理作りをやめられないカルマ。そんな痛々しい魂たましいだからこそ、多大なる文化力を生み出せるのです」

「でもそんな奴やつ俺以外にもいるだろ。ＳＮＳを検けん索さくすればわりとヒットすると思うけど」

　クラウは髪かみを指に巻きつけ、ふむ、とうなずいた。

「言われてみればそうですね。なにか心当たりは？」

　心当たりはある。小学校のころの調理実習の思い出はいまだ心に重くのしかかっているのに、香介は料理をやめられないでいる。それは業と言えるかもしれない。

「いや、あるわけないだろ」

　しかし香介はそう返事をした。クラウも「そうですか」と特に興味もなさそうに返した。

「理由はともあれ、あなたが多大な文化力を生み出せること、我々にとって有益であることに変わりはありません」

　有益、という言葉に一いつ瞬しゆん喜びのようなものが湧わきあがった。

　──でもこいつ、文化力を吸いあげたら結果的に死ぬ、とか言ってたじゃないか。有益っていっても、俺のことをアルカリ乾かん電でん池ち程度にしか思ってないってことだろ……！

　クラウは薄うすく笑った。

「怯おびえた目をしていますね。大丈夫、痛いのは最初だけです。そこを通り越こしてしまえば、あとはめくるめく快楽が待っていますよ。めくるめきますよ。死んじゃうほど！」

「死んじゃうほど？　じゃあ実際には死なないのか？」

「いえ、そこはちゃんと死にます」

「じゃあ大丈夫じゃないだろ！　お断りだ！」

「もとより許可など得ようとは思っていません。その文化力、根こそぎいただきます」

　香介は腰こしを落とし、身構えた。

「やってみろ」

「と、思ったのですが」

　香介はととと、とたたらを踏ふんだ。

「やらないのかよ」

「はい。ひとつ、機会をさしあげようと思いまして」

「機会？」

　クラウは黙だまってテーブルを指さした。その先にあるのはイチゴ大福だった。

「あなたの料理でわたくしを感服させてみなさい。そうすれば、わたくしはこのまま帰りましょう」

「料理で勝負しろって？　でも大福なんていやらしいんじゃなかったのか」

「ええ、いやらしく汚けがらわしい。しかし、進歩的文化人であるあなたがあれほどまで激高し守ろうとした料理に、わたくしは興味をもちました」

「君を満足させれば、侵しん略りやくはやめるのか」
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　クラウは胸をはり、腰に手を当てた。

「ええ。うれしいでしょう、ありがたいでしょう。痛みいるでしょう！」

　香介は腕うでを組んで「う～ん……」とうなった。クラウは鳩はとみたいに首を突つきだす。

「え、ええ？　なんですそのリアクション。命が助かるんですよ？　侵略を阻そ止しできるんですよ？　なにが不満なんですか！」

「不満というか……。ピンとこない。いや死にたくはないよ？　もちろん。でも、こう……命の危険を感じないというか、しょせん文化でしょ？　って思っちゃうっていうか」

「しょせん文化って……。なんて贅ぜい沢たくな！」

　クラウはテーブルをドンと叩たたいた。

「文化的生活を送れることが当たり前と思っているでしょう。エログロな漫まん画がや小説を読めるのがふつうのことだと思っているでしょう。これが世界的に見てどれだけ特異なことか！　そしてそこにどれだけの情じよう緒ちよ的なエネルギーが満ちているか！」

「そうなのかもしれないけど……。衰すい退たいっていっても、具体的にどうなるかがよくわからないから、実感がない」

「大変なことになるんですよ！　──たとえば、誰にでも当てはまるような当たり障さわりのない歌詞、覚えやすさを重視しただけの単調なメロディの歌がランキングの上位を占しめることになります」

「それ昔からだろ」

「海外から輸入された映画が、監かん督とくの意向を無視して勝手に編集されて公開されます」

「国ごとにレーティングがあるし」

「演技の経験の浅い、モデルあがりのタレントが吹ふき替かえにキャスティングされます」

「一いつ般ぱん層への宣伝効果を考えるといたしかたない」

「かつてヒット作を描かいた漫まん画が家かが、漫画を描かずにテレビに出演するようになり、文化人ぶったコメントを乱発するようになります」

「漫画家が一生漫画家である必要はないもんなあ。転職だよ転職」

「ソシャゲのガチャで、ＳＳＲ一点狙ねらいで引ける確率が〇．〇〇〇六二五％になります」

「まあ、基本無料のゲームはそこで儲もうけてるわけだし」

「あなたの好きなアニメの待ちに待った第二期で、メインキャラクターの声優が政治的な理由で変へん更こうになります」

　香介は「うっ」と言葉につまった。

「で、でも、俺がお布ふ施せで支えるから……。──というか、そもそもお前ひとりの力でこの国の文化が衰退するなんて信じられるわけないだろ！」

「やれやれ、では証しよう拠こを見せましょう」

　クラウは窓の外に見える天沼矛に手のひらを突きだした。天沼矛はぼんやりと光をにじませ、一度「ごくり」と音をたてた。そして光は消える。

　香介はおずおずと尋たずねる。

「吸った……のか？」

「地ち下か茎けいはまだ伸のびていませんから、限定的にですがね。それでもかなりの力を吸いあげました。──テレビをつけてみなさい」

　香介は不ふ審しんに思いながら、リモコンの電源ボタンを押した。

　画面に映ったのはニュースバラエティ。にやけた顔のベテランフリーアナウンサーとゲストの政治評論家が、東とう欧おうの情勢についてしかつめらしく話をしている。

　話が終わり、アナウンサーが言った。

「速報です。ついに決定しました、オリンピックのオープニングアクト。アーティストはなんと、あの人たちでした」

　画面が切り替わる。記者会見場。白い背景に、スーツの中年男性が数人着席している。オリンピック組織委員会の面々のようだ。

　そのうちの、髪に不自然なボリュームのある男性が言った。

「え～、開会式の～、歌を歌っていただくわけですが。え～、これはＴＪＯ55の方々に～……」

　香介はテレビを消した。クラウはにやりと笑う。

「ほほお、どうやら人気ナンバーワンアイドルグループに決定したようですね」

「お、お前……なんてことを……！」

「あなたのせいですね。あなたが決断を誤ったからこうなった」

　ＴＪＯ55。『体重ＴオーＪバーＯ55キロ』──その名のとおり体重五十五キロ以上が加入条件のアイドルグループで、通つう称しよう『平均体重底上げアイドル』。そのあけすけな姿勢と食いっぷりが話題を呼び、人気を不動のものとした国民的アイドルだ。

「この外げ道どう……！　そりゃたしかにＴＪＯは人気ナンバーワンだよ。でもな、それは国内だけの話だ！　日本の誇ほこるアーティストとして送り出すのは荷が重すぎるだろ！」

「……そうですか」

「そうだよ、オタサーの姫ひめみたいなものだ。身内で盛りあがってるだけだ！　それをリア充じゆうの合コンに連れてってみろ。生き恥はじをさらすぞ！　その日から姫のＳＮＳの更こう新しんが止まることは必至！」

「……ほお」

「そんな彼女たちに大きな失敗をさせて、傷つけて、解散に追いこもうだなんて……地じ獄ごくの鬼おにすら反へ吐ど吐はく所業！」

「言っておきますが、吸いあげの影えい響きようを受けたのは彼女らではなく、彼女らを選考した委員会の面々ですよ」

「……うん？」

「つまり、組織委員会の面々が文化力を吸われることによって、芸術的な側面からではなく、コネや商業的な理由でのみＴＪＯを選考したと、そういうことです」

「……え？」

「わたくしのことを外道だなどとおっしゃいましたが、彼女らが失敗すると決めつけているあなたもかなりひどいと思うのですが」

「い、いや……。それはそういう意味で申しあげたのではない」

「では、どういう意味で」

「……あ、だ……から……」

　あわあわする香介の顔を、クラウは眉まゆ根ねを寄せて覗のぞきこむ。

　香介はドンとテーブルを叩いた。

「よーしわかった勝負してやろうじゃん！」

「なんですか急に。それよりさっきの発言の意図は」

「発言？　なにそれ？　なんか言ったっけ？」

「言ったではありませんか。荷が重すぎるとかなんとか」

「それはお前、あれだ……。日本の文化を守るなんて彼女らにとっては荷が重すぎる。進歩的文化人である俺が全まつとうしようと、そう言ったんだ！」

「そんな文脈でしたっけ？」

「そんな文脈でしたよ」

「そうですか……。──ふふふ！　その意気やよし、進歩的文化人！」

　クラウは手のひらを突きだして言った。

　──こいつ、賢かしこいのかバカなのかよくわからんな……。

　とにかく追つい及きゆうされなくて助かった。香介は胸をなでおろした。

「さて、確かく認にんしましょう。あなたは料理でわたくしを感服させ『参りました』と言わせること。できなければあなたを手始めとして、この国の文化力を吸い尽つくします」

「わかった。しかし言っておかねばならないことがある。──俺が料理を作るのは智ち恵えちゃんのためだ」

「どなたですかそれは」

「魔女これの智恵ちゃんだ。それ以外に誰だれがいる」

「日本中にいるでしょう」

「俺は智恵ちゃんに料理を作る。君はそのついでだ。いいな？」

「あなたは妙みように形式にこだわるのですね。いいでしょう、好きにしなさい」

　香介はクラウに背を向けてアイランドキッチンに向かった。エプロンをパンと広げて身につける。

　──さて。

　香介はキッチンに手をつき、目をつむった。

　──智恵ちゃんの好物。それはオムライス。もともと明日あしたの夕飯は智恵ちゃんと食べようと思っていたから材料はそろってる。ふわふわの卵でケチャップのチキンライスを包む。デミグラスやチーズソースよりも、シンプルなトマトソースのほうが智恵ちゃんの好みだ。

「でもな……」

　──それがクラウの口に合うかなんてわからない……。

　いや、と香介は首を振ふった。

　──違ちがう。俺はクラウにではなく智恵ちゃんに食事を作るのだ。悩なやむ必要なんてない。この銀河系で一、二を争うほどかわいい智恵ちゃんが大好きなオムライスは、銀河一おいしいに決まっている。もしもおいしくないのであれば間ま違ちがっているのは銀河のほうであり、そんな世界は存在する価値もない、滅ほろべ。

　香介は独自の理論で自分を納なつ得とくさせると、作り置きしておいたトマトソースの瓶びんを手にとった。

　──見ていろ、必ずクラウに言わせてやる。

「参りましたー！」

　──そう、それ。その参りましたってやつを……。参りました？

　背後でドタンと音がして香介は振り返った。

　ダイニングテーブルに着席していたはずのクラウの姿が忽こつ然ぜんと消えていた。どうやらイスから転げ落ちたらしい。香介は慌あわてて駆かけ寄る。

　クラウは床ゆかに倒たおれていた。白目をむき、恍こう惚こつとした表情を浮うかべている。肌はだは紅潮し、脚あしはがに股またに広げられ、両手にはなぜかピースサイン。

「……車に轢ひかれたザリガニの真似まねか？」

　香介の声に反応はなく、クラウはビクンビクンと痙けい攣れんしている。

　頰ほおを何度か張ると、クラウはようやく意識をとりもどした。ぼんやりとした目で香介の顔を見つめる。

「わ、わたくしはいったい……？」

「いや、俺が聞きたいよ。いきなり『参りましたー！』ってぶっ倒れて」

　クラウが跳はねるように身体からだを起こした。

「そんな、言うはずがありません。侵しん略りやく者らしく、希望をもたせてから絶望にたたき落としてさしあげようと思っていたのに！」

「うん、それ暴ばく露ろしないほうがいいんじゃないかな。というか、まだなにも食べてないのに参りましたもなにもないだろ。──って、まさか」

　香介はダイニングテーブルを見た。

　三つのイチゴ大福。そのうちひとつが大きく欠けて、まるで三日月のようになっていた。

「おま、お、おま、えー！」

　香介はクラウに詰つめ寄る。

「あれは佳奈ちゃんのだって言ったでしょー！　なんで！　なんで食べんのさー！」

「なにを言うのです。わたくしは食べていません」

「口の周り片かた栗くり粉こで真っ白にして言っても説得力ねえよ！」

「ばれましたか。ええ食べましたとも」

「もうちょっと食いさがれよ」

「言い訳は見苦しいですから」

「噓うそは見苦しくないのかよ」

「ばれなければいいのですよ。でもばれたからには言い訳はしません。それが、わたくしの、美学！」

「うわあ、かえって見苦しい……」

「しかしわたくしは、断じて参ったなどと言っていません。そこだけは譲ゆずれません」

「いや、言ったって！」

「記き憶おくにありません。わたくしの記憶にあるのは、あなたの目を盗ぬすんで大福を食べたことと、そのあとお婆ばあさんが川の向こうで手招きしていたことです」

「死にかけてたのかよ」

「ですから無効です。仮に参りましたと口走っていたとしても、それはお婆さんに対してであり、あなたにではありません」

「……お前の婆ちゃん、厳しい人だったのか？」

「いえ、知らない人です」

「ただの老ろう婆ばかよっ。怖こわいよっ。俄が然ぜんホラー色を帯びたわっ」

「とにかく、再戦を要求します！」

　クラウは香介を指さした。香介はクラウをじろっと見た。

「どっちにしろ俺を勝たせるつもりなんてないんでしょ？　じゃあ意味ないだろ」

「無理だと思うから無理なのです。納得いかない状じよう況きようでも、とにかくやってみる。話はそれからではありませんか」

「なにそのブラック企き業ぎようみたいな論理」

「文句を言える立場ですか。断るというのなら、あなたの大好きな魔女これの制作会社の文化力を吸い尽くし、二度と続編が出ないようにしますよ」

「そこに触ふれるなら『べつの』料理をしなければならなくなるが……覚かく悟ごはあるのか？」

　香介は出で刃ば包ぼう丁ちようをつかんで静かに微笑ほほえんだ。クラウは顔面蒼そう白はくになる。

「い、いえ、少し言いすぎました。その……『ふつうの』お料理頑がん張ばってください……」

「わかった。やってみる」

　香介はオムライスの調理に取りかかった。作り置きのトマトソースを鍋なべで温める。冷れい凍とうしておいたご飯を解かい凍とうしチキンライスを作る。

　そして卵。これは時間との勝負である。温めたフライパンにバターをなじませ、溶といた卵を流しこむ。手早くかき混ぜながら、まだ緩ゆるいくらいのタイミングでフライパンの端はしに寄せて成形する。余熱で卵が固まっていくから、生っぽいくらいのタイミングで構わない。簡単にワンランクおいしくするコツは、溶いた卵に少量の水を混ぜておくことだ。こうすることで卵はよりふわふわで滑なめらかな食感になる。

　皿に盛ったチキンライスの上にオムレツを乗せ、その真ん中をフライ返しの角でちょんとつつく。するとオムレツが四方に裂さけ、チキンライスを包みこんだ。

　とろとろの半熟卵の衣ころもの上にトマトソースをかける。

　十分とかからず、オムライスは完成した。

　盛りつけたオムライスをクラウの前に差しだすと、彼女は怪け訝げんな顔をした。

「日本の命運をかけた料理にしては、ずいぶんと早く完成したものですね」

　香介はふっと笑った。

「俺がオムライスをこの域に仕上げられるようになるまでどれくらいの年月を要したと思う？　──十年だ」

「十年……」

「だからこのオムライスは、十年と十分の手間がかかってる」

「ものは言いようですね。しかし、このわたくしを喜ばせることができましょうか」

　クラウは不敵に笑うと、オムライスに手を伸のばした。

　なにももたずに、素す手でを。オムライスを鷲わしづかみにしようとしたのだ。

「はい待った！」

「なんですか、いまさら恐おそろしくなったのですか？」

「いやそうじゃなく。クラウさん、いまどうやって食べようとした？」

「どうって……。手でつかんで」

「食べ方がラフすぎる」

「しかし、この大おお村むらさんは」

「誰だよ。オムライスっ」

「そう、このオムライス。黄色い薄うす皮かわで包んだのは手にとって食すためでしょう！　知ってますよ。これはクレープという調理方法で、週末の昼下がり、恋こい人びととアベニューを練り歩きながら食べるやつでしょう！」

「お前さっきから知ってる知ってるって知識がまんべんなくズレてるんだよ！　これはクレープじゃない、オムライス！　そこにあるスプーンで食べるんだよ！　……というかスプーン、わかる？」

「バカにしないでください知っていますよ！　でもこれは液体をすくうための食器であって、固体には使いません！　騙だまそうとしたってそうはいきませんよ！」

　と、得意顔になる。

「いや、ふつうに使うぞ」

「ご冗じよう談だんを」

「いや、マジで」

「……本当に？」

　香介はこくりとうなずく。

　クラウの顔が、ゆでガニみたいにさあっと赤くなった。そして顔をくしゃっと歪ゆがめ、しゃっくりをしはじめる。目め尻じりには涙なみだがたまっていた。

「ええ？　泣いてるのか？」

「だ、だってぇ……バ、バカにするからぁ……」

　顔を覆おおい、声を押し殺して泣く。

「い、いや、べつにバカにはしてない。そう聞こえたんなら悪かった。──お前、異世界の人間なんだろ？　なのに、ここまで知識があるのはふつうにすごいよ。言葉とか、文化とか、慣習とか……。ひとつやふたつわからないことがあるのはしかたないだろ」

「……」

「いや、ほんと、たいしたもんだよ」

「……そう、ですか？」

　香介はうなずく。

　──なんで俺は侵略者をなぐさめてるんだ？

　不条理だ。しかし見てくれがなまじ少女であるから泣かせると罪悪感が半はん端ぱではない。

「ふ、ふふ」

　クラウは顔をごしごしとこすった。そしてふんぞり返る。

「そうでしょうとも！　世の中に完かん璧ぺきなものなどありません。それはわたくしにも当てはまります。それに、それにですよ、本当は知ってましたし！　知ってたのですが、ちょっと記憶の混乱があったにすぎないんですよ！」

「……そうですか」

　香介は早くも同情したことを後こう悔かいした。

「そうなんですよ！　……本当ですよ？」

「そうか」

「……信じてます？」

「信じてるよ」

　クラウはスプーンを手にとった。が、また香介をうかがうように見て言う。

「……本当に？」

「本当だよ！　いいから早く食え！」

　クラウは肩かたをすくめた。

「やれやれ、野や蛮ばんな方だ」

　イラッ。

「クソッ、クソッ！」

　香介は自分の太ももを拳こぶしで何度も叩たたいた。

　クラウはスプーンを赤ちゃんのようにむんずとつかみ、オムライスの端はしっこを崩くずしてすくった。その手はぷるぷると震ふるえている。そして、顔のほうをスプーンに近づけて、オムライスを口に入れた。

『謝ってくださーい！』

　あのときのあの声が頭のなかで響ひびき、香介はぎゅっと目をつむった。暗くら闇やみのなかで、ドクンドクンと自分の鼓こ動どうの音だけが聞こえる。

「ん、あ……！」

　クラウの妙みように艶なまめかしい声が聞こえて、香介は何事かと目を開いた。

　彼女はジャージの胸むな元もとをぎゅっとつかみ、うつむいていた。顔は赤く染まり、目は虚うつろで、うっすらと汗あせまで浮うかんでいる。

「お、おい、大だい丈じよう夫ぶか」

「あ……は、あ……んっ……！　はあ、はあ、はあ……！」

　クラウは潤うるんだ瞳ひとみで香介を上目遣づかいに見る。すがるような、求めるような、大きな瞳。

　──発ほつ作さ……？　……っていうより、なんか、これ……。

　クラウはもどかしそうに腰こしをくねらせ、切なげな吐と息いきをもらす。

　初めて目まの当たりにした女の子の嬌きよう態たいは香介が思っていたよりもずっとリアルで扇せん情じよう的で、香介は興奮を感じながらも思わずたじろいでしまった。

　クラウがびくんと身体からだを仰のけ反らせた。

「く……」

「く？」

「くやしい……！　けど……！」

「けど？」

「へ、へ……」

「……？」

「変身しちゃううううううううう！」

　クラウの身体が輝かがやいた。いや、輝いたなどと生やさしい光ではない。部屋のなかが一いつ瞬しゆんで真っ白になるほどの光量。目をつむってもなおまぶしく、香介は腕うでで顔を覆う。

　きぃんと鳴っていた耳鳴りが止まり、恐る恐る目を開ける。

　クラウがいた。

　浮いている。

　服が変化していた。それはまるで改造着物だった。上半身はふつうの着物に見える。しかし下はプリーツスカート。そこから伸びる脚あしを包むニーハイソックスは、足袋たびを変形させたような形で、ガーターベルトで吊つられていた。狩かり衣ぎぬのようなスリットからは華きや奢しやな肩が、そして身八つ口からは脇わきが覗のぞいている。左右に広げた腕から垂れた振ふり袖そでがまるで翼つばさのようだ。薄うすい絹のような羽衣が、ふわふわとクラウの身体にまとわりついている。

　すうっと、クラウの身体が滑すべるように窓のほうへ向かうと、そのままガラスをすり抜ぬけて外へ飛んでいった。

　香介は呆ぼう然ぜんとそれを見送ったが、しばらくしてはっと我に返り、外へ飛び出した。

　クラウは庭の上空に輝きながらとどまっている。

「クラウ！　なにやってるんだ！　みだりに飛ぶんじゃない！」

　注意するポイントが若じやつ干かんずれているような気もしたが、的確な言葉が出てくるほど冷静でもなかった。
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　クラウの輝きはぐんぐんと増していく。

　彼女は両手を空へ向かって捧ささげるように伸ばした。

　その手から太い光線が放たれた。光線は一瞬で空の果てまで伸びていき、そして消えた。

　昼間のように明るかった庭が夜の闇をとりもどす。りりり、とどこかで虫が鳴いた。

　クラウは横たわるような姿勢で、ゆっくりと地上へと舞まい降りてくる。香介は慌あわてて落下地点まで走り、彼女の身体を横よこ抱だきに受けとめた。

　クラウは目をつむっている。その表情はあまりに穏おだやかだ。香介はなんだか怖こわくなって彼女の口元に耳を寄せた。小さな寝ね息いきが聞こえる。思わず安あん堵どのため息がもれた。

　ごうごう、という音が空から聞こえた。香介は最初、旅りよ客かく機きでも飛んでいるのかと思った。しかし見あげてもそれらしき姿はどこにもない。

　──……？

　雲ひとつない夜空。空気が澄すんでいるのか、星々がプラネタリウムみたいにくっきりと見える。

　そのなかに、一ひと際きわ赤い星があった。

　寿じゆ命みようが尽つきかけている星は赤くなる、という話を聞いたことがあった。しかし──。

　──みるみるでかくなったり、分ぶん裂れつするという話は聞いたことがないぞ……！

　夜空の赤い星は、絨じゆう毯たんに落としたスープみたいにどんどん大きくなっていく。そのうえ、アメーバが分裂するみたいに数を増やしながら横に広がっていく。それにつれて音も近くなってくる。

　──まさかこれ……。

　香介はごくりとつばを飲みこんだ。

　──隕いん石せき？

　燃えるような赤い隕石群は、意思でもあるみたいに横に広がりながら、マスゲームのように整然と、ある形を作っていく。

　──文字……、いや、文章だ。

　夜空に、まるで花火文字のように文章が書き出された。

『オイシカタデス』

　──……。

　『ッ』は抜けているし『ス』は鏡文字になっている。でもそれはまぎれもなくクラウの気持ちを──「おいしかった」と告げているのに違ちがいなかった。

　──そんなにうまかったのか。

　香介は胸がじんわりと熱くなるのを感じた。

　『オイシカタデス』はさらに大きくなっていく。轟ごう音おんはもう身体を揺ゆするほどだ。

「お、おい、これ、大丈夫なのか……？　おい、クラウ」

　クラウは目を覚まさない。

　まるで世界の終わりみたいな光景だった。『オイシカタデス』はあまりに巨きよ大だいで、逃にげ場などないように思われた。

「う、わ、わ」

　香介は意味もなく右往左往した。

　そのつぎの瞬間。

　『オイシカタデス』が地上に墜つい落らくした。香介の家から見て東。自然公園がある辺りがパッと光ったかと思うと、少し遅おくれて爆ばく発はつ音と震しん動どうがやってきた。

　それが収まると、辺りは何事もなかったように静まった。

　自宅の照明はいまだに点灯している。停電にはなっていないようだ。

「大丈夫……なんだよな……？」

　気がかりではあったが、犯人であるクラウが眠ねむったままだし、そんな彼女を放ほうっておくこともできない。

　香介はクラウを抱きなおし、自宅へともどった。




　　　　　○




「言ってません」

　翌朝、目覚めたクラウに昨晩の出来事を話したが、彼女は頑がんとして認めなかった。

「いや、でも、空いっぱいに『オイシカタデス』って」

「言ってません、描えがいただけです。よしんば『おいしかった』と言ったのだとしても『参りました』と言ったわけではありませんから、わたくしは負けていません」

「屁へ理り屈くつを……」

「それよりも──本当なのですか？　わたくしが変身をして隕石を呼んだというのは」

「本当だって。見ろよ」

　香介はテレビのスイッチを入れた。

　そこに映っていたのは、地元混まじる野の市の斑鳩いかるが山自然公園だった。

　斑鳩山、とは言ってもその実、ただの小高い丘おかである。麓ふもとには運動場やジョギングコースがあり、地元民の健康増進や、近所の学校の部活動などで活用されている。

　そんな住民たちの憩いこいの場である斑鳩山が、すっかり姿を変えていた。

　テレビの画面には斑鳩山を空から撮さつ影えいした映像が映っている。その姿はどう見ても、昨晩香介が作ったオムライスだった。全体的な形といい、細部の凹おう凸とつといい、かなり精せい巧こうだった。墜落した隕石が斑鳩山を削けずったのだ。

「ここまでの力は『神懸かりゴツドモード』でしかあり得ません。まさか『ＩＤＥ』が……？」

「なにそれ」

「泥人一号かぐやが持ち帰ったエネルギーは純じゆん粋すいにして膨ぼう大だい、いまだに高天原を支えています。そのエネルギーがＩＤＥ。ほぼ無限のエネルギーです」

「ほぼなのかよ」

「それが尽きかけているからこその、文化力増進計画なのです」

「なるほど。──ところでＩＤＥってのはなんの略なんだ？」

　クラウは得意げな顔になった。

「いっぱい・出てくる・エネルギーです」

「ネーミング雑ぅ……。それも市役所が決めたのか？」

「いえこれはコピーライターが」

「そいつやめちまえよ」

「我々泥人は強力なエネルギーを取り入れ、それを神通力として使うことができます。しかし取り入れるエネルギーが膨大だと、神通力が暴走してしまうのです」

「つまり、俺の作ったオムライスがおいしすぎて力が暴走したってことか」

「ええ！　もう本当においし──」

　と言いかけてはっと口をつぐみ、崩くずれた表情を引きしめた。そしてことさらのように落ちついた口調で言う。

「おいしいおいしくないではなく、文化力が多大であったということです。しかも隕石──宇宙の理ことわりにまで触ふれたとなると、神懸かりモードでしかあり得ず、であるならそのエネルギー源はＩＤＥでなければ辻つじ褄つまが合いません」

「そんなやばいことになるかもしれないのに、気軽に飯を食べたらダメだろ」

「大だい丈じよう夫ぶです。泥人には、万が一の暴走を止めるための拘こう束そく具がつけられています。──これです」

　と、クラウが差しだしたのは金の輪だった。西さい遊ゆう記きの孫そん悟ご空くうが頭にはめていた輪っかに似ている。香介はそれを受けとり、ためつすがめつした。

「これは？」

「ジェネループです」

「ぅん……『ジ』ェネループ、ね」

「なんで『ジ』を強調するのですか」

「あらぬ誤解を受けないようにだよ。──で、これはなに？」

「泥人の身体からだから放出された文化力を吸いとり蓄たくわえます。暴走をとめる安全装置のようなものです」

「そっか……」

　香介はジェネループを顔の高さまで持ちあげた。

「で、これ、なんで外れてるの？」

「え？」

「いや、拘束具で安全装置なんでしょ？　それが外れてたから暴走したんでしょ？　なんで外れてるの？」

「かゆかったので」

「あ、そういうレベルでつけはずしできるレベルのものなの。ああ、なるほど。なるほどなあ──と納なつ得とくすると思ったか」

「わたくし金属アレルギーっぽいのですよ」

「安全装置だよ？　万が一のために、常につけとかないと意味ないでしょ」

「万が一などそうそう起こりませんよ」

「忘れちゃったのかな？　昨日、起こったばかり。でね、地形が変わった」

「世は無常ですね」

「そうだけど、引き起こした本人が言うとすごく腹が立つね、それ。久々におっきい声が出そうになったよ」

　クラウがすっと目を細めた。顔立ちが整っているだけに、にらまれるとすごみがある。

「山のひとつやふたつ、瑣さ末まつなことでしょう。この国の文化が存続できるか否いなか──大事なのはそこではありませんか？」

「そ、そうだった。でも俺の勝ちだろ。──だってほら！」

　香介はテレビを指さす。そこには夜空に浮うかんだ『オイシカタデス』の文字。

「おいしかったって言ってるし！」

「知りません。見えません」

　クラウは手で目を覆おおった。

「でもほら、アナウンサーの人も言ってる！」

「知りません。聞こえません」

　クラウは手で耳をふさいだ。

「でも」

「ええい黙だまらっしゃい！」

「ええ？　黙らっしゃいって生まれて初めて言われた……」

「とにかくです！　あなたはわたくしを感服させるにはいたらなかった。しかしあなたはわたくしが参ったと、言外に言っていたと主張する。──そこで、非常に不本意ではありますが」

　クラウは芝しば居いがかった様子で、ごほんと咳せき払ばらいをした。

「勝負は延長戦とします」

「延長……？」

「そうです。思えばわたくしも性急がすぎました。やはり正々堂々と勝負するにはそちらも準備が必要でしょうし、一品だけで決めてしまうというのも、あまりにもったいな──じゃなかった、もっとゆっくり味わいた──でもありません！　ああもう！　要するにあなたにたくさんチャンスをあげますと言ってるんですどうですかありがたいでしょう！」

「……」

「なんですか。そのニヤニヤした顔をおやめなさい！」

　香介は自分の顔に触れた。

「俺、そんな顔してたか？」

「していましたよ、のどが渇かわいたラクダみたいな顔！」

「どんなだよ……」

　香介は自分の顔に触れた。

　──笑ってた？　俺が？　あり得ない。誰だれかに料理を作るなんて、そんなのこりごりだ……。魔ま法ほうなんてないんだから……。

　クラウは憤ふん然ぜんと言った。

「なにか勘かん違ちがいしているでしょう！　いやしい気持ちなど微み塵じんも……！」

「わかってるよ。あくまで文化を守るためだ」

　香介は顔を引きしめ、わざと低い声で言った。クラウはふんとそっぽを向く。

「わかっているなら構いませんが！」

　──そうさ。俺は佳奈ちゃんを、そして多くの魔女っ娘こたちを守るために戦うだけだ。

　こうして進歩的文化人・匠香介と文化侵しん略りやく兵器・クラウの戦いが静かに火ぶたを切った。







[image: クラウは出かけることにした]




　大きな音がして目が覚めた。時計を確かく認にんする。時刻は午前二時を回ったところだった。

　香こう介すけは耳をすましたが、もう音は聞こえない。なにかが倒たおれたのだろうと思い寝ねなおそうとしたが、はたと、いまこの家には同居人がいることに思い至って跳はね起きた。

　音源のキッチンに向かうとキッチンライトだけがともっており、調味料棚だなが全開になっているのが見えた。

「へ、ふぇへぇへぇへぇぁ……！」

　気味の悪い笑い声が聞こえてきた。香介は立てかけてあった紙モップを手にとり、音がしないようじりじりと歩みを進める。

　調味料棚の前の床ゆかにクラウが座り、へらへらと笑っていた。目は半目になり、口をだらしなく開き、アイランドキッチンに寄りかかって、ときおり鼻をすすっている。

　クラウのどんよりとした目がこちらを向いた。

「ああ？　こうしゅけしゃ～ん、おばんれしゅ」

　なにがツボに入ったのか「フヒヒ！」と笑う。モップを持つ手に力が入る。

「お、お前、なにやってるんだよ」

「ああ？　へえ。こうしゅけしゃんも一いつ緒しよにどうしゅか？」

　と、差しだしたのは小こ瓶びん。ラベルには香介の手書きの文字でガラムマサラと書いてある。よく見ると、彼女の周囲にはそれ以外にもたくさんの小瓶が並べられていた。

「調査でしゅよ、調査……。調味るぉうに文ぶん化か力ちからはあるのかとゆー……。でえ、か、か、か……カルダモォン……？　カルダモンでは意識が飛んでしまいましたが……ガラムマサラ……これはいい……。じょーものれすよ、フヒヒヒ……」

「お前、スパイスで酔よっ払ぱらってるのか？」

「酔ってますぇん」

「不毛な噓うそをつくな」

「ぶぁれましたか。酔ってますよー。ぶぁれたからにゃあ言い訳しません。それが、あたくしの、ぶぃがくう！　ひぇひぇひぇひぇ……！　──ふぅ」

　クラウは操あやつり人形の糸が切れたみたいにがくりとうなだれ、寝てしまった。

　──調味料棚に鍵かぎをかけないと……。

　香介は盛大なため息をついた。




　　　　　○




　香介は、衣ころもをつけたアボカドを熱した油に浮かべた。ぱちぱちと水分が爆ぜる。

　クラウはアイランドキッチンの向かいに座り、油のなかで踊おどる天ぷらを恍こう惚こつの表情で見つめていた。

「裸はだかではなく、あえて衣を着せてから食べちゃうとは、なんというフェティシズム……」

「お前、どんだけ濁にごった目で世界を見てるんだよ……」

　油の音が変わる。

「おっと、揚あがったぞ」

　キッチンペーパーを敷しいた皿に天ぷらを置く。

「なんでも好きな調味料で食べてくれ」

　クラウの前には数種類の塩や醬しよう油ゆだれ、大根おろしなどが準備されている。

　クラウは箸はしを手にとり、天ぷらをつまみあげた。伸のびた背筋、よどみない動作。まるで礼れい儀ぎ作法の大家のような所作。少し前までスプーンですらまともに扱あつかえなかったのに、たった数回の練習でここまで上達したことを香介は素す直なおに感心した。その吸収の早さは、まるで乾かわいた土が雨水をぐんぐん吸いこむかのようだった。

　クラウが天ぷらを口に運ぶ。

「んああああ……！」

　艶なまめかしい声をあげてイスから転げ落ちた。しかし香介は意に介かいすことなく、用意された食材を揚げていく。クラウはテーブルの縁ふちに手をかけて起きあがった。

「まだまだ……。まだまだですよ……！」

「いいから座って。行ぎよう儀ぎ悪わるいぞ」

「あ、すいません……」

　居住まいを正したクラウの前に、つぎつぎと揚がった天ぷらを並べていく。

「ほい、ピーマン」

「んはあ」

「ナス」

「んくう」

「アスパラガス」

「あひい」

「イカ」

「い、いひひ」

「キス」

「あ、あはは……」

「エビ」

「あはは！　あはははは！」

「なに笑ってるんだよ。──ぎんなん」

「だ、だって、すごい……すごい揚げてくるから……！　ひぃひひ……！」

「そら揚げるよ天ぷらだもの。──さつまいも」

「ちょ、あーはは！　ちょ、いったん、ひひ、ま、待って」

「かぼちゃ、れんこん」

「あははははは！　あはははははははは！」

「ほれ、ほれほれほれ」

　クラウがキッチンカウンターをドンと叩たたいた。

「いい加減にしよし！」

「しよし!?」

　クラウが突とつ然ぜん京言葉でキレた。

「なんですかさっきから、揚げて揚げて。香介さんはＤＪですか！」

「いや、よくわからんが……。揚げたてがやっぱりおいしいので……」

「こっちにも食べるリズムというものがあるのですよ。そちらのタイミングだけで押しつけられても食べきれません」

「じゃあべつに食べなくていいよ。これはあくまで由ゆ記きさんのために作ってるんだし」

　香介はスマホに映った由記さんを見た。

　由記さんとは言うまでもなく魔ま女じよこれの登場人物。ゾンビ映画を鑑かん賞しようしながら、自分で揚げた天ぷらをつまみにしてビールを飲むのが至福のときという大学二年生である。

　ちなみにスマホは、油が飛んでも汚よごれないようにファスナーつきビニール袋ぶくろに入れてある。

　皿を取りあげようとすると、クラウは手をぶんぶんと振ふって邪じや魔ました。

「あー！　ちょ、そういう意味で言ったのではありません。食べます、食べますとも。きちんと食べて、きちんと勝負のクラウ、クラウです」

「出馬でもするのかお前」

　その後も仰のけ反ったり転げ落ちたりしながら、なんだかんだと完食した。

　洗い物をしながら香介は窓の外を見た。庭にあった極太の竹──天あめの沼ぬ矛ぼこは姿を消していた。しかしこれは視認できないだけの光学迷めい彩さいであり、あいかわらずその場に生えている。

　──本当に消えてくれればいいのに。竹も、こいつも。

　香介はクラウを見た。彼女は大きなビーズクッションに身体からだをうずめ、ノートになにやら書きこんでいる。香介の視線に気がついて「おっと！」とノートを胸に押しつけた。表紙には『マル秘　わたくしの上を通りすぎていった食事たちの軌き跡せき』と書かれている。

　──なんだこのタイトル……。

　クラウは口元にいやらしい笑えみを浮うかべた。

「評価が気になりますか」

「……べつに」

「まだ見せるわけにはいきませんねえ」

「べつに気にならないって言ってるだろ」

「ははーん、ふーん、ほふーん？」

　クラウは悪戯いたずらっぽい表情で香介の顔を覗のぞく。

「素直じゃありませんね。お願いするならちらっと見せてあげてもいいですよ？」

「いい」

「あらら、意固地になっちゃって。ふふ、かわいいですね」

　顔が熱くなる。洗い物をする手が乱暴になった。そんな香介をクラウはニヤニヤして見ていたが、急に「あ」となにか思い出したような声を出した。

「香介さん、つぎに食べたいものがあるのですが」

「食べ『たい』？」

　クラウはしばらくぽかんとしていたが、自分がなにを言ってしまったのかにやっと気づき、顔を真っ赤にして否定した。

「違ちがいますよ言葉の綾あやです！　その……つ、強い文化力の息吹いぶきを感じたのです！　そう！　息吹！」

「わかったって、そんなに慌あわてなくても」

「慌てていませんよ！　遺い憾かんな！　本当に遺憾なお人だ香介さんは！」

「はいはい。で？　なにが食べたい──じゃなくて、なにから息吹を感じたんだ？」

「カツ丼どんです」

「カツ……丼……？」

「ええはい、カツ丼です」

「カツ、丼……って、なに？」

「は？　いえ、カツ丼ですよ。ご飯の上に、卵とじにしたトンカツの乗った」

「いや、わからん。……え？　ご飯の上に、なにを乗せるって」

「いえいえいえ！　なにをとぼけてらっしゃるのですか！　定番の料理でしょう！」

「いや、知ってる。カツ丼は知ってる。そうじゃなくて──魔女これにカツ丼好きな娘こなんているか？」

「いえ知りませんよそんなこと」

「いないんだよ」

「そうなんですか」

「だから作れねえよ！」

「なんでですか!?」

「魔女これに出てくるキャラは百八人、だから俺のレシピも百八つ！　人数が増えないかぎりそれは変わらない」

　クラウはごくりとつばを飲みこんだ。

「さすが進歩的文化人……。なにを言っているかさっぱりわかりません」

「どうしても食べるというのであれば外食しか手はない。しかし、日本の文化を守るという重責を誰だれかに押しつけるのは忍しのびない。これは進歩的文化人である俺に課せられた使命……最後まで俺が全まつとうしなければならないんだ」

「香介さん……」

　クラウは真顔で言った。

「そういうのいいので、食べに行きましょう」

「うんまあ、結局そうなるんじゃないかなあとは思ってたけどさ……」

　ぶつくさ言いながらも、香介はクラウを外食に連れていくことにした。

　繁はん華か街がいに着いてまずしたことは、クラウの靴くつと服を買うことだった。突つっかけでは足を痛めるし、男物のジャージを着ていては人目を引いてしまう。

　最初に目についた洋服店に入ると、そこはロリータファッションの店だった。冴さえない男と銀ぎん髪ぱつ巨きよ乳にゆうのジャージ女の来訪に従業員は引きつった笑顔を見せたが、さすがはプロと言うべきか、上から下まで完かん璧ぺきなコーディネートをクラウに施ほどこした。

　紺こん色いろの派手すぎないワンピースは腹部がコルセット状で、クラウの豊かな胸とくびれた腰こしのフォルムをよりきれいに見せている。パフスリーブのブラウスはネックが大きくＵ字に開いていて、白磁のような谷間が覗く。短めのスカートから伸びるまっすぐな足には、フリルのついた真っ白なショートソックス。靴は大きなリボンをあしらった、甘ロリ風のローファーをチョイス。

　従業員曰いわく、髪かみやお顔が派手なので服装は落ちつき系のほうがいいですよー、ということらしい。たしかにカラーコーディネートはモノトーンで、地味と言える部類だろう。

　しかし外を歩いてみると、前にも増して視線が突き刺ささってくる。

　それで悟さとった。『落ちつき系』なのは、あくまでロリータファッションのカテゴリ内での話なのだ。外界ではロリータファッション自体が派手なほうに分類されるのである。

　くわえて、そもそも銀髪巨乳超ちよう絶ぜつ美少女は、なにを着ていても目立つ。

「なんだか窮きゆう屈くつな服ですね」

　隣となりを歩くクラウはコルセットの辺りをしきりに気にしている。

「文句言うなよ高かったんだぞ。まったく誰の金だと思ってるんだ……」

「香介さんのご両親のお金でしょう」

「そうでした。俺が穀ごく潰つぶしでした」

　香介の両親はイタリアでレストランを経営している。かなり繁はん盛じようしているらしい。

「それにわたくし、自分のお金は持ってますし」

「持ってたのかよ!?」

「侵しん略りやくするにも先立つものが必要ですからね」

「なんで俺に払はらわせたんだよ」

「払わせただなんて人聞きの悪い。わたくしはただ、支払いをする香介さんを黙だまって見ていただけです」

「言えよっ」

「見み目め麗うるわしい乙おと女めにプレゼントができて幸せでしょう？　むしろありがたく思ってほしいものですね」

　ふふ、と笑って、くるりと回ってみせた。遠心力でスカートがふわりと持ちあがって、白く肉付きのよい太ももがちらっと見える。それだけで怒いかりが簡単に中和されてしまった。

　──俺って、こんな単純だったのか……。

　香介は自己嫌けん悪おに陥おちいった。

　ふたりは『カフェ・ハルモニア』に足を踏ふみいれた。外観や内装はいかにも洒落しやれたカフェだが、出される料理は定食屋のそれであり、平日の昼ともなると、名物のカツ丼を求める付近の大学生で店内はいっぱいになる。幸い今日は祝日で昼前という時間帯もあり、数人の男性客がいるだけだった。厨ちゆう房ぼうでは蝶ちようネクタイのマスターがフライパンを振っていて、こちらに気がつくとにっこりと微笑ほほえみかけてきた。香介も会え釈しやくを返す。

　適当な席に座ろうとしたところ、店の奥から、ボブカットで、銀ぎん縁ぶちの丸メガネをかけたメイドがやってきて、腰を九十度に曲げてお辞じ儀ぎした。

「いらっしゃいませ、ようこそおいでくださいました。まことにありがたく……」

「あ、どうも。えと、二名で」

「二名様で……！　そんなにたくさん！　まことにありがとうございます！」

　と、また腰を折る。

「お席にご案内させていただきます。足元にお気をつけくださいませ」

　席へ案内され、カツ丼を一人前注文した。メイドが去ったあとクラウが言う。

「香介さんは食べないのですか？」

「俺が食べる必要ないだろ」

「まあ、そうですが」

　クラウは小声になった。

「ときに、さすがメイドさん、腰が低いですね」

「前に来たときはいなかったんだけどな。新しいアルバイトの人かな」

　ふと振り返ると、メイドと目が合った。彼女は会釈するでも微笑むわけでもなく、かといって目をそらすわけでもなく、じっとこちらを見つめてくる。

　──いや……。

　彼女の視線は香介を通り越こし、クラウへと向けられているようだった。

　熱視線。クラウの一挙手一投足を見み逃のがすまいと見開かれた瞳ひとみ。

　メイドはマスターに呼ばれて裏に引っこんだ。香介は不気味なものを感じたが、触さわらぬ神に祟たたりなしと無視を決めこんだ。クラウに目をもどす。

「アレはちゃんとつけてるな？」

「ええもちろん」

　クラウは首につけた金の輪──ジェネループをつまんでみせた。これがあれば暴走することはない、らしかった。

　クラウは「それにしても」と周りを見て頰ほおを赤らめる。

「見てください、香介さん。男たちが、とろとろの卵らん液えきでしっとりと濡ぬれた、芯しんまで熱くなった肉をオコメもろとも頰ばってますよ……。なんていかがわしい場所なんでしょう」

「そんなところに来たいと言ったお前はどんなにいかがわしい生き物なんだよ」

「お待たせいたしました、カツ丼一人前お持ちいたしました」

　メイドがお辞儀し、カツ丼と味噌みそ汁しるの乗った盆ぼんをクラウの前に置いた。

　クラウはトロンとした目つきで言った。

「熱くたぎって、湯気までたって……。ふふ、丼どんぶりのなかはすっかり準備万ばん端たんじゃないですか……」

「準備できたから持ってきたんだろうが。いいから食え」

　クラウが「いただきます」と手を合わせると、メイドは「いえ、お待ちください」と言って、小さく咳せき払ばらいをした。そして突とつ然ぜん、

「おいしくなーれ！　おいしくなーれ！」

　と、ぐるぐると腕うでを回し、左右に身体からだを振ふりはじめた。

　いわゆる『おいしくなるおまじない』のようだが、店内に響ひびき渡わたる張りのある声はまるで応おう援えん団の雄お叫たけびだった。

　メイドはカツ丼に向けて、ハートマークの形にした両手を突きだして叫さけんだ。

「まう、まう、ぽよぉぉぉぉん!!」

　これにておまじないはフィニッシュのようだった。最後はもう、おまじないというよりはメガ○テでも唱えるような気き迫はくだった。

　店内は水を打ったような沈ちん黙もくに包まれる。

「ご静せい聴ちよう、ありがとうございました。ごゆっくりお召めしあがりください」

　最敬礼をして、メイドさんは去った。クラウの顔は青ざめている。

「さ、さすが本場のメイドさんは違ちがいますね」

「本場じゃないし、あれはなんか違うし。──ともかく食べろよ」

「はい、では改めて、いただきます」

　箸はしを手にとる。丼に手を添そえ、カツとご飯をケーキのように切り分けて口へ運ぶ。大衆的な料理なのに、クラウの所作を見ていると高級な料理に思えてくる。

「う……！」

「言っておくけど、騒さわぐなよ」

「……！」

　自宅ならともかく、人目につく場所でひっくり返ったり悶もだえられたりしたらたまらない。

　クラウは必死の形相でテーブルの端はしをつかんだ。快楽の波が去るまで顔を真っ赤にして耐たえ、しかるのちカツ丼を口に運び、また耐える。もれそうになる声を手でふさいでせき止めるが、隙すき間まから抑おさえきれない声がもれてしまう。

「ん……う……！」

「……」

「ふ、ん……！　ふぅ……声が出ちゃう……！」

「……」

「ん、ん、んぅ……だめぇ……！」

　香介はうつむいた。気がつくと、ほかの客たちも箸を止め、顔を赤くしてうつむいている。マスターも料理の手を止めてスツールに腰かけていた。

「クラウ……」

「んふ……？」

「お前、外食に向かない」

「んふぉ……！」

　クラウは口のなかのものを飲みこんでから、改めて抗こう議ぎする。

「向かないってなんですか!?　わたくし我が慢まんしましたよ！」

「うん、なんていうのかな。この国の人間はな、忍ばれたほうがぐっと来るんだよ」

「はあ……？　それは諜ちよう報ほう活動的な意味でですか？」

「いや、忍にん者じやは関係ない。だからその、つまりだな」

「おっぱいが大きいからですぞ」

　いつの間にかメイドがテーブル脇わきに直立していた。

「おっぱいが大きいから、なにをしてもエロいということですぞ」

「メイドさん、ざっくりがすぎます。もうちょっとオブラートに包んでください」

「（オブラート）おっぱいが大きいからですぞ（オブラート）」

「そうきましたか……」

　香介は額を押さえた。クラウは自分の胸に手をやる。

「お胸が大きいから？　香介さんはわたくしのお胸を気にされていたのですか？」

「気にしていたというか、主張が強すぎて目が行くというか……」

「大きいおっぱいが好きということですぞ」

「メイドさんは黙っててください！」

　クラウは小首を傾かしげる。

「わたくしのお胸が好き……？　身体の部位が好きとはどういうことですか？」

「どういうって……」

「揉もみたいということですぞ」

「メイドさん!?」

「自分も揉みたいですぞ」

「知りませんよ！」

　先ほどの熱視線は、クラウの胸をスケベな目で見ていただけだったらしい。

　──とんでもないメイドさんだ……。

「お会計お願いします！」

「かしこまりました」

　急に職務モードにもどったメイドに会計を済ませてもらい、ふたりは店を出た。
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「またのご来店を！　なにとぞ、なにとぞ……！」

　店先で頭を下げるメイド。香介は早足になった。

　──今度はあのメイドさんが休みの日に来よう……。

　クラウと外食に出かけるという時点である程度の波乱は覚かく悟ごしていたが、クラウと同等かそれ以上のハードパンチャーに出くわすなど誰だれが予想できただろう。

「まだ残っていましたのに……」

　口をとがらせてぶつぶつ言いながら、例のノートにペンを走らせている。

「そうだ。巷ちまたではコンビニスイーツなるものが流行はやっているそうではありませんか。それを食べましょう」

　と、ふらふら最も寄よりのコンビニへ入っていってしまった。香介もしかたなく彼女に従う。

「いらっしゃいませー、サイコーマートへようこそー」

　威い勢せいのいい挨あい拶さつとともに、ローカルタレントの歌うＣＭソングが耳に入ってくる。

　ここはサイコーマート。この地方において某ぼう有名コンビニチェーンをしのぐ出店数を誇ほこる。品しな揃ぞろえも独特で、生せい鮮せん食品はもちろんのこと、奥の厨ちゆう房ぼうではパンや弁当を手作りして販はん売ばいしている。

「わたくしの思っていたコンビニとちょっと違うようなのですが」

　クラウが戸と惑まどい気味に言った。

「バカお前、コンビニと言えばサイコーマートだろ」

　香介はサイコーマートを愛している。地元愛というのもあるが、それよりも、マニアックな商品が安い値段で当たり前のように陳ちん列れつされている意外性が好きだった。自宅近くのサイコーマートにはなぜかイタリアのパスタが充じゆう実じつしていて、先日オムライスのソースに使ったイタリア産トマトの缶かん詰づめもそこで購こう入にゆうしたものだった。

　クラウがぶらぶらと店の奥に歩いていく。香介は食品のコーナーへ向かった。

　──お!?

　調味料のコーナーで足を止めた。

　──え、なんで？　なんでこれがあるの？

　どこの店にもある大手食品加工メーカーの調味料ではなく、スパイス専門メーカーの調味料がずらりと並んでいた。

「え、え？　マジか。噓うそ、うほぉ」

　クラウがぶちまけたカルダモンやガラムマサラ、ついでに塩や黒くろ胡こ椒しようをカゴに入れ、レジへ向かう。

　店主らしきレジの男性は、カゴのなかを見てにやりと香介に微笑ほほえみかけてきた。

　会計が終わり、ほくほくした気分でクラウを探す。

　──いやあ、たまには知らない店に来てみるもんだな。

　などと思いながら雑誌コーナーを覗のぞく。

　香介はびくりと身体を震ふるわせ、珍ちん味みの棚たなの後ろに隠かくれた。もう一度、今度は頭だけ出して、雑誌コーナーを見た。

　──うちの学校の生徒……！

　混まじる野の高校の女子生徒だった。休日だというのに制服を着ている。しかも、その後ろ姿に見覚えがあった。

　──たぶん、波は田た野の志し緒お。

　学校の休み時間ともなると教きよう壇だんの周りでたむろして大声で談だん笑しようしている、いわゆるギャルクラスタのひとりだ。ボリュームのある黒くろ髪かみを、ホタテのひもに大きな花が咲さいたようなシュシュでアップにしているのも学校にいるときと同じだった。

　親しくないクラスメイトと休日に鉢はち合あわせることほど気まずいことはない。

　──気づかれる前にクラウを回収して脱だつ出しゆつしなければ。

　志緒のほうを注視しながら蟹かに歩きで棚のあいだを移動する。

「香介さん？」

「うおっ！」

　いきなり背後からクラウに声をかけられ、思わず悲鳴がもれた。

　クラウはカゴいっぱいのスイーツを差しだし、満面の笑えみを浮うかべた。

「なにを食べていいのかわからなかったので全部入れました！　さあ、買わせてあげますので速すみやかに支し払はらってください！」

「静かに……！　静かにしろー……！」

　香介はささやき声で必死に制止した。

「いいか、音をたてず、声も出さず、店を出るんだ……」

「なぜですか！　カゴに入れたスイーツはどうするんですか！」

　クラウの肩かたをつかむ。

「しーしー……！　それは置いていけ。いまは大人しく店を出るんだ。スイーツはまた今度でいいだろ……」

「そんなのはいやでございます！　これを買ってくれるまでてこでも動きません！」

「お前わざと大声出してるだろ……！　というか金持ってるんだから自分で払えばいいでしょうが……！」

「でも香介さんとの勝負なのですから、わたくしが払ったらおかしいでしょう？」

「それならそもそも外食がおかしいだろ……！　いいから、早く……！」

　クラウは香介の視線の先にいる志緒を見た。

「学校のお友だちですか？　声をかければよろしいでしょうに」

「ただの同級生だよ。俺に友だちはいない。学校へは飯を食いに行ってるだけだ」

「……なるほど」

「いいから、な？　早く……！」

　クラウの背中を押し、出口へ向かう。

「たくみんじゃん。ちっすー」

「ほおぅ！」

　背後からいきなり声をかけられ、思わずキングオブポップみたいな叫び声が出た。

「奇き遇ぐう～。なんでこんなとこにいんの？」

　その気安い口調と甘えるような声は間ま違ちがいなく波田野志緒のものだった。

　──なに話しかけてきてるんだよ、ふだん交流のないクラスメイトと街中で鉢合わせしても、そこはお互たがい気がつかないふりをしてスルーが基本でしょうが……！

　香介は心のなかで毒づいた。

　──第一『たくみん』ってなんだよ……！　そんなあだ名で呼んだことないだろ……というか話したこと自体今回が初めてだろうが……！　なんだよその気さくさ……！　もっとためらいと恥はじらいをもてよ、この社交性動物が……！

　軋きしむような動作で振ふり返る。

「あ、ああ、波田野さん、どうも」

　と、笑みを浮かべたつもりだが、うまく笑えた自信はなかった。

「どうも、とかすごい他た人にん行ぎよう儀ぎなんですけど。ウケる」

　志緒はけらけらと笑った。

　──他人だろうが……！

　どっと疲つかれる。しかし香介の疲ひ労ろうなどに気づく様子もなく、志緒の興味はすでにクラウへと移っていた。

「すごいかわいー！　たくみんの彼女？」

「い、いや、違ちがうけど」

「だよねー！　あはは！」

　──だよねー、とはなんだよ……！　釣つりあわないってことか？　知ってたわっ。

「この子は、あれだ……いとこで……」

「ええ？　噓でしょそれ。骨格違うじゃん」

　──なんで骨格で血のつながりが判別できるんだよ……！　杉すぎ田た玄げん白ぱくかお前は……！

「い、いや、本当に、いとこっていうか、はとこっていうか……」

「ん～。もういいよ、いとこで。っつか興味ないし」

　──なかったのかよっ。

「それよかさ、めっちゃスパイス買ってるけど、もしかしてカレー作るの？」

「まあ、カレーも作るけど」

「わたしもカレー大好き！」

「え？　あ……へえ」

　脈みやく絡らくのないカレー大好き宣言に、香介は曖あい昧まいな返事しかできなかった。

「あとさ、なんでこのサコマにいんの？　学校から遠いよね？」

　ずいと顔を寄せ、上目遣づかいで尋たずねてくる。ネクタイを緩ゆるめたシャツの胸むな元もとから胸の谷間が覗いた。香介は慌あわてて目をそらす。

「い、いや、その……たまにはべつのサコマもいいかなと……。通つう販はんでしか見たことのない香こう辛しん料りようも手に入ったし。ここ品しな揃ぞろえいいよね」

　志緒がぱっと輝かがやくような笑顔になった。

「だよねー！　ここさ、コンビニ界のキングオブキングスっていうか、マジで一頭地を抜ぬくよねー！」
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「あ、うん……？」

「え、なに二の句が継つげないみたいな顔してんの？」

「いや、聞き慣れないことわざ？　だったから……」

　志緒の目が泳いだ。

「え、え？　一頭地を抜くって、ふつうに言うよね……？」

「いや、ひいじいちゃんの口からも聞いたことがないレベル」

「噓だー。たくみん、マジ千両役者。よっ、成なり田た屋！」

　大おお袈げ裟さに笑いながら、香介の肩をバンバンと叩たたく。

　それでも香介がきょとんとしていると、志緒の笑いがだんだんしぼんでいった。

「っつか、わたしのことはどうでもいいんですけど！　そっちの、──たくみん、この子の名前は？」

「ああええと、クラウ」

「クラっち！」

　志緒はクラウの前に出る。

「わたし波田野志緒っていいます。よろしくお願いします」

　と、丁てい寧ねいに頭を下げた。「どうもご丁寧に」とクラウも返事をする。

「でね、クラっち！　カゴ、スイーツいっぱい入ってるけど、プリン大福入ってないじゃん！　もちたまも入ってないし！　これあんまり売ってないし、ここで買っとくべき！」

　と、勝手にカゴに放ほうりこむ。

「あと、絶対これ」

　そう言って手にとったのは、パッケージにライオンやキリンのイラストが描えがかれたチョコビスケットだった。そのパッケージに見覚えのあった香介は「あっ」と声をあげた。

「これ、小さいころよく食べてた……」

　ビスケットの箱の裏には、野原で戯たわむれる女の子と動物たちのかわいいイラストが描かれていて、その上に『みんなで食べればもっとおいしい！』とメッセージが添そえられていた。

「まだ売ってたのか、これ」

「たくみんも食べてたんだ！　──ヘイ！」

　喜色満面で片手をかかげる。

「え？」

「ヘイ！　……ヘイ！　──っつかこうしたらハイタッチに決まってるじゃん！」

「あ、ああ。ハイタッチ。ヘ、ヘーイ……」

　香介は志緒の手のひらに控ひかえめに触ふれた。

　──ノリについていけない……！

　ぐったりする香介をよそに、志緒は変わらぬテンションで言う。

「というわけでクラっち、これだけ買っとけば間違いないから」

「お詳くわしい……。もしかして志緒さんも進歩的文化人なのですか？」

「はい？　や、まあ、そう言っても過言ではないかな！」

　と、胸を張る。

「さ、香介さん、疾とく会計を」

　さっきより重くなったカゴを香介に渡わたしてくる。

　──結局俺が払うのかよ……。

　会計を済ませて外へ出る。

　店先でクラウと志緒はスイーツにかぶりついた。

「く、ぉぉぉ……！」

　もちたまを頰ほおばり、打ち震ふるえるクラウ。志緒は自分のことのように喜んだ。

「ね、ね！　ヤバいでしょ！」

　快感の波が去ってから、クラウは言った。

「やばい……？　それは否定的な文脈に使われる言葉で、この場合適切ではないのでは」

「え～？　クラっち超ちよう昭和。ヤバいは近年感動詞的に使用されるのは超常識っていうか、デファクトスタンダードじゃん」

「デファクト……？」

　香介とクラウがきょとんとしているのに気づき、志緒がはっとした。

「ふつー！　みんな使ってるし！　──それより、こっちも食べてみて」

「さっきの畜ちく生しようビスケットですね」

「畜生じゃないんですけど！　チョコっと動物ビスケット！」

　クラウは箱を開かい封ふうし、ビスケットをひとつつまみあげた。小ぶりなビスケットの表にはキリンの絵が描かれていて、裏はチョコレートでコーティングされている。

　口に運び、サクサクと音をたてて咀そ嚼しやくしていたクラウが、突とつ然ぜん「あっ」と声をあげた。そしてすがるような顔で香介を見て、小声で言う。

「こ、香介さん、これ……」

「な、なんだ、どうした？」

「こ、これ、ぶ、文化力がすご、すご、すごすごごごごっっご……！」

　クラウの首のジェネループにはめられた宝石がにわかに光を放ちはじめた。

「っ！」

　ジェネループの光を見られたら説明が面めん倒どうだ。香介はとっさにクラウの首をしめる。クラウは「ごげっ」とガマガエルのような声をあげ、白目をむいた。

　「ええ!?」と志緒が声をあげる。

「ちょちょ、たくみん！　なんでクラっちの首絞しめてるの!?」

「こ、これは……クラウが急に苦しみだして！」

「原因百パーたくみんじゃん！」

　香介はクラウを揺ゆする。クラウの頭ががくがくする。

「大だい丈じよう夫ぶかクラウ！　大丈夫かクラウ！」

「ええ、なにこれ超シュール」

　香介の手の下でジェネループが光を放っているのがわかる。

　──なんでだよ。天ぷらでもカツ丼どんでもここまでの反応はなかったのに……！

　やがて光が収まり、手を離はなした。クラウはコンビニの壁かべに背をつけて、ずるずると崩くずれ落ちる。香介はふうと長い息をつき、呆あつ気けにとられる志緒に言う。

「大丈夫、いつものことだ」

「これがいつもなら全然大丈夫じゃないと思うんですけど」

「あれー？　波田野？」

　横合いから声がかかって、香介と志緒は同時にそちらを見る。

　二人の少女がいた。明るい髪かみ色に小麦色の肌はだ、短すぎるスカートに、ラージヒルみたいな角度の眉まゆ毛げ。なんとなく見覚えがあるのは、彼女らが別クラスの生徒だからだろう。

　志緒の顔がぱっと明るくなった。

「こしのん！　ちっすちっすー」

　黄色い声をあげてハグをする。

「いまから遊びに行くの？」

「そ。っつかさ、波田野またそれ食べてんの？　動物のビスケット。好きだねー」

「好きっていうか、身体からだの一部。カルシウム入ってるし、これで育った、みたいな」

「太るよ。っつか太った？」

「体重は増えたけど、身長も伸のびてるし！」

　などと談だん笑しようしているあいだ、香介はかかしのようにただ遠くを見つめていた。

　親しくないクラスメイトばかりかその友人にまで登場されて、ほぼ無関係の香介はどうしていいかわからない。話にまざる勇気はなく、しかし黙だまって立ち去るのも感じが悪い。だから香介は微び動どうだにせず立ち尽つくした。

「香介さんや……香介さんや……」

　うずくまっていたクラウがかすれた声で言う。

「お水を一いつ杯ぱいもらえんか……？」

「お、おう！　しかたないな！　水な！　水を飲ませるためにここを去らねばならないなー」

　明後日あさつての方向につぶやいた。クラウに肩かたを貸し、サイコーマート店内に入る。イートインスペースに彼女を座らせ、奥のドリンクストッカーからサコマ印のミネラルウォーターを取りだしレジに向かう途と中ちゆう、談笑を終えて店内に入ってきた志緒の友人らの話し声が聞こえた。

「いやー、ほんと今日も波田野」

　立ち聞きするのも悪いかと思い、さっさと会計を済ませようと歩みを進める。

「ダサダサでしたなー」

「だねー」

　──え？

　香介は思わず足を止めた。

「髪の色抜かないしさー、シュシュでまとめてるだけだし。浮ういてんだよねー。ピアスも開けろっつってんのに拒きよ否ひるし。ちょっとかわいいからって調子に乗ってんじゃん？　素材のままの味で勝負します、みたいな。あたしらはジャンクフードかっつーの」

　──こえー……。

　さっきまで友情を温める親友にしか見えなかったのに、内心では正反対のことを思っていたらしかった。

　ブッと吹ふき出す声が聞こえた。

「それにさー、なにあれ、あのビスケット。いつも持ち歩いて友だちに配ってんの。ウチはダイエット中って断ったけどさ。ガキかって。あんなん幼よう稚ち園えんで卒業だべ、ふつー」

「だよねー。小学生になったらー、ザッハトルテだよねー」

「それ名前だけで決めてるべ」

　と、笑いあう。

　いらいらした。彼女たちは間ま違ちがっている、そう思った。

　香介の足が一いつ瞬しゆん彼女たちのほうへ向きかけたが、すぐに踏ふみとどまる。

　──でも、それを指し摘てきしてどうなる？

『謝ってくださーい！』

　またあの声が聞こえた。

　誰だれかのために行動しても、喜んでもらえるどころか、悲しませてしまうことがある。

　──なら、最初からなにもしないほうがいい。

　聞かなかったことにして、レジへ向かう。

「いやいや、なかなかどうしてたいしたものですよ」

　香介の足が再び止まった。いまの声は志緒の友人のどちらでもない。早い話が、どう考えても──。

　──クラウ……！

　棚たなからちらと顔を出すと、クラウがふたりの前に仁に王おう立ちしていた。

「たかが百円のお菓か子しと侮あなどるなかれ。多大なる文化ちか──いや、まあ、文化の息吹いぶきを感じますよ、この畜生ビスケット」

「はあ？　誰だし」

「まあまあ、わたくしが誰でもいいではありませんか。ときに、お二方はこれを召めしあがったことは」

「ないけど」

「それはいけません！　さあ、これを」

「いらないし」

「お金なら結構！　わたくしは香介さんのようにケチくさいことは申しません」

「いや、だからいらないし」

「臆おくしましたか！」

「お、おく……？」

「わかります。わたくしもこちらへ来て間もない身。慣れぬ文化に気け圧おされることもしばしば。しかし恐おそれを乗り越こえ飛びこむことで、それ以上の喜びを得られました。──あ、一応言っておきますが、喜びというのは知的好こう奇き心しんのことですからね？　おいしいとかではありませんからね？」

「は、はあ？　っつか怖こわがってるわけじゃないし」

「ではなぜです」

「ダッセーからだよ」

「食べ物がダサいというのは意味がわかりませんが、とにかく否定的な気持ちをもっていると、そういうわけですね。なるほど、これが偏へん食しよくですか、嘆なげかわしい……」

「いや、そういうのじゃないし……」

「しかし、ひとの好みは千差万ばん別べつ、あなたがこれを好まないからといって非難される筋合いはありません。そうでしょう？」

「そ、そう。それな」

「では、志緒さんがこれを好んでいることも非難できませんね。逆もまたしかり、です」

「……」

「ましてご友人なのですから、少しずれた価値観くらい受け入れられますでしょう」

「べ、べつに、非難はしてないし……」

「そうですか。どうやらわたくしの聞き違ちがいだったようです。申し訳ありませんでした」

　ぺこりと頭を下げる。

　志緒の友人たちは逃にげるように去った。クラウはきょとんとした顔でそれを見送った。

「だから、畜生ビスケットじゃないんですけど……」

　志緒の声がして、びくりとして振ふり返る。彼女はいつの間にか香介の背後にいた。どうやらいまの一件を聞いていたらしい。

「い、いつからいた」

「いやー、ほんと今日も波田野、ってあたりから」

　つまり友人らが志緒を悪く言っていた部分を、まるごと聞いていたということだ。いたたまれない気持ちになり香介が黙っていると、志緒がぷっと吹き出した。

「なにその、こんなときどういう顔をすればいいかわからないの、みたいな顔」

「そのセリフ……」

「ああ、なんか夜にテレビ見てたらやっててさ。名シーンだよね。でもわたしは断然、二作目のビーストモード発動のとこが好き」

「あ、ああ、俺も」

「だよねー、かっこいいよね」

　と、微笑ほほえむ志緒。

「あ、あのさ」

　志緒が無理に笑っているように見えて声をかけようとした。すると志緒は「あー！」と声をあげた。

「わたしも、もうちょっとでビーストモード発動するところだったわ。危なかったー。っていうか、今度会ったら確実に発動するけど」

　と、けらけら笑う。

「クラっちにお礼言わなきゃ。──あ、たくみんもありがとね」

「俺はなにも」

「でも、ちょっと怒おこってくれたよね？　それだけでもうれしいよ。ありがとね」

　ちょっと照れくさそうに笑い、小走りで去った。

「……だから、俺はなにもしてないって……」

　香介はつぶやいた。

　こんなときいつも聞こえていた『あの声』は、いまはなぜか聞こえてこなかった。




　　　　　○




　玄げん関かんのドアを開けようとした。すると一瞬の風切り音のあと、ダン、と音がして、ドアになにかが刺ささった。

　矢文だった。矢文は香介の頰ほおをかすめてドアに突つき刺さっていた。

「い、いやあああああ！」

　香介は叫さけんだ。クラウは呆あきれたような声を出す。

「なんですか、たかが矢文で」

「高たか天まが原はらじゃどうか知らんが、こっちじゃ矢が飛んでくるなんて大したことなんだよ！　というか、ドア！　嗚あ呼あ、ドア……」

　矢を抜ぬくと、ドアにくっきりと菱ひし形がたの穴が開いていた。

「パテで埋うめて色を塗ぬって……っていうか誰だよ！」

　と振り返ってみるが、矢を放った人物は見当たらない。

「もういないに決まってるじゃないですか。姿を見せたくないからこその矢文でしょう」

「なるほどな。賢かしこいじゃないか、まれに」

「そうでしょう！　ほほほ！」

　と、口元を押さえ高笑いする。まれに、は聞こえなかったらしい。得な耳をしているなと香介は思った。

「どれ、わたくしに任せなさい。直してさしあげましょう」

　クラウが首のジェネループに触ふれ、つぶやく。

「襲かさねの色目、白魔ライト術師オブラブモード」

　きいん、と耳鳴りのような音とともにジェネループから光が溢あふれる。そしてジェネループにはまったふたつの宝石から、しゅるり、と羽は衣ごろものように薄うすい布が左右に広がってはためいた。その色は白と水色。羽衣はまるで深海のクラゲのようにふわふわと揺ゆらめいて、クラウの身体にまとわりついていく。

　光が収まると、クラウはすっかり装よそおいを変えていた。水色のラインの入った白のローブを羽織り、フードを目ま深ぶかにかぶっている。手には月の意い匠しようを凝こらしたステッキが握にぎられていた。クラウはそのステッキを指揮棒みたいにくるくる回す。

「テクマ……なんとか、ふふふふふ～ん。傷ついたドアよ、なんかいい感じになあれ～」

「呪じゆ文もんふわっとしてんな!?」

　ドアが神こう々ごうしい光を放って飴あめのように溶とけたあと、別の形を成していく。

「あ、ああ……」

　玄関に新たなドアが出現した。上部にはセンサー、家のなかまで見通せるガラス製、なかほどの赤いラインに白しろ抜ぬきで『いらっしゃいませ』の文字。

「自動ドアじゃないかあああああ！」

　香介はクラウに詰つめ寄った。

「お前ふざけるな！　なんだこのウェルカムな感じ！」

「いやあ、サイコーマートが頭をよぎりまして」

「よぎりまして、じゃねえ！　なにが白魔術だ、悪意で真っ黒じゃないか！」

「失礼な。ドジっ子魔女っ娘この設定なのですよ」

　クラウは自分のおでこをコツンと小こ突づき、「てへっ」と舌を出した。

「お前の場合設定するまでもないだろ」

「ちょっとなにをおっしゃっているのかわかりかねますが……。でも便利でしょう。両手がふさがっているときとか」

「それくらいしかメリットないだろっ」

「あと……お、重い荷物を持っているときとか」

「ほぼ同じ意味だ」

「ＳＮＳに写真を上げれば話題を独どく占せんできますよ！　一時」

「恥はじをさらして喜ぶ趣しゆ味みはない！　いいからもどせ！」

「わかりましたよ。やれやれ、ユーモアのない方だ」

　クラウは再度呪文を唱え、ドアは元にもどった。ただし矢の傷も元どおりだった。

「一周回って元どおりかよ……。なんだったんだ、いまの無む駄だな手続き」

「万物流る転てんですね」

「全部元どおりなんだから流転してねえだろ！」

「まあまあ、とにかく手紙を読んでみましょう」

　クラウは変身を解いた。そして「どれどれ」と矢に結ばれた紙をほどき、広げた。

　しばらく難しい顔で文に目を落としていたが、読み進むにつれ表情が驚きよう愕がくに歪ゆがみ、わなわなと手が震ふるえはじめた。

　クラウが険しい表情で文面をこちらに向ける。そこには一筆書きみたいな文字がびっしりと書きこまれていた。

「達筆すぎてわからない。なんて書いてあるんだ？」

「わたくしも達筆すぎて読めません」

「読めてなかったのかよ。じゃあなんでわなわなしてたんだよ！」

「いえ、それが……いまどき矢文はないよなあと思うとおかしくて」

　ぷふっ、と吹ふき出す。

「なにじわってるんだ……。とにかく、なんて書いてあるか解読するぞ」

　なんとか読みとれる文字を拾いあげ、複雑な漢字はＰＣの行書フォントを参考にしながら文章を読み進めていく。

　数時間後、すべてではないがおおよそなにが書かれているか判明した。

　ダイニングテーブルに置かれた手紙とメモを前に、香介はうなった。

「文化力をさっさと高天原に送れ。──つまりこれは、クラウへの命令書というわけか」

「まあ、そうなりますかねえ」

　クラウはへらへらと笑った。

「笑ってる場合か。お前がのろのろやってるから催さい促そくされてるんだぞ？」

「そうですが……その、ふふ。解読に時間がかかるような書体で書いておいて、内容が催促とか……。ことごとく……ことごとくですよ」

　クラウは顔を覆おおい、くくっと笑った。

「なにさっきからツボってるんだよ。催促だけじゃないぞ。お前が文化力を送らないと強制的に徴ちよう収しゆうされる。天沼矛で根こそぎ吸い尽つくされるんだぞ。あと三日で！」

「だから、なんです？」

「なんですってお前」

「勘かん違ちがいしないでくださいよ」

　クラウがぎろりと上目遣づかいでにらんでくる。

「戯たわむれなんですよ、香介さんとの勝負は。高天原が直々に文化力を吸いあげるというのであれば、手間が省けるというものです」

「で、でも……」

　クラウがにやあ、と笑う。

「どうしたんです？　香介さん。怯おびえてるじゃないですか」

「……」

「わたくしは高天原のさらなる繁はん栄えいのため作られた侵しん略りやく兵器・泥どろう人どなのですよ？　まさかわたくしが高天原を裏切るとでも？」

「……い、いや。お前は絶対、高天原を裏切らないだろう。お前はそういう奴やつだ」

「わかっているではありませんか。そうです、わたくしは義に生き、義に殉じゆんじ」

「あ～でも、残念だな。あれを食べさせたかったなあ……」

「……」

「めちゃくちゃうまいんだけどなあ。あれを食べないで帰るのかあ、そうかあ……」

「……あ、あの。香介さん？」

「ん？　なあに？」

「その、あれ、というのはいったい……？」

「いやあ、まあ、ははは……。もう帰っちゃうクラウさんには関係のないことでございますので……」

「え、え？　わたくしは、帰るなどとは一言も申しておりませんよ？」

　クラウはひよこみたいに口をとがらせた。

「ええ？　でもクラウさん、義に生き、義に殉じるんですよねえ？」

「そそそのとおりですとも。でも少しの猶ゆう予よくらいならあります」

「少しの猶予かあ……。ちょっとなあ、取り寄せとかに手間がかかるからなあ……。それだと無理だなあ……」

「いえ！　まだだいぶ猶予があります！　ええ、ありますとも！」

「でもあと三日で高天原が直々に力を吸いあげちゃうんでしょう？　ちょっと足りないよなぁ……」

　クラウは髪かみを指にくるくる巻きつけながら、部屋のなかをうろうろしはじめた。

　そして、パンと手を打つ。

「そうです！　文化力を送ればいいんですよ！」

「でも力を送ったら、日本の文化が」

「いえいえ。ですから、送るのはこれ」

　と、触れたのは首のジェネループだった。

「……そうか。それに貯たまった文化力を高天原に送れば……」

「そうです！　猶予はいくらでも！」

　かぐや姫ひめが持ち帰ったほぼ無限のエネルギーＩＤＥは、底を突きつつあるが、いまでも高天原を支えているという話だった。ならばそれに近い、クラウが神懸かりゴツドモードを暴発させたようなエネルギーを送りこめば、文化力の強制徴収を止めることができる。

　つまり、日本の文化を守れる。

「さすがだクラウ。いよ！　クラウ！　才さい色しよく兼けん備び！」

　クラウは「うぇへへ」と笑いながら身体からだをくねらせた。

「も～、わかりきったこと言わないでくださいよ～。言っておきますけどね～、わたくしはお取り寄せのために必死になったわけではありませんので～、そんないやしい女ではないのでして～」

「そういう控ひかえめなところも素す敵てきですよクラウさん！」

「どぅぇへへへへ……！」

　恵え比び寿すみたいな顔で照れまくっている。

「ところで、ジェネループにはどれくらい文化力が貯まってるんだ？」

「え？　ああ、はい」

　クラウはジェネループをはずして、顔を寄せた。

「ほぼ空です」

「……ん？」

「ほぼ、空です」

「なん、で……？」

「さっき使ったので」

　たしかに使っていた。白魔術師モード。傷のついたドアを自動ドアにし、再び傷のついたドアにもどした。

　あの一連の、極きわめて無駄なくだりのせいで、日本の文化が危あやうい。

　いかんともしがたい、クラウの、絶望的な間の悪さ。悪意がないだけに余計たちが悪い。

　香介はクラウの肩かたをつかんで言った。

「お前を作った奴に言っとけ。この無能野や郎ろうってな」

「間接的に直接的なダメージ!?」

　クラウは涙なみだ目めになった。

「そんなことより、早く文化力を補ほ充じゆうしないと」

　香介は「そうだ！」と手を打った。

「オムライス！　あのオムライスを食べればいい。すぐ作るからな、待ってろ」

「ああ……はい……」

　クラウは渋しぶい表情になった。

「なんだよ、なにか問題あるのか？」

　クラウはお腹なかをさすった。

「もうちょっと軽いもののほうが」

「いいからオムライスを食え！」

　香介はものすごい勢いで料理をし、先日とまったく同じオムライスを五分で完成させた。

　乗り気でなかったクラウも、目の前にオムライスを差しだされるとさすがに食欲をそそられたようで、ごくりとつばを飲みこんだ。

　すっかりうまくなったスプーン使いでオムライスを口に運ぶ。

「ん……ふぅ……！」

　目をつむり、仰のけ反る。

「どうだ……？」

　香介はクラウの首のジェネループを凝ぎよう視しする。

　ジェネループの宝石がぼんやりと光を放ち──すぐに収まった。

「ど、どういうことだ？　なんで前みたいに光らない？」

「はひぃ。ほれは、Gf[image: ][image: ]N曚麈Cv徐[image: ]」

　ろれつが回っていない。香介は調味料棚だなに立てかけておいた鉈なたを手にとった。

　クラウがびくりとなった。

「はい！　それは、耐たい性せいがついたからだと思います！」

「初めからしゃんとしてればいいんだよ」

　香介は鉈を置いた。

「で、耐性って」

「わたくしも未体験の領域なのではっきりとはわかりませんが、味に慣れたのではないかと」

　香介はあごに手をやった。

「慣れた、あるいは飽あきた……。ＩＤＥを得るにはべつの料理を作らないとダメか……」

　香介は冷蔵庫を開けた。クラウがおどおどと言う。

「あ、あの、香介さん？　わたくしもう、お腹がいっぱいで……」

「心配するな。レシピはまだ百以上ある」

「全然話が嚙かみ合ってないんですが……」

　香介は振ふり返って微笑ほほえんだ。

「俺の料理……たっぷりと味わわせてやるからな」

「ひっ」

　腰こしを抜ぬかして動けなくなったクラウをよそに、香介は料理を開始した。




　小鳥のさえずりが聞こえる。

　カーテンの隙すき間まから白々とした光が這はいこんでくる。香介は重たい身体を引きずるようにしてシンクへ向かうと、水を一いつ杯ぱい飲んだ。

　小鳥の声にまじって、クラウの苦しげな吐と息いきが聞こえた。

「も、もう……ダメぇ……。本当に……変身しちゃうよぅ……」

　床ゆかに転がったクラウの腹は、まるで赤ん坊ぼうのようにふくれあがっている。

　あれから三十食近く食べさせたが、ジェネループの文化力は三分の一にも満たなかった。

　──なんでだ……？　強い文化力をもつ料理と、そうでない料理との違ちがいは……。

　同じ料理でも味付けを変えてみたり、スパイスを変えてみたり、器うつわを変えてみたりといろいろ試ためしたが、結果は芳かんばしくなかった。

「そうだ……！」

　香介はダイニングテーブルに放置されていたサイコーマートの袋ふくろから、チョコっと動物ビスケットを取りだした。

「おい、起きろ。朝食だぞ」

　クラウの身体を起こす。彼女のぼんやりとした目は、香介の手にあるビスケットをとらえたとたん大きく見開かれた。

「お、お願いです……もう、堪かん忍にんしてぇ……！」

「素す直なおに食え。鼻から入れてやってもいいんだぞ？」

「うう……」

　くしゃっと顔を歪ゆがませる。

「わかりました、食べます……」

　小さくくちびるを開く。香介はくちびるにそっとビスケットを触ふれさせ──一気に押しこんだ。

「もごぉ……！」

「暴れるな、余計苦しくなるだけだぞ」

　残りのビスケットも無理やりねじ込む。

「む、ごぁ……！　け、けだものぉ……！」

　クラウの口を手で覆おおい、もがく身体を押さえつける。

　やがてごくりと音がした。クラウの身体から力が抜ける。完全に失神したようだ。

　ジェネループの宝石が光る。しかしそれは蛍ほたるの光みたいにはかない光だった。

「これもダメか……！」

　クラウの身体をソファに横たえ、香介は冷蔵庫のなかをチェックした。

　──まだレシピは七十三ある。一両日中に全部食わせれば、ひとつくらいは……。

　ピピッ、ピピッ、と奥の寝しん室しつから電子音が聞こえた。

　──もうそんな時間か。

　ダイニングの時計は六時五十分を指している。

　登校の準備をしなければならない。幸い、と言っていいのか、味見をしたおかげでまったく腹は減っていないから朝食は必要ない。ただ眠ねむ気けだけはいかんともしがたく、香介はふらふらになりながら身み支じ度たくを整えた。

　家を出ようとしたとき、ソファに横たわるクラウが目に入った。

　──こいつどうしよう……。

　子こ猫ねこに留守番をさせるより不安だ。

「そうだ」

　香介はいったんガレージに降り、麻あさ縄なわを持ってもどった。昔、母親がトマトを栽さい培ばいする際、支柱に茎くきを結びつけ誘ゆう引いんするのに使っていたものの余りだ。

　ソファのクラウをひっくり返して、後ろ手に手首を縛しばる。

　クラウはすやすやと眠ねむっている。

　香介は少し考えたあと、足首も縛った。

　しかしそれでも不安は拭ぬぐいきれない。

　香介は、手首と足首のいましめのあいだに麻縄を何重にも渡わたして思いきり引っぱり、こま結びにした。

「う、ううん……ううん……」

　海老えび反りにされたクラウが眉み間けんにしわを寄せてうめいている。

　香介は満面の笑えみを浮うかべて、

「これでよし」

　と、つぶやいた。そう、香介は寝ね不ぶ足そくで冷静な判断ができなくなっていた。

　ソファで緊きん縛ばくされたクラウを放置して、香介は家を出た。眠気で吐はきそうになりながら自転車をこぎ、学校に到とう着ちやくする。

　混野市立混野高等学校。開校して三十年弱の、新しくも古くもない学校である。これといった特色はないが、しいていうなら校門近くに植わった、パソコンのカーソルみたいな形のエゾマツが無む駄だにでかい、といったくらいだ。

　香介はトタン屋根の駐ちゆう輪りん場じように自転車を停とめ、教室へ向かった。

　教室に入ると、香介は無意識に彼女の姿を探していた。

　波田野志緒。昨日、コンビニで、初めて言葉を交かわした女の子。

　彼女の周りには一ひと際きわ大きな輪ができていて、そして一際騒さわがしい。授業中も、休きゆう憩けい時間も、香介はなんとなく彼女の姿を目で追っていた。

　二限目が終わり、三、四限目は家庭科の授業。二コマつづく特別編成とくれば、なにをするのかは自明の理。

　調理実習である。

　クラスメイトたちは、持参した三さん角かく巾きんやエプロンを持って調理実習室へ向かう。みな一様に浮かれた様子だった。ちょっとしたイベント気分なのだろう。

　香介にとってもイベントだった。

　悪いほうの。

　どうしても、小学生のころのあの記き憶おくが掘ほり返されてしまう。

　──っつか、意味がわからん。料理の基き礎そを学ぶのが目的なら俺はもう基礎ができてるんだから学ぶ必要ないだろ。バイリンガルで英語ペラペラな生徒を語学留学に行かせるようなもんだぞ？　バカか！

　ひとしきり心のなかで悪態をつきストレスを軽くしてから、香介は大人しく調理実習室へ向かった。後方の扉とびらから調理実習室に入り、あらかじめ班分けされていた班の端はしっこに、まるで忍しのびのように移動する。

　隣となりの班には志緒がいた。やはり彼女はそこでも中心にいて、友人たちのエプロンをかわいく結びなおしてやったり、わざときつく結んだりして、きゃっきゃとじゃれあっていた。

　いつも誰だれかとしゃべり、笑いあっている。

　嫌いやになることはないのだろうか、と香介は思った。深く接すれば接するほど、ぶつかって怪け我がをする確率も増える。昨日だってそんなことがあったばかりだ。

　ぼーっと志緒の姿を見つめていると、話の途と切ぎれた志緒がふとこちらを見た。

　ばっちり、目が合った。

　香介は弾はじかれたように顔をうつむけた。

　気持ち悪いと思われたのではないだろうか。そんな不安が胸のなかで渦うず巻まく。

　気味悪がる志緒の顔を思い浮かべながら、恐おそる恐る顔を上げる。

　そこには香介の予想と正反対の表情があった。少し照れくさそうな顔。そしてその顔にはにかんだ笑みを浮かべ、小さく手を振った。

　思考が停止する。喧けん騒そうが消え、自分の、少し速い鼓こ動どうしか聞こえなくなる。視界がせばまって、志緒の笑顔しか見えない。

　香介は彼女に手を振り返そうと手を挙げかけて、

　──……いや！

　と、我に返った。

　──落ちつけ。本当に俺か？　俺に手を振ってるのか？　相手が俺じゃないのに手を振り返そうものなら、新たなトラウマの爆誕だぞ？

　香介は左右を見た。調理台の隅すみにいるから、左右には誰もいない。

　香介は振り向いた。そこには誰もおらず、油焼けした壁かべがあるだけだ。

　香介は正面を向いた。志緒のいぶかしげな顔がある。

　香介は自分を指さした。そうして表情で『俺？』と尋たずねた。

　志緒はうんうんとうなずいて『たくみん』と口パクをした。

　──俺に手を振って笑いかけたらしい。

　そう結論づけられた瞬しゆん間かん、改めて恥はずかしくなって顔がかっと熱くなった。

　──だから落ちつけ俺！　浮かれておかしな行動をとって、新たなトラウマをトッピングするつもりか。そう、ここはクールに手を振り返せばいいだけだ。

　緊きん張ちようで硬こう直ちよくした腕うでをぎしぎしと動かして、手を振りか──。

　教室の前のドアがガラッと開き、香介は慌あわてて腕を引っこめた。べつに引っこめる必要もないのだが、女の子と手を振り合おうとしていた自分が急に恥ずかしくなったのだ。

　入ってきたのは、担任で家庭科教師の本ほん田だ篠しの里りだった。

「はーい、みんなー。今日はー、おいしいおいしい野菜炒いためをつっくろうねー！」

　と、舌っ足らずな声をあげる。ぱっと見かわいらしく若く見えるが、年ねん齢れいは二十代後半だ。彼女はガッツポーズの腕を『えいえいおー』と振ふりあげた。

　見てられなかった。

　しかし、彼女のおかげで香介は自分の恥ずかしさを忘れていた。正直ありがたかった。反面教師の鑑かがみだ。

　篠里先生が火気、刃は物ものの取り扱あつかいへの注意を改めて喚かん起きしたあと、実習がスタートする。

　香介は班のリーダーからニンジンの処理を仰おおせつかった。

　魔女これのキャラに野菜炒め好きはいない。よって、香介の教義では野菜炒めを作ることはできない。しかし、ここで頑かたくなに調理を拒きよ否ひしてしまっては悪目立ちしてしまう。だからこう考えることにした。

　──下ごしらえまではオーケーだ。

　下ごしらえも料理の大切な工程であることは香介も重々承知している。しかし厳密に言えば、下ごしらえされたニンジンはあくまで『皮をむいて短冊切りになったニンジン』であって『野菜炒め』ではない。これが野菜炒めに化けるには、炒めや調味の工程が必ひつ須すだ。

　だからオーケーなのだ。炒めや調味といった『いかにも料理っぽい』作業は、ほかの男子たちに任せればいい。

　そう自分を納なつ得とくさせ、香介はニンジンの下ごしらえを開始した。五人分とはいえ香介の手にかかればさほどの時間はかからない。しかし香介はわざとゆっくりと作業した。すぐに終わらせてしまっては、それこそ目立ってしまう。

　ちまちまと皮をむきながら、目は自然と志緒を追ってしまっていた。

　彼女は味噌みそ汁しる用のジャガイモの下ごしらえをしていた。包丁のつけ根の角、いわゆるあごの部分で芽をくり貫ぬいている。

　手つきはよくない。しかし下手へたというほどでもない。いかにも『たまにお母さんの手伝いをしている』くらいの手て際ぎわだった。集中すれば集中するほど、顔が包丁とジャガイモに近づいていく。目は寄っているし、口も半開きだ。その表情がおかしくて、香介は笑いそうになった。

　──危っ……。

　香介の爪つめに包丁の刃が食いこんだ。幸い、爪でとどまり怪我にはなっていない。

　──俺としたことが……。

　出血でもしようものならどうしたって目立ってしまう。

　気を取り直し、下ごしらえに集中する。

　そうこうしているうちに三限目が終わり、四限目に入った。

　木も綿めん豆どう腐ふをキッチンペーパーで包み、皿を乗せて水切りする。揚あげ出し豆腐の下ごしらえだ。

　──タンパク源が豆腐っていうのが、いかにも調理実習だな。

　などと考えながらネギを白しら髪がネギにしていると、ガラッと前方のドアの開く音がした。

　作業に集中していた香介は顔を上げなかった。授業中なのだから出入りするのは篠里先生だけだと思い、気にもとめなかった。

　しかし実習室が水を打ったように静かになっていることに気がつき、香介はようやく顔を上げた。

　血の気が引いた。

　出入り口からひょっこり顔を出していたのは、白プラ金チナ色のロングヘアに、真っ赤な玉の髪かみ飾かざりをして、フリルのついたブラウスに、コルセットワンピースの──。

　要するにクラウだった。

　──な、なん、でっ……！

　クラウはくんくんと鼻を鳴らして匂においを嗅かいだあと、なんのためらいもなしに実習室へ足を踏ふみいれ、壁かべ際ぎわに寄せられていたイスに行ぎよう儀ぎよく腰こしかけた。

　そして、ただ黙もく然ぜんと座っている。

『『『ええ……？』』』

　言葉に出したわけではないのに、その場にいた全員が『ええ……？』と戸と惑まどったのがわかった。こんな一体感は初めてだった。

　視線が自分に集中していることに気がつき、小首を傾かしげるクラウ。

　──すごい……誰も状じよう況きようがわかっていない……なんだこれ……。

　視線を感じて振り向くと、志緒のもの問いたげな顔があった。香介はぶんぶんとかぶりを振った。

「え～と……おっほん」

　いち早く立ち直ったのは篠里先生だった。さすがは年の功だ。

「あなたのぉ、お名前は？」

「え？　名前ですか？　──あ、なるほど！」

　と、クラウは手を打った。

「知ってますよ、名前を書くシステムのやつですね！」

「えっ」

「えっ」

　篠里先生はしばらく考えたあと「……あ！」となにかひらめいたような声をあげた。

「違ちがうよ！　ここね、ファミレスではないよ。名前を書いて順番待つとか、そういうシステムはないから」

「あ、そうなんですか……」

「うん。っていうか、ファミレスっぽい格好してるのはむしろあなたのほうだから」

　香介はがくがくと震ふるえた。『名前を書くシステム』というクラウの発言に、瞬時に『ファミレスじゃねえよ』と突つっこみそうになった自分に愕がく然ぜんと──いや、戦せん慄りつしていた。毒されている。そう思った。

「で、お名前は？」

「はい、クラウです！　あなたは？」

「え？　あ、本田篠里でぇす。──それでね、どうしてここに来たのかな？」

「ここに来ればご飯が食べられると聞いて」

　クラウの発言に、志緒がまた疑ぎ惑わくの視線を投げかけてくる。香介はまた首を横に振った。

　──そんなこと言うはずが……。

「……あ」

　香介は思い出した。

　サイコーマートで志緒に遭そう遇ぐうしたときのことだ。彼女のことを「お友だちですか？」とクラウが尋ねてきたので、香介はこう答えた。

『俺に友だちはいない。学校へは飯を食いに行ってるだけだ』

　この文句は説明するまでもなく、孤こ独どくであると言いたかっただけだ。

　これを、学校に来れば飯が食べられると理解するような者がいるだろうか。

　いる。いま、目の前に。

　実習室がひそひそ声でざわつきはじめる。

「なんかヤバい奴やつ来た……」「外国人……？」「でもすごい美人じゃない……？」「なにあのふざけた胸……」

　香介の背中は嫌な汗あせでびっしょりになっていた。顔を伏ふせ、肩かたをすくめて、小さくなる。

　──もういい……もういいから……早く帰れ……帰れ……！

「ん～。なんかよくわかんないけどぉ、勝手に入ってきたらダメだよぉ？」

「そういうものですか」

「そ。ほら、おうちに帰ろ？　外まで送ってあげるから」

「恐おそれ入ります」

　篠里先生にうながされて、クラウは名残なごり惜おしそうに廊ろう下かへ向かう。

　──よしよし、いいぞ。帰れ、そのまま……！　どっか行け！

　ふたりが実習室を出る。ひそひそ声の音量が上がり、実習室が一気に騒さわがしくなる。

　香介は、ふー、と長い安あん堵どの息をついた。
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　──アレにからまれたら目立つどころじゃない。素す直なおに帰ってくれて本当に助かっ

　ガラッと実習室のドアが開いて香介はびくんと跳はねた。

　クラウがぴょこっと顔を出し、くんくんと鼻を鳴らす。実習室は再び静せい寂じやくに包まれる。

「この匂い……香介さん？」

　香介はゆっくりとしゃがみこみ、調理台の陰かげに隠かくれて小さくなった。

「香介って誰だれ？」「そんな奴いた？」「男子だよね？」「お前香介って名前じゃなかった？」「ちげーよ」

　クラスメイトたちが小声で話している。

　──あ、ああ、嗚あ呼あ……！

　クラウがくんくん鼻を鳴らしながら、まっすぐ、本当にまっすぐ迷いなく、うずくまる香介のもとまでやってきた。そしてパッと顔を明るくして言う。

「もう！　香介さん、いるならいるって言ってくださいよ。料理の匂いにまぎれて気づかないところでした」

　香介は返事をしない。微び動どうだにせずうずくまる。

「香介さん？　香介さーん？　おーい！　なにやってるんですか小さくなって。地蔵のコスプレですか？」

　と、香介の身体からだを揺ゆする。

　──クラウ……この……クソボケがぁ……！

　目だけぎょろりと動かしてクラウをにらむ。しかしクラウはきょとんとするだけだ。

「ちょっとクラウさん、いつの間に」

　篠里先生が慌あわてた様子で調理実習室に入ってきて、香介とクラウを見比べた。

「あれ？　もしかしてぇ、匠たくみくんと知りあい？」

「知りあいもなにも、わたくし香介さんに家」

「交こう換かん留学生です！」

　香介はすっとんきょうな声をあげた。

　篠里先生はオウム返しに「交換留学生……」とつぶやいた。彼女は笑え顔がおだ。しかしこめかみに血管が浮ういている。教師にこんな口から出任せが通じるわけもない。

　──もういっそ怒おこってくれ先生。そして俺をいますぐここから連れ出してくれ……！

　祈いのるような視線を送るが、篠里先生はしばらく苦い顔で何事か考えたあと、急にスイッチがオンになったみたいに明るい表情になって、くるっと踵きびすを返した。

「はいはーい。そ・れ・じゃ・あ、お料理再開だよー。みんなー、頑がん張ばってねー！」

「……え？　いやいやいやいや！　先生？　先生！」

「あーあー！　聞こえなーい！　先生、なんも聞こえなーい！」

　耳をふさいで、すたすたと教きよう卓たくのほうへ歩いていってしまう。

　──へたれやがった……！

　逃にげたのだ。問題を放ほう棄きし、知らんぷりを決めこんだのだ。なんたる大人の対応。

　クラスメイトたちは釈しやく然ぜんとしない表情のまま調理を再開する。

　クラウはきょろきょろした。

「わたくし、ここにいてもいいんですね」

「……おめでとう」

　香介は皮肉をたっぷり込めてそう言った。しかしクラウはどこ吹ふく風で、各班の調理台を見て回る。鼻歌交じりの上じよう機き嫌げんだ。

　──もう知るか。好きにしろ。俺はもう関かかわらん……！

　そもそもクラウの目的はご飯を食べることなのだから、その目的が達成できたら帰ってくれるだろう。帰ってほしい。そう思った。

　クラスメイトたちがなにか問いたそうに視線を送ってくるが、香介は顔を伏せて知らんぷりをした。

　クラウの「あれ？」とか「また？」などという声で香介は顔を上げた。上機嫌だった彼女の表情は、怪け訝げんと驚きよう愕がくがないまぜになったような表情にすっかり変わっていた。

　クラウは教卓へ移動して、クラスメイトたちに呼びかけた。

「ちょ、ちょっとみなさん。どうしたことですか」

　クラスメイトたちがいっせいにクラウを見る。

「なぜみなさん、同じメニューを作ってらっしゃるんですか」

『『『……なに言ってんだこいつ』』』

　クラスがまたひとつになった。クラウはさらに深刻な顔になる。

「だっておかしいじゃないですか。みなさんはあれですか？　わたくしに何食も同じメニューを食べろと、そうおっしゃるんですか？」

　クラスメイトたちは完全に沈ちん黙もくした。なにか恐ろしいものを見るような目をクラウに向けている。篠里先生は窓の外を見て「あ、小鳥さん。かーわいい☆」などと遠い目でつぶやいている。

「あの～……」

　教卓に一番近い班の女子が小さく手を挙げ、おずおずと言った。

「さっきから気になってたんですけど。クラウさん、その手……」

　クラスメイトたちの視線がクラウの手元に集中する。

「手っていうか、手首。それって……縄なわの跡あとだよね？」

　ざわ、と教室がさざめいた。香介の心臓が大たい砲ほうのようにドンと鳴った。

「待っ」

「ああ、これは香介さんに縛しばられまして」

　止める間もなかった。篠里先生はスマホのイヤホンを耳にはめ、完全無視の態勢に入る。

「縛られた、って……」

「ええ。足も」

「足も!?」

　「ほら」とクラウはショートソックスを下げた。生白い足首にくっきりとした縄の跡が浮かんでいる。

「手首と足首をつないで海老えび反りさせられましたし」

「海老反り!?」

「そのまま数時間ソファに転がされていました」

「──からの放置プレイ!?」

　実習室のあちこちから悲鳴にも似た声があがる。

　香介は固まった。目は開いているはずなのになにも見えない。たぶん自分は白目をむいているのだろうと、香介は思った。

「ク、クラウさんは、匠くんとはどんな関係なの……？」

「なんでしょうね？　一いつ緒しよに住んでますから、居い候そうろう？　あ、同どう棲せいと言うんでしたっけ？」

「ど、どどどど同棲！　留学生と同棲でエスとエム!?」

　実習室は大おお騒さわぎになった。といっても、それは決して香介を非難するような響ひびきではなかった。女子たちはふたりの大人な関係──濡ぬれ衣ぎぬなのだが──をどこかうらやむような感じだったし、男子たちはクラウという美少女──見た目だけなのだが──とただならぬ関係である香介に羨せん望ぼうのまなざしを向けてくる。

　クラウはなぜ騒ぎになったのかわからない様子で、照れたみたいに頭をかいている。

　──てめえ……夕飯にコオロギ混ぜてやる……！

　実習室のドアが勢いよく開いた。

「なんだこの騒ぎは！」

　体育教師の高たか田だが飛びこんできた。

「お前たち！　いったいなにをそんなに」

　彼の目がクラウをとらえた。

「誰だ君は？」

「クラウです。ファミリーレストランの店員ではありませんよ？」

「なにを言っているんだ君は。──とにかく、君が原因だな？　職員室に来なさい」

「そこに行けばなにか食べさせていただけるんですか？」

「だからなにを言っているんだ君は。──さあ！」

「逃げろ！」

　香介は叫さけんでいた。高田先生の言うとおり、この騒ぎはクラウが引き起こしたものだし、お灸きゆうを据すえられるなら正直いい気味だとすら思ったが、香介はそう叫んでいた。

　──なんで俺がクラウ側に立たなきゃいけないんだよ……。

　しかし口に出してしまったものは、もう撤てつ回かいできない。

　クラウは不満そうな顔をする。

「なぜですか！　わたくしまだなにも食べてません！」

「夕飯はお前の好きなものを作ってやる」

「イエッサー！」

　クラウは脱だつ兎とのごとく逃げ出した。が、急停止して言った。

「言っておきますが『好きなもの』というのはわたくしのリクエストどおりという意味であって、わたくしが好んでいるという意味ではありませんので、ゆめゆめ」

「もうそのくだりいいからとっとと逃げろ！」

　クラウは今度こそ実習室を飛び出した。

「ま、待て！」

　高田先生がクラウのあとを追って実習室を出ていった。

　香介は頭を抱かかえた。小学校のころの、あの調理実習の思い出が頭をよぎる。

　香介は恐おそる恐る志緒を見た。

　志緒は泣いていた。その姿が小学生のころに泣かせたあの子とダブる。

　でも志緒は悲しくて泣いているのではない。

　笑っていた。お腹なかを抱えて、涙なみだを流すほど笑っていた。

　今日の出来事はトラウマにはならない気がした。




　　　　　○




「わかりますぅ～。高田先生のそういう実直なところぉ、尊敬しますっ☆」

　篠里先生のよいしょに、高田先生は顔をでれっとさせた。

　生徒指導室。壁かべ際ぎわのスチールの棚たなや応接セットが、八畳じようほどの室内を余計に狭せまく息苦しくしている。篠里先生は高田先生の隣となりに座り、しなだれかかっていた。

「きっといまもぉ、高田先生の指導を待っている生徒がたくさんいると思うんですよぉ。だからここはわたしがぁ」

「し、しかし、わたしも、生徒指導部としての……」

　高田先生の目が泳ぐ。篠里先生は数秒間顔をうつむけた。そしてつぎに顔を上げたとき、目には大おお粒つぶの涙が浮かんでいた。

「ダメ……ですかぁ……？」

「わ、わかりました本田先生にまままま任せます！」

　篠里先生は「ありがとうございますぅ！」と鼻にかかった声で礼を言い、香介の隣にくると、

「ほぉら、匠くんも頭を下げて」

　と香介の後頭部を押した。

　うながされるままに頭を下げた。一緒に頭を下げている篠里先生をちらっと見る。

　篠里先生は舌を出していた。半目で、裂さけたみたいに口角が上がり、とても悪い顔をしていた。

　香介は吹き出しそうになるのを必死で堪こらえた。ぴくぴくと肩かたが震ふるえる。それが高田先生には泣いているように見えたらしく、

「まあ、反省しているようだな。あとは本田先生の話をしっかり聞くように」

　と言って、生徒指導室をあとにした。

　顔を上げた篠里先生が横ピースした。

「みっしょんコンプリート☆」

　と、いつもの甘ったるい声で言い、ぺろっと舌を出した。

　先ほどの悪い顔とのギャップに香介は堪えきれず、吹き出してしまった。ひとしきり笑ったあと、呼吸を整えてから言った。

「なんで急に助けてくれたんですか？　クラウのときは逃げてたのに……」

　調理実習の乱のあと、香介は当然、高田先生から呼び出された。長い説教と保護者の呼び出しくらいは覚かく悟ごしていたが、どういうわけか篠里先生が助け船を出してくれたのだ。

　篠里先生は手を横にぶんと振ふった。

「逃げろ！」

　先ほどの香介の真似まねだった。

「って先生も言われた～い」

「な、なんですかそれは……」

　香介は気き恥はずかしくなって目をそらす。

「あの子のことぉ、大事なんでしょう？」

「え？　あ、はは！　いや、まさか」

「大事じゃなかったら逃にげろなんて言わないもんねぇ」

「……」

　たしかに、クラウがとどまろうが逃げようが香介の立場に変わりはない。むしろ逃がしたほうが変に疑われてしまう恐れがある。香介は自分の行動がよくわからなかった。

「女の子を守るために身体からだを張れる男の子って素す敵てきだと思うよぉ？」

「……そういうんじゃない、と、思いますけど……」

「匠くんのそういうところ見せられてぇ、先生、恥ずかしくなっちゃって。生徒のために身体張れなくてなにが教師だ、ってね」

　香介は篠里先生を見た。篠里先生はまたぺろっと舌を出した。

「みんなには内ない緒しよだぞ☆　こんな暑苦しいの、先生のキャラじゃないんだから」

　香介は篠里先生をじっと見つめた。

「先生、俺……先生のこと……」

「ん？　ん！　なになに！　言ってみ！　恥ずかしがらずに言ってみ！」

　篠里先生が身を乗りだした。目がらんらんと輝かがやいている。

「先生のこと、反面教師の鑑かがみとか思ってすいませんでした」

「思ってるだけにしとけ☆」

　香介はわりと強めに小こ突づかれた。

「いってぇ！」

　放課を告げるチャイムが鳴る。

「と、とにかく、ありがとうございました」

　香介は頭を下げた。篠里先生は、

「ほいほーい。とっとと青春してこーい」

　と、追い払はらうみたいに手をひらひらさせた。

　生徒指導室を出て、早歩きで教室へ向かう。

　廊ろう下かはすでに部活に向かう生徒や帰宅する生徒、談だん笑しようする生徒たちで混こみあっていた。

　誰だれとも目を合わせないように階段をのぼっていると、階上で誰かが立ち止まったような気配を感じ、ふと顔を上げた。

　そこにいたのは志緒だった。香介は笑え顔がおを作る。

「あ、は、波田野、さっきは」

「急ぐから。……ごめんね」

　志緒は気まずそうに目を伏ふせ、逃げるように階段を駆かけおりていった。

「あ、う、うん、呼び止めて……ごめん……」

　しかしその声はもう志緒には届いていないようだった。

　香介は教室で帰り支じ度たくを済ますと、とんぼ返りするみたいに教室を出た。

　ぼーっとしたまま、校舎を出る。

　志緒のことが気になっていた。邪じや険けんにされたわけではないことは、志緒の申し訳なさそうな口ぶりでわかる。気になったのは彼女の暗い表情だった。

　なにかに耐たえるような、辛つらそうな顔。まったく似合わない表情だと、香介は思った。

　でも、それだけだ。気になっただけ。

　──親しくもないクラスメイトに心配されてもかえって迷めい惑わくだろうしな。

　心のなかでわざとそうつぶやいてみても、もやもやとしたものが胸にわだかまって消えない。

　──やっぱりおかしい。波田野は……波田野は……。

　なぜか思い浮うかんでくるのは、志緒の笑顔ばかりだった。

　コンビニで初めて言葉を交かわしたときの笑顔、手を振ってくれたときの笑顔、お腹を抱えて笑う彼女──。

　すべてを鮮せん烈れつに思い出すことができる。志緒の笑顔はすっかり、心のホーム画面の壁かべ紙がみになっていた。

　校門を通りすぎようとしたところ、パソコンのカーソルみたいなエゾマツの陰かげからクラウがぴょこっと顔を出した。

「で、お前はウイルスなわけだ」

「なななんですかいきなり失礼な！」

「そんなことはどうでもいいんだよ。お前、なんで学校の場所がわかった」

「それはもちろん、香介さんの匂においをたどりまして」

「それが『もちろん』と言えるお前の感覚に恐れおののくわ。──それより、あの拘こう束そくをどうやって解いた」

「ああ、あれは……」

　と、言いかけて、クラウは思い出したように香介の制服をつかんで訴うつたえた。

「というかひどいじゃないですか香介さん！　なんでわたくしあんな目に遭あわなければならないんですか！」

「い、いや、いま考えると、ちょっぴりやりすぎたかもなぁ……？　とは思うけど。一いつ睡すいもしてなかったし、冷静さに欠けていたというか……」

「名な古ご屋や城の天守にとりつけられる夢を見ましたよ……」

「いやほんとすまん。──で、どうやって縄なわを解いた？　かなりきつく縛しばったはずだが」

「簡単です。まず全身の関節をはずしまして」

「第一段階がすでにベリーハードなんだが」

「そうでもないですよ。ちょっと力を込めて、こう、ぐいっとひねりながら……」

　クラウは自分の手首をつかんでひねりあげた。

「あ、あれ？　はずれない。おかしいな。──う、噓うそじゃないですよ。本当にはずしたんですから！」

「べつに疑ってないけど」

「でもこのままだとわたくしが噓をついたみたいな形になるじゃないですか。わたくしはそういう、縄で縛られたのを関節をはずして脱だつ出しゆつしたけど目の前で見せようとしたらはずれない、みたいなのが一番嫌きらいなんですよ！」

「過去に同じ体験があるってのがなにより驚おどろきなんだが」

「こうやって……！　ねじって……！　引っぱっ」

　ゴボギャ、と、人体から鳴ってはいけない類たぐいの音が聞こえた。

　クラウはゆっくりと、まるで映画の演出みたいにスローモーションで膝ひざから崩くずれ、へたりこんだ。

「お、おい……」

　覗のぞきこむと、クラウの左手首が見事にパージしていた。

　クラウがぶるぶると震えながら振り向いた。涙なみだと脂あぶら汗あせでぐしゃぐしゃになった蒼そう白はくの顔に、引きつった笑みを浮かべている。

「こ、このようにぃ……。か、簡単にはじゅれましゅぅ……」

「折れては、ないんだよな……？　大だい丈じよう夫ぶなんだよな？」

「もちろん。ちゃんとくっつけておけば治りますので……」

「治りますのでって……。やっぱり折れてたんだ……」

　そのときだった。

　背後から、なにかを引きずるような音が聞こえた。

　音のするほうを振り向く。下校する生徒たちのあいだで白く細長いものがヘビのように地面を這はい、だがヘビとは思えないほどの速さでまっすぐ香介たちのほうへ向かってくる。

「あれ……、天沼矛の地ち下か茎けい!?　お前どういうつもりだ！」

「ええ!?　わたくしはなにもしてませんよ！」

「じゃああれは」

「おそらく前任者の天沼矛だと思いますが……」

　地下茎はほかの人々には見えていないようだった。

「逃げないと！」

「落ちついてください。わたくしはクラウ。文化侵しん略りやく兵器かぐや型十四号──最新型ですよ？」

　すっくと立ちあがり、向かってくる地下茎と香介のあいだに立つ。

「誰の天沼矛か知りませんが、香介さんとの勝負の邪じや魔まはさせません！」

　と、突つきだした手首がだらんと垂れ下がった。

「ひぎぃぃぃぃぃ！」

　クラウは手首を押さえてのたうち回る。

「痛み！　第二弾だんの痛みがわたくしをさいなむ！」

「やっぱりダメだこいつ……って、言ってる場合じゃない！　ともかく逃げないと」

　クラウを引っぱり起こし、肩を貸して走る。しかし地下茎との距きよ離りは無む慈じ悲ひにもどんどんと縮まる。

　そしてついに香介たちのすぐ後ろまで到とう達たつした。足がもつれる。前のめりに倒たおれる。

　──もうダメだ……！

　覚かく悟ごをして目をつむった。

　しかし、なにも起こらない。腹に突き刺ささるような衝しよう撃げきも、吸われるような感覚もなにもない。ただずるずると、いまだに地下茎が地面を這う音だけが聞こえてくる。

　香介は目を開けた。

　地下茎が香介たちのあいだを通りすぎ、道なりにものすごいスピードで這っていく。

「……どういうことだ？」

　香介とクラウは身体を起こした。

「的は香介さんではない誰か──べつの進歩的文化人でしょうね。もともといたのか、いま進歩的文化人となったのか」

　香介は立ちあがり、地下茎の行く先を見つめた。

「その人死ぬんだよな？」

「いずれ。人は生きがいがなければ驚くほど早く死んでしまうものです。肉体よりもまず、心が」

　──なんか、いやな感じだ。

　地上の人々はいままでこうして、天沼矛に文化力を吸われつづけてきたのだろう。しかし香介自身がターゲットとなり、そして誰かが吸われるであろう場面を目もく撃げきしてしまったことで、他人ひと事ごとではなくなってしまった。

　助けるべきなのだろうか？　しかしそれはまた、高天原の人々を飢うえさせることにもつながるのではないか？

　いままで人との関かかわりをできるかぎり排はい除じよしてきた香介にとって、その悩なやみは明らかにキャパシティを超こえていて、だから答えなど出せそうにはなかった。

「見に行くぞ」

　しかし香介がそうしたのは、悪い予感があったからだった。

　地下茎をたどって走る。

　地下茎は駅のほうへ伸のびている。

　香介はさらに足を速める。

　地下茎は駅の構内へと這い入っている。

　悪い予感がさらに不ふ穏おんの色を濃こくする。

　構内へ飛びこむ。

　人が行き交かう構内のただなかに、ぽつんと立ち尽つくす少女がいる。

　混野高校の制服。小こ柄がらで、ボリュームのある髪かみをアップにしている。

　地下茎は彼女の胴どうにぐるりと巻きついていた。

　香介は膝から崩れ落ちそうになるのをこらえながら、ゆっくりと彼女に近づく。

「波田野」

　志緒はゆっくりと振ふり向いた。

　志緒の顔は涙に濡ぬれていた。潤うるんだ大きな瞳ひとみが香介を見あげる。

　志緒は香介の胸に顔をうずめた。

「波田……」

「こわかった……」

　志緒はぽつりと言った。

　香介は棒立ちになった。肩かたに手を回すことはおろか、手を置くことすらできずに固まる。

　漂ただよってくるコロンの香かおり。彼女の吐と息いきで胸むな元もとがじんわりと温かくなる。もうそれだけで、香介の脳は熱暴走を起こしてしまっていた。

「波田野、いったん離」

「抱だっこして」

「だっ──」

　香介の脳が火を噴ふいた。

「──こってなぜ!?」

「あのね、だってね。志緒の知ってる人誰だれもいなかったから」

「い、いや、そんなこと言ったら世の中の大半は知らん人だし……」

「でもね、たくみんがきてくれたから、もうさびしくないよ」

　志緒は顔を上げて「えへへ」と笑った。

　──……誰だこれ。

　外見は間ま違ちがいなく志緒だ。しかし言動が、なにかおかしい。

　クラウがあごに手を当て、難しい顔をしながら駅構内へ入ってくる。

　こちらを見たクラウの目が険しくなった。

「志緒さんが……？」

「クラウ、波田野の様子がおかしいんだが、これは」

「人ひと柄がらが変わってしまったかのような？」

「……そうだ。なんで」

「『源泉』ですよ」

「源泉？」

「香介さんにもあるでしょう？　料理を作る理由が」
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『人に喜んでもらいたいから』

　そんな言葉が思い浮うかんだ。

「あったような気もする」

「文化的活動の動機、美学。それこそが文化力の源泉。文化力は絶えずわき出ていますが、その生産力──文ぶん化か能のうを上回る勢いで文化力を吸いあげることにより、源泉がむき出しになります」

「つまり、これが波田野の源泉──地、ってことなのか？」

「そうです。核かくがむき出しになり欲望のまま行動をすることから、この状態を『ハッピー・ハードコア状態』、略して『ハピコア状態』と呼びます」

「症しよう状じようのわりに響ひびきが軽い……。その名前も市役所が──いや、コピーライターが決めたのか？」

「いえ、わたくしが決めました」

「お前かい!?　──ま、まあいい。で、そのハピコア状態はどうやったら治せるんだ？」

「志緒さんを助けたいんですか？」

「……」

『謝ってくださーい！』

　香介の頭のなかにあの声が聞こえた。しかし、泣かせてしまったあの子の顔が、いまは志緒の笑え顔がおに置きかわっている。

　だから香介は言った。

「……ダメか？」

　クラウは高天原側の兵器だ。志緒の文化力を吸うのが高天原文化力増進計画の一いつ環かんなのだとしたら、彼女にそれを阻はばむ理由はない。

　香介は答えを聞くのが怖こわくて、クラウの顔を見ることができなかった。

「わかりました、必ず助けましょう！」

　クラウに目をもどす。彼女は笑顔で拳こぶしを握にぎっている。

「いいのか？」

「いいに決まってるじゃないですか。志緒さんはお友だちなんですから」

　泥どろ沼ぬまをもがくようにしてやっと結論に達した──しかもそれが正解である自信もない──香介とは違ちがい、クラウの決断は飛びたつ鳥みたいに軽かろやかだった。だから香介はちょっと呆あつ気けにとられてしまった。

「どうしたんです？」

「い、いや。──それより、どうすれば助けられる？　地ち下か茎けいを引き抜ぬけばいいのか？」

　地下茎は志緒の腹に巻きつき、先せん端たんがへその辺りに突つき刺さっている。

「いえ、そんなことをしたら志緒さんのモツが出ます」

「モツ……」

「大だい丈じよう夫ぶ、方法はあります。それより、ちょっと気になることがありまして。──この地下茎は、どうも前任者の天沼矛とはべつの方向からやってきているようなのですよ」

「どういうことだ？」

「どこかを経由しているのではないかと。天沼矛が意味のない判断をするとは思えないので、気になりますね」

「でも、どこを経由するっていうんだ」

「自宅でしょうね。天沼矛は進歩的文化人候補に目星をつけ、監かん視しする性質がありますので。ただ、わざわざ経由する理由がわかりません。気になるのはそこです」

「自宅か」

　香介は志緒を見下ろした。

「波田野、定期券は？」

　志緒は最初ぽかんとしていたが、ぱっと顔を明るくして、鞄かばんからパスケースに入った定期券を取りだし、誇ほこるように両手で差しだした。

「はいこれ！」

「けっこう遠いな……」

　定期券に書かれている駅は混野市よりもずっと都会の駅だった。混野高校と同じランクの学校は志緒の地元にもあるはずだ。

　──なんでわざわざ混野に？

　疑問はあったが、いまはともかく志緒の自宅へ向かうのが先決だ。

　切きつ符ぷを買おうと財さい布ふの小こ銭ぜにを確かく認にんしていると、志緒が、

「ん」

　と、頭を突きだしてきた。

「ん？」

「ん！」

　さらに頭を突きだしてくる。

　──ああ。

　香介は少し躊ちゆう躇ちよしたあと、志緒の頭をなでた。

「よ、よくできました」

　志緒は「えへへ」と満面の笑みを浮かべる。

　──やばいなこれ……父性が目覚めそうだ……。

　それをじっと見ていたクラウが手のひらを差しだした。

「香介さん、わたくしが切符を買ってきましょう」

「……大丈夫か？」

「本当に、わたくしをなんだと思っているのですか」

「……まあ、切符くらいなら大丈夫か。二枚だからな」

「わかってます、わかってます」

　クラウは券売機のほうへ走っていき、手早く切符を買ってもどってきて、一枚を香介に手て渡わたした。香介は切符を確認して言った。

「……ちゃんと買えてるな」

　正直またなにかやらかすと思っていたが、考えすぎだったらしい。

「じゃあ行くか」

「ん」

　クラウが香介に向かって頭を突きだしていた。

「ん？」

「ん！」

　さらに頭を突きだしてくる。

　香介は照れくさくなってデコピンでもしてやろうと指を構えた。

　──……。

　しかし、志緒を救う決断をしてくれたクラウにそれをするのはなにか違うような気がした。だから香介はデコピンをやめ、クラウの頭をなでてやることにした。

　頭をなでられたクラウは猫ねこみたいに目を細めている。香介はやっぱり照れくさくなって、クラウの頭をシャンプーするみたいにくしゃくしゃっとした。

「な、なにするんですか！」

「行くぞ」

　香介はぶっきらぼうに言って、改札機へ向かった。

　そうして、電車に揺ゆられること四十分弱。香介たちは駅に降りたった。

「こっち！」

　志緒がぐいぐいと手を引く。不案内な土地だったが、志緒に任せていれば家にはすんなりたどり着けそうだった。

　混野よりも建物が高く、人も多い。香介はきょろきょろしながら歩いていた。

　そのとき、前に引っぱられていた左手が、急に後ろに引っぱられた。

　志緒が立ち止まり、なにかを熱心に見ている。それはパン屋のショウウィンドウだった。

「どうしたんです？　お腹なかが減ったんですか？」

　クラウの問いに、志緒は応こたえない。

　志緒の顔がみるみる歪ゆがんでいく。それはお腹を空すかせた人間がパンを見るような顔ではなかった。そこに浮かんでいたのは驚おどろきと戸と惑まどいの色だった。

　志緒がぼそりと言う。

「ダメ……」

「え？」

「ダメなの！」

　志緒はつないだ手を離はなすと、腰こしの辺りに手をやってもぞもぞと動かした。

「なんだ、どうした波田──」

　つぎの瞬しゆん間かん、志緒はスカートを足首までずり下げた。

「──野おおおお!?」

　通行人たちがぎょっとした顔でこちらを見た。幸いシャツの長い裾すそのおかげで下着が露あらわになることはなかったが、それでもきわどい格好であることには違いない。ファッションドールみたいにほっそりしたまっすぐな脚あしが、つけ根ぎりぎりまでさらされている。

　香介は慌あわててブレザーを脱ぬぎ、志緒の腰に巻いた。

「な、なん、なんっ……！　どうした、なんで脱いだっ」

「だって、このスカート、ダメだから……！」

「なにが」

「だってみじかいから……！」

「だからって脱いだら短さの向こう側に行っちゃうでしょうが！」

　ひざまずいてブレザーを固定している状態ではスカートを上げることができない。

「クラウ、波田野のスカートを上げろ」

　しかし返事はない。

「クラウ？　おいクラウ！」

　先ほどまで志緒の隣となりに立っていたはずのクラウの姿が忽こつ然ぜんと消えていた。

　周囲を見る。

　クラウはパン屋のなかにいた。店員となにやら熱心に話しこんでいる。

　──あの……アホボケカス……！

　香介の怨おん念ねんをよそに、クラウは楽しそうに笑っている。店員は困こん惑わく顔をしていた。

　──ともかくあいつは役に立たない。俺だけでなんとかしないと。

　パン屋の隣にガレージがある。シャッターが下りていてなかには入れそうにないが、パン屋との隙すき間まに隠かくれられそうだった。

「波田野。そこの隙間に入ろう。ゆっくりな」

　志緒は素す直なおに移動する。難を逃のがれて香介はほっと息をついた。

「それにしても、なんでスカートを」

　と、言いかけて、志緒の顔が至近距きよ離りにあることに気がついた。姿勢を低くして腰に手を回しているから、ちょうどキスをするみたいな体勢だ。香介は慌てて顔をそむける。

「なんでスカートを脱いだ」

「だって、みじかいのはダメだから」

「ふつう逆だろ？　学校では長くしておいて、放課後に短くするもんじゃないのか。もう帰るだけなら短いままでいいだろ」

「お母さんに見られるから……」

「怒おこられるのか？」

　少し間があった。

「たぶん怒られない……」

「じゃあべつにいいだろ」

「でもダメなの！」

　要領を得ない。これ以上、志緒に説明を求めることは無理だろう。

「わかった。でも、脱ぐことはないだろ。その……よく知らんけど、女子ってスカートを折って短くしてるんだろ？　なら元にもどせばいいんじゃないか？」

「わかんない……」

　ハピコア状態になると記き憶おくが混乱するらしい。香介たちのことは覚えていたのに、自分がどんな行動をしてきたかは覚えていないようだ。

「ともかく、一回スカートを上げて」

　志緒は釈しやく然ぜんとしない顔で、スカートを腰まで上げる。

　ブレザーをはずして志緒の腰をまじまじと見る。プリーツスカートのウエスト部分が内側に折りこまれている。それを腰に巻かれたゴムのベルトで止めていたらしい。

「ほらやっぱり。これを元にもどせば長くできるよ」

「じゃあ、やって」

「いやなんで俺が」

「やって」

　ここで押し問答をするのは時間の無む駄だだ。香介は意を決し、折りこまれたスカートのウエストの内側に指を入れた。

　ぷにっ、とした感かん触しよくが指に触ふれた。

「はわわっ！」

　香介は間ま抜ぬけな声をあげて手を引っこめた。その柔やわらかな感触は、子どもっぽく華きや奢しやな見た目の志緒がしっかりと女の子であるという事実を強きよう烈れつに叩たたきつけてきた。

　ドドドド、と心臓が十六ビートを刻む。志緒はいぶかしげな顔で首を傾かしげた。

「どうしたの？」

「どどどうもしないよ？　こういうの初めてじゃないし？」

　香介は強がった。しかし痛々しいだけだった。

「あさつきくちなしけしの実山さん椒しようしそしょうが三つ葉柚ゆ子ずブラックペッパー……」

　薬味と香こう辛しん料りようの名めい称しようを思いつくまま唱え、意識をそちらに集中させて、スカートを元にもどしていく。そうでもしなければ、志緒の柔らかさに理性が吹ふっ飛んでしまう。

　太もも丸出しだったスカート丈たけは、ようやくすねにかかるくらいまでの長さになった。

「よっしゃあ……」

「こっちも」

　志緒はあごを上げて、前ぜん傾けい姿勢になった。タイを結びなおせということらしい。

　第二ボタンまで開けられたシャツの胸むな元もとから控ひかえめな谷間とピンク色の下着が見えた。

「ピ、ピンク！　ピンクペッパー！　ピンクペッ……！」

　香介は混乱した。志緒の不ふ審しんげな視線に気がつき、はっと我に返る。

「まま任せて？　こういうの得意だし？」

　痛々しいだけだった。

　香介は汗あせで滑すべる手で何度も失敗しながらボタンを上までとめ、タイを結びなおし、ブレザーのボタンもきっちりとめてやった。

　香介はぐったりとへたりこんだ。学校のマラソン大会より疲ひ労ろうが大きい。

「ありがとう」

　志緒がにっと笑った。

「たくみん、やさしいね」

　ととと、と小走りに走っていく。香介は自分の顔に手をやった。

　──あっつい……。

　志緒のあとを追い、歩道に出る。

　志緒はショウウィンドウの前で自分の姿を確かく認にんしていた。髪かみをまとめていたシュシュをはずし、何度か髪をなでつけて、ようやく満足げにうなずいた。

　制服をきっちり着なおして髪をほどいただけなのに、志緒の印象はずいぶんと変わっていた。

　──なんか、図書館に入り浸びたってそう。

　前の志緒が太陽なら、いまの志緒は月、といった感じだった。

　クラウが袋ふくろに入ったパンの耳を頰ほおばり「んふう」と変な吐と息いきをもらしながら店から出てきた。

「いや香介さんすごいですね。これがロハなんて」

「のどに詰つまらせて窒ちつ息そくしろ」

「なにかお気に障さわりましたか!?」

　クラウは、すっかり雰ふん囲い気きの変わった志緒に気がついた。

「おやまあ。これは、一ひと粒つぶで二度おいしいというやつですね」

「おいしくないよ……」

「おいしいというのは喩たとえでして。かわいいということですよ」

「かわいくないよっ」

　志緒はいらいらしたように言う。

「行こ」

　そしてひとりでずんずんと歩いていってしまう。

　香介とクラウは顔を見合わせたあと、慌てて志緒のあとを追った。
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　閑かん静せいな住宅街だった。住宅の一いつ軒けん一軒が大きい。いや、建物だけではない。門や庭、道みち幅はばも、香こう介すけの知っている住宅街とはスケールが一回り違ちがっていた。

　前を歩いていた志し緒おは、ある邸てい宅たくの門を開けた。

　二階建て、ブラウンを基調にしたサイディング、玄げん関かん前には大きなガレージと、コスモスやマーガレットの植わった花か壇だんがある。

　そんな絵に描かいたような高級住宅に、明らかに不ふ釣つりあいな装そう飾しよくが施ほどこされていた。

　地ち下か茎けいでがんじがらめになっていたのである。白い大だい蛇じやのような地下茎は、ときおり身じろぎしたりふくらんだりしている。香介はすうっと血の気が引くような思いがした。

「やはりおうちが……だとすると……」

　クラウがなにやらつぶやいている。

　志緒のあとにならい、波は田た野の家の敷しき地ちに入る。志緒は玄関チャイムを何度か鳴らしたが反応はなく、鍵かぎを開けてなかに入った。

「ただいま」

　志緒はそう呼びかけたが返事はない。もう一度「ただいま」と言いながら奥へ進む。香介たちも「お邪じや魔まします」と告げてから足を踏ふみいれた。

　広い廊ろう下かには光こう沢たくのある大きなキャビネットがしつらえてあり、その上には鳥がモチーフの絵皿が飾かざってある。壁かべには一枚だけ〇号サイズの絵画がかけてあった。瀟しよう洒しやで、センスを感じる内装だった。

　しかし、いやに静かだった。

　家のなかは薄うす暗ぐらく、ひんやりとしている。およそ生活感というものが感じられない。

　廊下を進むと、おそらくリビングだろう部屋から白っぽい明かりがもれている。香介たちはおずおずとその部屋に入った。

　ソファに女性が腰こしかけている。白いブラウスにブラウンの長いスカート、緩ゆるくウェーブのかかったロングヘア。顔立ちが志緒によく似ている。彼女が志緒の母親だろう。

「マジか……」

　香介はうめくように言った。

　彼女の腹に地下茎が突つき刺ささっていた。彼女はぼんやりとした表情で、香介たちには目もくれず、スケッチブックになにやら描きこんでいる。長時間描きつづけていたのだろう、夫人の右手側面は真っ黒で、ソファの周りにはスケッチブックが散乱していた。

「お母さん、友だち連れてきた」

　志緒の声でようやく顔を上げた彼女は、しかし言葉を発することはなかった。香介のことをじっと見つめたかと思うと、急にギアが入ったみたいに猛もう烈れつな勢いでスケッチブックに鉛えん筆ぴつを走らせた。

　まもなく描きあがったのか満足げな表情を浮うかべ、スケッチブックのページを切り離はなし、香介に差しだした。プレゼントしてくれるらしい。右下には『波田野華はな』とサインまで入っている。

　描かれていたのは香介だった。短時間で仕上げられたとは思えないほどしっかりと描きこまれている。デッサンに狂くるいもなく、かなり描き慣れていると思った。

　しかし香介はその絵を直視できなかった。華の描いた香介は眉まゆがきりっと上がり、あごがシャープで、手足がとても長く、かなり美化されていたのだ。

　クラウが香介の顔を覗のぞきこむ。

「香介さん、なんで顔が赤いんです？」

「うれしいけど……なんかちょっと照れる……」

　ともかく、歓かん迎げいはされているらしかった。

「しかし、どうしてお母さんまで」

「確認してみましょう」

　クラウは首のジェネループを目の高さにはめなおした。そして香介のほうを向く。

「ふむ……ほほう。さすがはわたくしが目をつけた進歩的文化人。文化能が百に近い数値を示しています」

「それス○ウターみたいになってるのか？　──というか、百っていうのは高いのか」

「最大が百ですからね」

「そ、そうか」

　よくわからないが、なんだかとてもうれしかった。クラウはつぎに志緒のほうを向く。

「志緒さんの文化能は約八十……。ぎりぎり進歩的文化人といえる数値です。そして志緒さんのお母さんは──六十三。高めですね」

「要するにどういうことだ」

「数値が急激に上じよう昇しようした志緒さんだけでなく、もともと高めのお母さんも目をつけられていた、ということでしょう」

「それで、どうすれば助けられる？」

「文ぶん化か力ちからをオーバードースさせて、地下茎を内側から焼き切ります」

「オーバードース……？」

「過か剰じよう摂せつ取しゆ、ですね。外側から、大量の文化力を流しこむ」

「どうやって」

「いまこの場で、大量の文化力を出しうる人物はどなたでしょう？　ヒント、男性です」

「それ俺しかいないだろ。……ちょっと待て」

「なんですか」

「俺は男だ」

「見ればわかります」

「で、流しこむ相手は、女性だ」

「ええ」

「へ、変な意味ではないよな？」

　クラウは眉まゆ根ねを寄せた。

「と、言いますと？」

「いや、だから……男が、女にさ……流しこむ……」

　クラウはますます難しい顔になる。

「なにをおっしゃっているのかわかりませんが、料理を食べてもらうんですよ。食べ物で文化力を取りいれるんです」

「いや、なんとなくわかってたけどさ……」

　わかってはいたが、ちょっと期待したとは、口が裂さけても言えない。

「しかし大事なのは献こん立だてです。なんでもいいというわけではありませんから」

「献立か……」

　香介は志緒を見た。

「波田野はなにを食べたい？」

「肉！」

　即そく答とうだった。

「いや、食材じゃなくて。献立を」

「肉ならなんでもいい」

　──意外と肉食系か……。というか、参考にならん。

　香介は辺りを見回す。そして床ゆかに散乱するスケッチブックの一冊に目をとめた。

　そこに描かれていたのは、まぎれもなく波田野邸ていだった。まるでモノクロ写真のように精細な筆ひつ致ちで、さんさんと太陽の光が降りそそぐ波田野邸の様子が描かれている。

　地下茎はからまっていないし、薄うす曇ぐもりの今日の天気とも一いつ致ちしない。それに、先ほど見た庭には凝こったガーデニングが施されていたが、絵のなかの庭にはよく刈かりこまれた芝しばが生えているだけだ。おそらく過去の波田野邸なのだろう。

「スケッチブックがヒントにならないか？」

　クラウは香介の意図を汲くんだように「なるほど」とうなずいた。

　ソファのそばに座りこみ、散乱したスケッチブックをひとつひとつ当たっていく。

　表紙を開くと、赤ん坊ぼうが保育器で寝ねている絵が目に飛びこんできた。

　──これ、波田野だよな。

　ぐるりと大きな目に面おも影かげがある。愛らしい表情に思わず口元が緩んだ。

　つぎのページを開く。

　ぞわっと、全身に鳥とり肌はだが立った。

　赤ん坊の志緒を、誰だれかが抱だいている。

　その誰かは、描かれているが、描かれていない。

　真っ黒に塗ぬりつぶされた、影かげのような、人。それが赤ん坊の志緒を抱いている。

　香介は怖こわくなって、慌あわててページをめくった。

　つぎのページにも黒くろ塗ぬりの人物が描かれていた。はいはいをする志緒に手を伸のばしている。つぎのページでも黒塗りの人物がおり、志緒にスプーンでなにかを食べさせていた。

　ページをめくる、めくる、めくる。どの場面にもほとんど黒塗りの人物が描かれていた。

　──なん、だよこれ……！

　スケッチブックを閉じ、クラウを見た。彼女は思案顔でページを繰くっている。

「そ、そっちには描かれてないのか？」

「なにがです？」

「黒い……影みたいな奴やつだよ。なんかすごい怖い奴……」

「これですか」

　と、こちらに向けられたページでは、影人間が三日月のような口で笑っていた。

「うおっ……!!」

　香介は座ったまま後ろに飛び退すさった。

「お、おま、お前、怖くないのか」

　香介は動どう悸きがする胸を押さえて尋たずねた。

「まあ、少し色黒の方だなあとは思いましたが」

「そんなレベルじゃないだろ」

「それよりも、これを見ていただけますか？」

　そこにもやはり影人間が描かれていた。隣となりには四歳か五歳くらいに成長した志緒がいて、食しよく卓たくを囲んでいる。テーブルに載のっているのは──。

「カレーライスか」

「ほかにも食事中の絵は何枚もありましたが、半数以上はカレーの絵でした。これが波田野家の家庭の味、なのではないでしょうか」

　──そういえば。

　コンビニで志緒と初めて話したとき、スパイスを買いこむ香介に志緒は妙みように食いついてきていた。カレーになにか思い入れがあるのかもしれない。

「しかし、よりによってカレーか……」

「なにか問題が？」

「カレーみたいな国民食は、家庭によって味がばらばらだからな。甘口、辛から口くちみたいな単純な違ちがいから、ミルクを入れるとか入れないとか、具はビーフかポークかチキンか、はたまたシーフードか。豆って線もある。ルーで手軽に作ることもできるし、凝ろうと思えばいくらでも凝ることができる。奥が深すぎるんだよ」

　クラウがじゅるりとよだれをすすり、下げ卑びた笑えみを浮かべた。

「奥が深くてどんな具とも相あい性しようがいいなんて、とんだ尻しり軽がるもいたものですね」

「なんか俺、お前がだんだん怖くなってきたわ……」

「なになに？　きょうのごはん、カレー？」

　志緒の黄色い声がした。

　志緒は部屋着に着き替がえていた。ゆったりとしたプルオーバーに裾すその広いロングパンツ、そしてルームシューズ。カジュアルだがラフすぎず、どこか上品さがあった。

「たくみんが作るの？　やった！　わたしカレー大好き！」

　と、香介に抱きついた。

「は、波田野……!?　あ、あんまり、男にくっつくのは、その、よくないというか……」

「え～？　どうして？」

「どうしてって」

　とうとつに志緒とは逆方向から衝しよう撃げきがあった。クラウも抱きついてきたのだ。

「香介さんが作るなら、わたくし食べてさしあげてもいいですよ？　勝負ですから！」

　腰こしに『崩くずれないパンナコッタ』みたいな感かん触しよくが押しつけられた。

「クラっ……！　やめろ、ほんと。お前、形状だけは申し分ないんだから」

「それは褒ほめですか面めん罵ばですか!?」

「とにかく離れろ」

　香介はふたりの肩かたを押した。

「まったく。そういやクラウ、さっきも波田野に張りあってたよな。駅で」

「べつに、そういうわけじゃありませんけど」

　クラウはぷいっとそっぽを向いた。

　──わけがわからん。

　むくれるクラウを放ほうっておいて、志緒に尋ねる。

「お母さんのカレーはどんな味だった？」

「ううん……。あんまりからくなくて」

「甘口かな。具は？」

「肉と～、ジャガイモと～、ニンジンと～……」

「スタンダードな感じか。肉は牛肉？　豚ぶた肉にく？」

「ううん、とり肉」

「ルーのメーカーは？」

「わかんない……」

　──せめてメーカーがわかれば味の傾けい向こうがわかると思ったんだが……。

　現状では甘口でシンプルなチキンカレー、ということしかわからない。

　香介はもう一度、丹たん念ねんにスケッチブックを確かく認にんした。

　写実的な絵だが、モノクロでは情報量に限界がある。カレーも、多少の濃のう淡たんはあるものの黒い液体にしか見えない。

　──推測するしかないか……。

　あきらめてスケッチブックを閉じようとしたとき、ふと気になって、カレーライスではなくそれが盛られた皿のほうを見た。

　皿の縁ふちに描えがかれていた模様。小さくて潰つぶれているが、その形になんだか見覚えがある。

　──これって……もしかして……！

　香介はポケットからスマホを取りだして、懸けん賞しようのデータベースサイトにアクセスした。

　──この絵の波田野はたぶん、四歳か五歳。ということは約十年前。その前後で、陶とう磁じ器きのプレゼントキャンペーンをやっていたのは……。

　ビンゴだった。華が描いたカレー皿と同じ皿の画像が掲けい載さいされている。レトルトカレーか、カレーのルーの箱に印刷された得点マークを集めて送るともれなくもらえる皿だった。

　そしてそのメーカーは──。

　──サウス食品。

　皿の縁に描かれた模様は、サウス食品のロゴだった。

　スケッチブックのカレーの具はかなり大きいからレトルトではあり得ない。つまりルーを使っているということだ。そして、サウス食品で甘口がラインナップされているのは主力商品のみ。つまり「サーモンドカレー」と「技わざカレー」の二種。

　ここまで絞しぼれば可能性は五十％だ──と、ならないのがカレーの難しいところだった。ルーをブレンドして使っていたことも十分にあり得るからだ。

　しかし小さな子どものためにカレーを作るのであれば、どちらかといえば香こう辛しん料りようの香かおりが強い技カレーよりも、リンゴとハチミツが入っていて味がまろやかなサーモンドカレーを選ぶのではないか。混ざっていたとしても、こちらの分量が多いはずだ。

　──味の傾向しかわからないから、そのなかで最高にうまいものを……。あまり時間はかけられないし、エビスの甘口カレーパウダーを使うか……鶏とりももに揉もみこんで……シナモンとナツメグもほしいな……ジンジャーも少し……チリペッパーは控ひかえめに。旨うま味みはタマネギとトマトで……ヨーグルトはやめておくか、シンプルにいこう……あとはハチミツと擦すったリンゴを入れて煮に込こんで……うん、我ながらいい味──。

　いきなり頰ほおをひっぱたかれて首がぐるんと回転した。

「あ痛あ！」

　なにが起きたのかわからず、頰を押さえたまま呆ぼう然ぜんとする。目の前でクラウが自分の手のひらを押さえていた。どうやら彼女が平手打ちをしたようだった。

「なんで!?　なんで俺、はたかれたの!?」

「すみません。何度も呼びかけたのですが、応答がなかったのでやむなく……」

　呼びかけられた記き憶おくはまったくなかった。きょとんとしていると、クラウが言った。

「覚えてないんですか？　香介さん、急に虚うつろな目になったかと思ったら、エア料理を始めて」

「エア料理……？」

「エアスパイスを調合して、エアフライパン返しをして、エア味見をして、エアにやにやしていました」

「最後のはべつにエアじゃないだろ」

「でもよかった……。もう帰ってこないかと」

　クラウが怖がるほどだなんて、どれほどやばい目をしていたのだろうか。

　そういえば、レシピを検討しているといつの間にか深夜になっていることがよくある。もしかするとわりと頻ひん繁ぱんにトリップしているのかもしれない。香介は自分が怖くなった。

「で、でも、波田野家のカレーの味はわかったぞ。サウス食品のサーモンドカレールー甘口を使ったシンプルなチキンカレー……。これが俺の見立てだ」

　クラウが目を見張った。

「どうやって特定したんですか」

「特定はしてないけど、かなり近いと思う。俺はちょっと買い物に行ってくるから──波田野、クラウを頼たのんだぞ」

「うん」

　志緒はこくんとうなずく。

「それとクラウ。大人しく待ってろよ」

「はい。──いやいやいや、逆では？　逆ですよね？」

「？　いや……？」

　呆然とするクラウを無視し、香介は買い物へ出かけた。




　　　　　○




　真っ白なクロスのかけられたダイニングテーブルに、カレーライスが配はい膳ぜんされていく。そのテーブルには志緒と華が向かいあって座っていた。

　配膳しているのはクラウだ。自分もなにか協力したいと給きゆう仕じ役を申し出たのだ。もともと動作には品のよさがにじみ出ているし、服装も相まって、まるで貴族つきのメイドみたいな雰ふん囲い気きを醸かもし出している。華はそんなクラウをうっとりした表情でスケッチしていた。

　一方キッチンの香介は、カレーを盛りつけスマホの前に置いていた。スマホの画面には魔ま女じよこれのキャラクター、大おお河原がわら多た恵えが映っている。京都生まれの彼女は、はんなりとした女子高生。しかし、ドコイチのカレーに山盛りのトッピングを乗せてもあっさり完食してしまう、巨きよ漢かん男性ですら引くほどの大食いだった。

「おかわりはたくさんあるからね。ふふふ……」

　ダイニングルームから「いただきます！」と志緒の元気な声が聞こえてきた。

　どくん、と心臓が跳はねる。

　いつもどおり、このカレーは大河原多恵のために作ったものだ。志緒や華のために作ったわけではない。だから緊きん張ちようする必要もない。

　──なんでどきどきしてるんだよ……。

　香介はいら立ち、自分の胸を拳こぶしで小こ突づいた。

「お待ちください」

　クラウの声がした。キッチンから顔を出して覗のぞく。クラウはこほんと咳せき払ばらいをし、

「おいしくなーれ！　おいしくなーれ！」

　と、キッチンに轟とどろくような叫きよう声せいをあげ、ぐるぐる腕うでを回しはじめた。

「まう、まう、ぽよーん！」

　手で形作ったハートマークを突つきだし、おまじないは終しゆう了りようした。そして鼻息が聞こえそうな得意顔で言う。

「本式のメイドさんはこうするのですよ」

　華はもとより、志緒もぽかんとしていた。ハピコア状態の人々すらどん引きさせる生まナチユラれつきルボーンハピコアなクラウを香介は不ふ憫びんに思った。

「ささ、どうぞ召めしあがってください」

　クラウの言葉でふたりはスプーンをとり、カレーを口に運んだ。

　華の目に一いつ瞬しゆんだが生気のようなものが走ったように見えた。

　が、それだけだった。すぐに元のぼんやりした表情にもどって、黙もく々もくとカレーを食べるだけだった。

　志緒は一口食べるごとに「おいしい！」と感想をもらしていた（そしてなぜかクラウがどや顔をしていた）。しかし志緒にも元にもどる徴ちよう候こうは見えない。

　当然、ふたりの腹には変わらず地ち下か茎けいが接続されている。

　香介はうなだれた。

　──俺のカレーには、文化の力は、ない……。

　キッチンに引っこみ、スツールに座りこむ。

　クラウがキッチンに入ってきて、落ちこむ香介を見るなり言った。

「な、なんですかその『燃え尽つきたぜ……真っ白にな……』みたいな格好」

「灰になりたい……塩で揉んで……日本海にまいてくれ……」

「落ちこみすぎでしょう!?」

「だって、俺のカレーはなんの役にも立たなかった。多恵さんにも申し訳がない……」

「ドンマイですよ香介さん！　まだなにか手立てはあるかもしれません。わたくしも手伝いますから、頑がん張ばりましょう！」

「クラウ……」

　香介は顔を上げた。いつもは鬱うつ陶とうしいクラウの底そこ抜ぬけの明るさは、いまは唯ゆい一いつの救いのように感じた。少しだけ身体からだに力が湧わいてくる。

「わかった、俺、やるよ」

「そう、その意気です！　──さ、そうと決まれば腹ごしらえです。このパンの耳を」

　と、持ちあげた袋ふくろは空っぽだった。袋を逆さにするとパンのカスが床ゆかに落ちた。

「わ、わた、わたくしの、パ……パァンがぁ……？」

「ああ、それ俺が」

「たたた食べたんですか!?　わたくしのパンの耳を!?　なぜ？　どうして！」

　クラウは香介に詰つめ寄った。

「い、いや、そういうわけじゃ」

「わたくし頑張りましたよ!?　お留守番もしましたし、メイドさんだってやりました！　それが、それが、こんな仕打ちがありますかあああああああああああああああ!!」

　クラウは慟どう哭こくした。

「いっじょうげんめいでづだったのにいいいぃぃぃいいぃぃいい！」

「いやお前、そんなにパンの耳が好きなのか？」

「好き……好きじゃありませんけどおおおおおおおおおうううああぁああああ!!」

「いやもうほんと、お前の情じよう緒ちよどうなってんだよ……」

　香介は呆あきれて言った。

「食ったんじゃないって。入れたの」

「……入れた？」

「ちょっととろみと香こうばしさが足りなかったから、パンの耳を」

　カレーを指さす。

「本当は炒いためた小麦粉なんかを使うんだけどな。ちょっとつまんでみたらうまかったから、代用できるかなって」

「やっぱり食べたんじゃないですか！」

「味見くらいいいだろ」

「ということは」

　クラウが鋭するどい目つきでなにかを見た。その視線の先には大河原多恵用のカレーがあった。

　止める間もなかった。クラウは流れるような動作でスプーンをつかみ、カレーライスを山盛りにすくい、頰ばった。

「お前ふざけんな！　それ多恵さんのだって言ったろー！　なんだよもー！」

「でも、これにはわたくしのパンの耳が入っているわけですからね。わたくしにも食べる権利は……けんっ、けっ、権利ぃ……」

　だらっと身体が弛し緩かんする。震ふるえるスプーンでジャガイモをすくいあげる。

「こ、こんなに大きいの、入らないよぉ」

「そもそも食うなって言ってんだよ」

　入らない、と言いつつ、ジャガイモはすっぽり口に収まった。

「はぐっ……！　も、もがぁ、ぐむ……！　すごく熱い……火傷やけどしちゃう……！」

「冷ませよ、ってか食うな」

「身体が、火ほ照てるぅ……」

「スパイス入ってるからな。ってか食うな」

「もうダメ……我が慢まんできない……！」

　キーン、と耳鳴りのような音が響ひびく。首のジェネループが徐じよ々じよにその輝かがやきを強くする。

「な、なんで……!?」

　まるで光の洪こう水ずいだった。キッチンは白い光に染めあげられる。

　──どういうことだ……!?

　志緒たちの地下茎は焼き切れなかった。それは、このカレーに文化力がないからだと思っていた。しかしこのクラウの反応を見るに、文化力は十分に含ふくまれていたようだ。ではなぜふたりを救うことができなかったのか。

　光が徐々に弱まり、終息する。香介は失神するクラウを揺ゆり起こした。

「おいクラウ！　クラウ！　どういうことなんだよ！」

「う、ううん……。もう食べられない……」

「ベタな寝ね言ごと言ってるんじゃねえ」

　香介はスリッパの先せん端たんをクラウの眉み間けんに突き立てた。

「ったあ！　女の子の顔をスリッパで突くなんて！」

「お前、自分がふつうの女の子のカテゴリに入れると思うなよ」

　クラウは、ふすん、と鼻息を鳴らした。

「知ってますよ、わたくしがふつうでないことくらい。この美び貌ぼう！　そして溢あふれる知性！　まさに」

　香介はスリッパを縦にして振ふり抜ぬいた。スコン、とししおどしみたいな音がなった。

「痛い！　縦！　せめて横！」

「いいから答えろ。どうしてふたりの地下茎は焼き切れなかった？　文化力は十分だったはずだ」

　クラウは頭をさすりながら言う。

「文化力が素す通どおりしていると考えられます」

「素通り……？」

「人には文化力を受容するレセプターが備わっています。感度、大小の差はあれ、必ず。しかしときおり、レセプターに蓋ふたを閉じてしまう場合があります。天あまの岩いわ戸とのように」

「原因は」

「さまざまですが、本人自身が拒きよ否ひしている──有り体ていに言えば隠かくしたいなにかがある、ということです」

　──隠したいなにか……。

　志緒がショウウィンドウに映った自分の姿にひどく動どう揺ようしていたのを思い出す。

『だって、みじかいのはダメだから』

『お母さんに見られるから……』

　そしてもうひとつ。すっかり真面目まじめ風な格好になった自分を、

『かわいくないよっ』

　とも言っていた。

　──波田野は、あのファッションをお母さんに隠してるのか？

　しつけが厳しいのだろうか。たしかに華の趣しゆ味みやファッションはどこかハイソな感じで、俗ぞくっぽいギャルファッションとは相あい容いれないように思える。しかし、

『たぶん怒おこられない……』

　ということは、厳しいわけでもない……？

　地味な格好をした自分が嫌きらいでギャルファッションをしているが、それを母親には隠している。しかし隠している理由は怒られるからではない。

　華の隠し事にいたってはまるで分からない。馬車馬のように絵を描かきつづけていることとなにか関係があるのだろうか。

　クラウが言う。

「まあ、お母さんのほうについてはお任せください。見当はついています」

「見当ついてるって……。なにを隠してるかわかったのか？」

「いえ、なにかはわかりません。でも、どこかはわかります」

「場所……？」

「場所というか、時間、ですね。お母さんのスケッチを思い出してください。幼い志緒さんの隣となりには必ずと言っていいほど影かげ人間が寄り添そっていました。あれは──お母さん本人ではありませんか？」

「言われてみれば……。お母さんの行動そのものだな」

「しかし、真っ黒に塗ぬりつぶされている。それは、その当時の自分を隠したいという気持ちの裏返しでしょう」

「……なるほど。でも、だったらどうするんだ？」

「こうします」

　クラウはジェネループに触ふれた。

「襲かさねの色目、次元デロ転移リアンモード」

　クラウの衣服がジェネループに吸いこまれ、素すっ裸ぱだかになる。そしてジェネループの左右の宝石からオレンジとグレーの布が広がり、彼女の身体に巻きついていく。

　ぱっと輝きを放ち、コスチュームチェンジは終しゆう了りようした。

　クラウの格好は前の白魔ライト術師オブラブモードとは打って変わり極きわめてカジュアルだった。銀色のバイザーを頭に載のせ、髪かみは後ろで結ゆわえてポニーテールにしてある。手にはメタリックなスケートボードを持ち、ひじにはひじパッド、ローライズのジーンズから見せパンが覗のぞき、足には白いスニーカーを履はいている。胸に巻かれたオレンジ色のチューブトップは、クラウの豊かな胸を覆おおいきれておらず、谷間がこれでもかとばかりに露あらわになっていた。

　クラウが腰こしに手をやりポーズをとると胸が『たゆん』と揺れた。凝ぎよう視ししてしまった自分が恥はずかしくなり、香介は手で顔を覆った。そして逆ギレ気味に言う。

「お前のそういうところ直したほうがいいと思う……！」

「直すとはなんですか。泥どろ人うど最新型、完全無欠のクラウに対して！」

　抗こう議ぎの拳こぶしをぶんぶん振ると、シンクロして胸もゆっさゆっさと揺れる。

「そういうところだよ！　──お前あれだな、国が違ちがえばサキュバスとか呼ばれる類たぐいだよな」

「よくわかりませんがかっこいい響きですね。ありがとうございます！」

　頭を下げると、シンクロして胸も会え釈しやくした。彼女に皮肉や嫌いや味みが効くはずもなかった。

　──幸せな奴やつ……。こいつの頭にはちらし寿司ずしがつまっているに違いない。

「そんなことより、デロリアンってまさかお前」

「ええ、ちょっと十年前にもどってきます。香介さんのカレーのおかげで一・二一ジゴワット相当のエネルギーは充じゆう塡てんされています。あとは八十八マイルまで加速することで、わたくしは過去へともどることができるというわけです」

　香介はスマホで計算する。

「八十八マイルって──約百四十キロ？　そこまで加速するには住宅街の道路じゃ短いだろ」

　クラウは「ふふん」と鼻で笑った。

「道路ですって？　高天原では、そんなものはいらんのですよ」

　と、キッチンの窓を開け、左手首の四角くごつい腕うで時ど計けいのボタンをぽちぽちと押した。

「セットオーケー！」

　スケートボードを放ほうり投げる。するとそれは床ゆかすれすれでふわりと浮うかんでとどまった。

　バイザーを目元に下ろしてボードに飛び乗る。ボードの底から青白い炎ほのおが吹ふき出し、上じよう昇しようする。窓から外へ出て、クラウの身体からだを上へ上へと運んでいく。

　空高くに静止すると、クラウが腰を落とした。すると青白い炎が今度は後方に吹き出し、「イィィィィィヤッホウゥゥゥゥ！」というクラウの叫さけび声と同時に急加速したかと思うと、彼女の姿は稲いな妻ずまとともに消え失うせた。空には飛行機雲のような炎の軌き跡せきが残っているばかりだった。

　華の隠し事はクラウに任せておけばよさそうだ。だからといってクラウの帰りをじっと待つのも落ちつかない。自分にもなにかできることはないだろうかと、香介は志緒たちのいるダイニングに向かった。

　華はあいかわらず黙もく々もくと絵を描いている。志緒はぐったりと机に伏ふせていた。

「波田野!?」

　慌あわてて肩かたを揺する。

「波田野？　おい、波田野！」

　志緒が顔を上げ、大きなあくびをした。

「……どうしたの？」

「い、いや。寝ねてたのか……」

　ほうっと息をついた。

「こんなところで寝てたら風邪かぜひくぞ。寝るならちゃんと布ふ団とんに入れよ」

「うん……。あ！」

　虚うつろな目をしていた志緒が、ぱっと顔を輝かせた。

「いっしょに寝よ？」

「……うん？」

「いっしょにぃ、寝よ？」

「……なんで？」

「寝たいから」

「ひ、ひとりで寝たらいいんじゃないかな」

　すると志緒は悲しそうに顔をうつむけた。

「志緒と寝るのイヤ？」

「い、嫌いやではないけど」

「やった！　じゃあ行こ？」

　と、香介の服の袖そでをぐいぐい引っぱる。

　香介は押し切られる形で志緒の部屋へと向かった。




　女の子の匂においというのは、本当にまずい。すれ違ったときに漂ただよう匂いだけでも、男というのは幸せを感じてしまうものだ。

　女の子の部屋となると、そんないい匂いを発する女の子自身が長い時間をすごす場所だから、いい匂いが充みち満ちている。

　それがベッドならどうだろう？　いい匂いを放つ女の子が、おそらくもっとも長時間、肌はだを密着させる場所だ。いい匂いの、るつぼだ。

　香介はそのるつぼのなかに身体を沈しずめていた。呼吸を止めてもなお志緒の匂いが鼻び腔こうに入りこんでくる。落ちつくような、落ちつかないような、そんな匂いだ。

　しかも隣を見ると、横になった志緒が微笑ほほえみかけてくる。呼吸の音が聞こえる。体温を感じる。

　嗅きゆう覚かくも視覚も聴ちよう覚かくも触しよつ覚かくも、志緒に支配されてしまっていた。

「たくみん」

「ははい！」

　志緒の甘えるような声に、思わずすっとんきょうな大声をあげる。

「なんかお話して？」

「お、お話……？」

　香介は頭のなかの引き出しを片っ端ぱしから開けて、志緒が喜びそうな物語を検けん索さくした。

　──すごい……なにも思い浮かばない。

　緊きん張ちようのせいで頭が働いていないのもあるが、そもそもスタンダードな物語のストックが圧あつ倒とう的てきに足りていない。桃もも太た郎ろうやら浦うら島しま太た郎ろうはなんとか話すこともできるだろうが、いまどきの女の子が喜ぶだろうか。

　それ以外で、香介が自信をもってそらんじることができる、唯ゆい一いつの物語。

　──魔女これ。

　スタンダードな物語とはいえないが、オブラートに包んで話せばむしろ『魔ま女じよ』という要素は女の子の心に響ひびくのではないかと思えた。

　香介は頭のなかを検索した。何度も何度も読みかえした物語だから検索は高精度かつ高速だった。

　──隠かくし事……か。

　志緒たちふたりのように、お互たがいの隠し事が原因で仲なか違たがいをしたふたりの魔女の話が思い浮かぶ。

　──ちょっと重いかな……。

　香介が話すのをためらっていると、左手がきゅっと握にぎられた。

「……！」

「たくみん早くぅ」

　耳に志緒の甘い吐と息いきがかかり、香介の検索エンジンはエラーを吐はいた。もう検索はできない。いま思い浮かんでいた話をするしかなかった。

　香介はたどたどしく話しはじめる。

　それは魔女これのスピンオフ小説のエピソードだった。異世界との戦争をモチーフにしているわりにはどこかのんびりした雰ふん囲い気きの本編ゲームとは違い、気を抜ぬくと準主役級のキャラまでぽんぽん死んでいくようなハードさが売りで、賛否両論のある作風だった。

　その第三巻、主役・摩ま子こと仲間のエルレオーネというふたりの魔女の話だ。




　摩子は真面目まじめで、仲間思いの女の子でした。エルレオーネ、通つう称しようエルは海外の出身で、豊かな金きん髪ぱつをもつお金持ちのお嬢じよう様さま。

　あるとき摩子は、エルが訓練そっちのけで、鏡の前で髪を梳すいているのを発見してとても怒おこります。

「みんなが自分を捨てて頑がん張ばっているのに、なにをやってる！」

　エルはこう返します。

「ふ、ふん。わたしはあなたがたと違って心に余よ裕ゆうがありますの。一いつ緒しよにしないでくださいます？」

　ふたりは大げんかをして、しばらく口もききませんでした。

　そんなとき、異世界から敵がやってきて魔女たちは戦いに赴おもむきます。

　つぎつぎと敵を打ち倒たおす摩子とは対照的に、エルは青白い顔で、どこか調子の悪い様子。

「危ない！」

　という摩子の声は届かず、爆ばく風ふうに巻きこまれ、エルは怪け我がをしてしまいます。

　戦せん闘とうが終わり、医務室に運ばれたエル。摩子は医務室には入らず、

「ちゃんと訓練しないからだ！」

　と憎にくまれ口を叩たたいて走り去ります。

　自分は正しい、自分は間ま違ちがっていない、と思いながらも、訓練に身の入らない摩子。彼女はあるとき、上官がこう話しているのを聞いてしまいます。

「エルの力は特とく殊しゆだ。髪を梳き、整えることで、魔力を練る。であるのに、エルは数日前からそれを怠おこたっていたらしい……」

　摩子はとてつもない罪悪感に襲おそわれました。




「どういうこと？」

　志緒が尋たずねてきた。やはり、少し難しかったのかもしれない。

「う～ん……。──どっちが悪いと思う？」

「どっちもわるくないと思う」

「だよな。どっちも悪くないんだよ。摩子が厳しくするのはエルに命を落としてほしくないからだし、エルが髪かみを梳くのは摩子たちとともに戦うためなんだ。だから……そうだなあ、一言で言うと……」

　香介は言葉を吟ぎん味みした。

「お互いを大切にすることで、かえって傷つけ合ってしまうこともあるってこと、かな」

　つないだ志緒の手がぴくっと動いた気がした。

「しいて言うなら、摩子はエルの話をもっと聞くべきだよ。怒ど鳴なりつける前に」

「……」

「エルは、髪を梳くことを後ろめたく思ってたわけだけど、それだって、きちんと話せば摩子たちはわかってくれたんじゃないかな？」

「……はい」

「魔女である以前に、ひとりの女の子として」

「……はい」

「……」

「……はい」

「波田野？」

「……はい」

　怪け訝げんに思って、横を見る。

「……はい。……はい。……はい」

　志緒が壊こわれたＣＤプレイヤーのように同じ言葉を繰くり返している。目がうろうろと泳ぎ、顔はコタツのヒーターみたいに赤くなっている。

「波田野、お前……もしかして」

「……はい」

「元にもどってる……？」

「……」

「……」

「……な、なんでぇ、たた、たくみんが、わわたしの布団で、寝てるんですかぁ……！」

　志緒は顔をさらに赤くして、か細い声で言った。

「あ、す、すまん、すぐ出るから！」

　身体からだを起こすと、志緒が急に香介の手を引っぱった。

「待って！　お母さんに見つかったら……！」

　しかし男の香介と女の志緒では力の差があり、まして志緒は小こ柄がらで軽いから体重差もあって、ふたりは床ゆかに転がり落ちた。

「痛いったー……」

　床に後頭部を打ちつけた志緒が顔をしかめて頭をさする。

　目が合った。香介は志緒の上になっていた。まるで押し倒したような体勢だった。

　志緒の汗あせばんだ額や頰ほおに乱れた髪がはりついている。服の裾すそが大きくめくれあがって露あらわになったお腹なかが小さく上下している。パンツが左側だけずり下がって、ショーツの足ぐりまで露わになっていた。

　志緒の怯おびえるような表情、白いお腹、そしてショーツの花はな柄がらの刺し繡しゆう──。

　ああ俺、この光景、一生忘れないんだろうな。香介はそんな間ま抜ぬけなことを考えていた。

　志緒はますます泣きそうな顔になって、両手で顔を覆おおい、言った。

「……困る」

「す、すまん」

　と、身体を離はなそうとしたとき、部屋のなかがカッと明るくなったかと思うと、志緒のベッドになにかがものすごい勢いで突つっこんで、ワンバウンドし、香介たちの上を回転しながら飛び越こえて、壁かべにぶつかった。
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　クラウだった。

　──もっと困る奴やつがきた……。

　クラウはハエ叩きで潰つぶされたハエみたいな体勢で壁にはりついていた。

　次元転移モードのコスチュームがジェネループに収納される。

「高天原では道路なんていらないんじゃなかったのか？」

　クラウは壁から身体を引きはがし、赤くなった鼻を押さえた。

「少々座標を間ま違ちがえまして……。それより香介さん、わたくしやりました──」

　と、香介と志緒を見た。

「なぜ身体を重ねてらっしゃるんです？」

「誤解を受けるようなこと言うな！」

「ってか、さしあたり、どいてほしいんですけど」

　下から志緒の声がして、香介は「す、すまん！」と飛び退のいた。

　志緒は身体を起こし、髪と衣服を整えた。

「聞きたいことがいっぱいあるんだけど。まず……」

　クラウを見た。

「クラっち、いきなり現れたけど、あなたって」

「はい。十年前にタイムスリップして志緒さんのお母さんの情報を集めてきました」

「うわあ、新情報多すぎー。タイムスリップとかさらっと出てきてわたしマジ絶句なんですけど」

「そもそも志緒さんの頭がハピコア状態になったのが原因で」

「よくわかんないけどすごい誹ひ謗ぼう中傷を受けた気分」

「クラウ、説明を飛ばしすぎだ。順を追ってだな……」

「順を追って……」

　クラウが志緒を改めて見た。

「ええ!?　志緒さん、どうして元にもどってるんですか!?」

「よしもうお前黙だまってろ」

　香介はクラウを押しのけた。

「すまんな波田野。こいつには空気を読む機能が備わってないんだ」

「なんてこと言うんですか香介さん！　わたくしは──」

「それは知ってるけど」

「志緒さんまで!?」

　香介はクラウを再度押しのけて、一から説明した。

　クラウが高天原からやってきた文化侵しん略りやく兵器であること。進歩的文化人から文化力を吸いあげて高天原へ送るのが目的であること。志緒も進歩的文化人の基準に達し、クラウ以前の天あめの沼ぬ矛ぼこに文化力を吸われたこと等々──。

　志緒は戸と惑まどい気味に言う。

「全然信じられないけど、クラっちがなにもないところから飛び出てきたのはほんとだし、わたしの記き憶おくがないのもほんとだし……」

「記憶は、まったくないのか？」

「う～ん……。なんか、魔ま女じよ？　の話は覚えてる。あと──あ。駅」

「駅？」

「駅にいて……。急に寂さみしくなって泣いてたら、誰だれかがきて、手をつないで、それですごく安心したのを覚えてる。でも、これは夢かも」

　香介はなぜか気き恥はずかしくなって頰をかいた。

　志緒は半信半疑といった様子だった。無理もない。こんな突とつ拍ぴよう子しもない話をすんなり信じられるわけもない。

　志緒が急に調子はずれな声をあげた。

「あれ？　そういえばわたし、たくみんたちにお茶とか出した？」

「いや、そんな状じよう況きようじゃなかったし」

「うわあ、マジで？　ごめんね、お構いもしませんで。いま持ってくるから」

　志緒は「お母さんに怒おこられる～」などと言いながらいそいそと部屋を出た。

　しばらくしてから、クラウがぽつりと言った。

「そういえば、志緒さんにお母さんのことを伝えていないのでは？」

　階下から、ガシャンとなにかが割れる音が聞こえたのは、それとほぼ同時だった。

　香介たちは慌あわてて階段をおりる。

　リビングではあいかわらず華が黙もく々もくとスケッチしている。その前で志緒が呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。足元にはお盆ぼんと割れたグラス、そして液体が溜たまりを作っている。

「志緒さんにもうっすら見えるのではありませんか？　お母さんのお腹に接続された地ち下か茎けいが」

　志緒は無言で小さくうなずいた。クラウは説明する。

「約十年前。お父さんの栄転でこちらへ引っ越してくる前のことです。お母さんはひとつ、あきらめねばならないことがありました」

　クラウが一冊の冊子を差しだした。Ａ５サイズの、とても薄うすい冊子だった。

　鋭するどい目つきをした男と美少年が抱だき合っている表紙で、ふたりとも鎧よろい兜かぶとを装着しているが、なぜか上半身は裸はだかだった。タイトルには『夜よるの下げ克こく上じよう』とある。

「創作活動です。お母さんはその界かい隈わいではかなり有名な作家さんで、この冊子も手に入れるのは一苦労でした。しかし結けつ婚こん、出産を経へて『このまま創作にうつつを抜ぬかしていいのだろうか、娘むすめのためにすっぱりとあきらめるべきではないのだろうか』と悩なやんでいたようです。そして引っ越しを機に、完全に手を引きます」

「なんとなく、わかってた……」

　志緒が独白のように言った。

「どこか無理をしているような気はしてた。なにかを我が慢まんしているような……」

　香介は得心した。志緒のあの言葉。

『だって、みじかいのはダメだから』

『お母さんに見られるから……』

『たぶん怒られない……』

　母親がなにかを我慢しているのを察していたのに、自分は勝手気ままに振ふる舞まっているようで、罪悪感があったのだろう。

　志緒はスケッチブックをひとつ拾いあげ、ページを開いた。そこには幼い志緒と影かげ人間──華が公園で遊ぶ様子が描えがかれている。つぎのページには、一いつ緒しよにお絵かきをしている絵。つぎのページも、そのつぎのページも、すべて志緒と影人間が楽しそうに笑っている絵だった。

　スケッチブックはまるで、華の頭のなかそのものだった。

　志緒の涙なみだがスケッチブックに小さな染しみを作った。

　クラウが言う。

「香介さん。もう一度、カレーを作ってください」

「でも、俺のカレーには……」

　華の天あまの岩いわ戸とをこじ開ける力はない。クラウは首を横に振った。

「当時のお母さんに尋たずねてきました」

「レシピをか」

「買い物帰りのお母さんに『お宅のカレーはどう作るのですか？』と。そうしたら」

「そうしたら？」

「『あなた誰？』と言われました。まさかの展開です」

「聞けなかったのかよ」

「匂においはわかりましたよ。あれはニンニクの香かおりでした。あと、買い物袋ぶくろにバナナが」

「バナナか……」

　香介は、勘かん違ちがいしていたのかもしれない、と思った。

　──甘口のルーにバナナを混ぜたら、かなりべたべたな甘さになってしまう。ルー自体は甘口ではなかったのかも……。

　食材は先ほどの残りと波田野家にあるもので足りそうだった。

「その路線で作ってみるか」

「それわたしが作る」

　志緒はすっくと立ちあがり、ごしごしと顔をこすったあと振り返った。まぶたははれぼったく、鼻の頭は赤い。

「いや、でも俺が作ったほうが」

「作ってあげたいの。わたしが、お母さんに」

　香介をまっすぐ見つめる瞳ひとみには、強い意志のようなものが感じられた。香介は気け圧おされ「わ、わかった」とうなずいた。

　志緒は「ありがとう」と礼を言い、階上へと駆かけあがった。

　しばらくしておりてきた志緒は、学校の制服を着ていた。ネクタイを緩ゆるく結び、シャツの第二ボタンまではずして、スカート丈たけは太ももの辺りで、髪かみはボリュームのあるアップ。

　学校の志緒だった。

　志緒はキッチンに向かうと、エプロンをつけて、ぎゅうっと腰こしの紐ひもを縛しばった。

　ふー、と長く息をつき、

「よし」

　と、小さく、しかし力強くつぶやく。

　そして料理を開始した。

　香介はそれをやきもきしながら見ていた。志緒の手つきはやはりあまり上手とは言えず、タマネギを刻んではぼろぼろと涙をこぼし、肉は炒いためすぎて焦こげる一歩手前、水とスパイスの加減がわからず、スパイスを入れすぎては水で薄め、薄めすぎてはまたスパイスを投入し、カレーは鍋なべに溢あふれんばかりとなった。

　最後に、潰つぶしたバナナと擦すったニンニクを入れて煮にこむ。

　香介は簡単なアドバイスはしたが、基本的には志緒に任せた。志緒の意志を尊重したかったからだ。しかし、やはり自分が作ったほうがよかったのではないか、という思いはぬぐい去れない。自分のほうがおいしく手早く作れた、と。

「わたしさ」

　志緒が鍋をじっと見つめたまま言った。

「中学のとき、暗かったんだよね」

「暗かった？　波田野が？」

「ひとりで本読んだり勉強したりしてるのが楽でさ。でも、楽だからって独りが好きなわけじゃない、むしろ嫌きらいだった。寂しいし。──めんどくさい奴やつだよね」

　なんと返事をしていいのかわからず、香介は黙りこむ。しかし志緒は独り言のように話しつづけた。

「なんか、わたしみたいな暗い奴がみんなに話しかけたらダメなんじゃないか、って強きよう迫はく観念があってさ。盛り下げちゃう、みたいな。そんなときさ、動画？　かなんかで、女芸人さんが言ってたんだよね。『お洒落しやれをするのは男のためじゃない。自分に自信をもつためだ』って」

　志緒は「ふふ」と小さく笑った。

「まあその芸人さんはすっごい太っちょで、周りの芸人さんたちにすごく笑われてたんだけど。わたしにはすごく刺ささったんだ。『これだ』って。その人がやってたのが、ギャルファッションだったんだよね。だからわたしも」

「それで遠くの高校に？　地元だとバレるから」

「う～ん。まあそれもあるけど。遠くっていったって電車一本だし、バレるときはバレるんじゃない？　でも、お母さんになら、バレないかなって」

　言葉が自じ嘲ちようの色を帯びる。

「たくさん友だちができたよ。でも、みんなと仲よくなればなるほどお母さんへの罪悪感が大きくなってってさ。だからって、いまさら暗かったころには──独りぼっちだったころにはもどれなくて……」

「なるほど、志緒さんの文化力が急激に増大したのは、それが理由ですか」

　クラウが口をはさんだ。

「罪悪感やネガティブな感情を抱いだきつつも、文化的な活動をやめることができない、その業ごうの深さこそが、文化力の源」

　学校の階段で志緒が見せたつらそうな表情を思い出す。あれは母親への罪悪感にさいなまれていた表情だったのだ。

　香介は疑問を口にした。

「でもそれなら、波田野の文化能はもっと前から基準に達していないとおかしくないか？　なんで今日だったんだ？」

　志緒が「それ、わたしわかるかも」と言った。

「今日──昨日から、かな。すごく楽しかったんだ。たくみんと仲よくなれて。だって絶対無理だと思ってたから。たくみん怖こわかったし」

「え？　怖い？　俺が？」

「人を寄せつけない雰ふん囲い気きっていうか。来るな、って感じで。でも昨日、コンビニで、クラっちと話してるたくみんを見たらさ、なんか楽しそうだった」

　焦あせっていた記憶しかない。

「『あ、この人こんな顔するんだ』って。だから『大だい丈じよう夫ぶかも』って思って。クラっちとも知りあえたし。だからすごくうれしくて。調理実習もすごく楽しかった。でも……」

　志緒の言葉はそこで途と切ぎれた。しかしそのあとにつづく言葉は言わなくてもわかる。楽しくなれば楽しくなるほど、罪悪感が強くなっていたのだろう。だからこそ今日、志緒の文化能は基準を超こえたのだ。

　保温してあったご飯とカレーを皿によそう。そして華の前へ差しだした。

　野菜が大きかったり小さかったり不ふ揃ぞろいだし、カレーはとろみがなくすっかり皿の底に沈しずんでしまっている。

　──これは……。

　ダメかもしれない。そう思った。

「お母さん、食べて」

　華がスケッチブックから顔を上げる。ぼうっとした表情でカレーを見つめ、おもむろにスプーンを手にとる。ご飯を崩くずし、カレーと混ぜると、それをすくいあげ、口に入れた。

　華がぼんやりとした顔で志緒を見つめている。志緒は、溢れそうな感情を必死で押しとどめるみたいに口を結んでいる。

　──やっぱり……。

　ダメか。そう思った。

　そのとき。

　華の目の焦しよう点てんが定まった。その目は志緒の顔をとらえている。

「志緒……」

　初めて華の声を聞いた。しばらくぶりに声を出したためか、痰たんがからんだようながらがら声だったが、たしかに志緒の名を呼んでいた。

「それ……」

　視線が上から下、下から上へと動く。志緒は華の視線を真正面から受けとめている。

　華が言う。

「よく似合ってる」

　そして微笑ほほえんだ。

　志緒は、もう耐たえられないようだった。決けつ壊かいしたみたいに目から涙があふれ出て、華に抱きつく。そして声を殺して泣いた。

　華の腹に接続されていた地ち下か茎けいがパンと弾はじけて、苦しそうにもがいたあと、床ゆかに吸いこまれるように消えた。

　香介は後ろを向いた。感情を爆ばく発はつさせている人を見るのがどうにも苦手だった。映画やドラマでも、お涙頂ちよう戴だいの場面になると見ていられない。

　だからって、彼らをバカにしているわけではない。あんなふうに素す直なおに感情を表に出せたらと、どこかうらやましく思っている。あんなふうに、素直に泣けたら、と。

　──なんで俺はこんなにドライな人間なんだろうな。

　香介は大おお袈げ裟さにため息をついて、やれやれと首を横に振ふった。

　クラウは戸と惑まどったような、愁うれいを帯びた表情で志緒たちを見ていた。彼女でもこんな顔をするのだな、と横目で見ていると、その視線に気がついたクラウが香介のほうを向いた。そして少し慌あわてたように、ティッシュの箱を差しだした。

「……なんだよそれ」

「目、真っ赤ですよ」

「……」

　香介はティッシュを奪うばいとって鼻をかんだ。




　　　　　○




　香介とクラウは、すっかり暗くなった道を家に向かって歩いていた。

　夜空は雲ひとつなく、なんだかいつもより星がきれいに見える気がした。妙みように気分がうきうきする。

　──そういえば、あの話の最後もこんな空だったな。




　エルが病びよう床しようで目を覚ますと、ベッドサイドには摩子が座っていました。

　摩子はなにか言おうとして、なかなか言い出せないでいる様子。エルがじっと見つめていると、摩子がとうとつに言いました。

「じ、実はわたしも！　その……く、訓練のあと、みんなには内ない緒しよで五ご花か亭ていの羊羹を一切れ食べるのを楽しみにしてて！　だから、その……」

　エルはぷっと吹ふき出しました。

「なんですの、それ」

　エルは笑いました。涙なみだが出るほど笑いました。そして言いました。

「その羊羹とやらを、わたしにもいただけます？」

「ああ。じゃあわたしにも、髪の手入れの仕方を教えてもらえるか？」

「もちろん」

　窓の外は満天の星。それはまるで、ふたりの仲直りを祝福しているようでした。




　志緒と華がその後、どんな話をしたかはわからない。でも、摩子とエル、このふたりと同じだったらいいな。香介はそう思った。

　隣となりを歩いていたクラウが言った。

「それにしても、もう大丈夫なんですか？」

「なにが？」

「すごく落ちこんでいたじゃないですか。その……カレーが……」

　香介のカレーでふたりを救えなかったことを言っているらしかった。

「志緒さんのカレーであっさりお母さんが元にもどって、また落ちこんでいるかと」

「なんだよ、心配してくれるのか？」

「そういうのでは……ありませんけど」

　クラウはぷいっとそっぽを向く。香介は笑った。

「いいんだ。だって、あんなカレーに勝てるわけないだろ」

　志緒のカレーより自分のカレーのほうがおいしい自信はある。しかし、華が食べたいのはどちらだろう？　そんなのは決まってる。『娘むすめが自分のために想おもいを込めて作ったカレー』だ。彼女の心に届いたのは、たぶん、そんなカレーだからなのだ。

　ふたりはなんとなく無言になって、家路を歩く。

　──……あれ？

　頭がくらくらする。

　家が見えてくると、頭だけでなく足元もふらついてきた。

　香介は家の鍵かぎを開けた。ふらつく脚あしに鞭むちを打って、なんとか靴くつを脱ぬいでリビングに行くと、ソファに倒たおれこんだ。

　──そういえば俺……昨日から、一いつ睡すいも……。

　暗い闇やみに意識が吸いこまれていった。




　声が、聞こえた。

　頭が、柔やわらかくて温かいなにかに包まれているような感じがした。

　──なんだこれ……気持ちいい……。

　香介は薄うす目めを開けた。

　クラウが香介の顔を覗のぞきこんでいた。どうやら膝ひざ枕まくらをされているらしい。

　──夢か……？

　クラウは穏おだやかな笑えみを浮うかべ、香介の頭をなでる。そしてささやくように言った。

「よくできました──」

　まるで現実感がない。クラウの表情が、声が、美しすぎるせいで。

　夢、かもしれない。でもひとつ、確実に言えることがある。

　──すごく、いい夢だ。

　香介は今度こそ完全に眠ねむりに落ちた。
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　明くる日。文ぶん化か力ちから強制徴ちよう収しゆうを明日に控ひかえた晩だった。

　天あめの沼ぬ矛ぼこに穴が穿うがたれた。天沼矛は鼓こ動どうするように光を数回点てん滅めつさせたあと、静止した。

　クラウが変身を解き、振り返った。いつもの得意顔だ。

「これで強制徴収はできません」

　ジェネループに残ったなけなしの文化力で変身し、天沼矛を破は壊かいしたのだ。

「でも、まだほかの天沼矛があるんじゃないのか」

「古くなった天沼矛ではＩＤＥの負ふ荷かに耐えられません。強制徴収が可能なのはこの天沼矛だけと考えてよいでしょう」

「じゃあもう文化の危機は」

「ありません！」

　クラウはふんぞり返った。

「さあ、褒ほめ称たたえてもいいのですよ！　むしろ褒め称えずにはいられないでしょう！」

「ああ、うん。その……よくやった」

「なんですかその懐かい石せき料理みたいに淡たん泊ぱくな褒めは。もっと！　テキサスのステーキみたいな賛美を！　さあ！」

　両りよう腕うでで手招きする。クラウの高いテンションをよそに、香こう介すけは重苦しく尋たずねた。

「……よかったのか？」

「なにがです？」

「文化力を送れなくなったら、高たか天まが原はらの人たちが困るんじゃないのか？」

　高天原の兵器であるクラウの立場だって危あやうくなってしまうだろう。

　しかし当の本人であるクラウは笑って言った。

「それを香介さんが心配しますか？」

「どういう意味だよ」

「あ、いえ、茶ちや化かしたわけでは。お心こころ遣づかい感謝しています。わたくしが言いたいのは」

　クラウは口を開いたまま停止した。

「言いたいのは、なんだよ？」

「まあ、言いませんけど」

「言えよっ」

「秘密ですよ。謎なぞ多き美女、という言葉もありますでしょう？」

「お前にあるのはミステリアスじゃなくてミステイクだけどな」

「あんっ……！」

　クラウは胸を押さえて膝をついた。苦痛に歪ゆがんだ顔を香介に向ける。

「香介さん……ちょっと……その切れ味、自重していただきたいんですが……」

「傷つけちゃったか？　じゃあそれを糧かてに成長しろよ？」

「謝罪はしていただけない方向で!?」

　涙目になるクラウ。香介は笑いそうになる顔を隠かくすように背を向け、玄げん関かんへと歩く。

「さあて、なんか飯でも作るかなあ」

　すると先ほどまでうずくまっていたはずのクラウが香介の横にぴょこっと現れた。

「それ食べてあげてもいいですよ？　食べたくはありませんが、勝負ですから！」

　言動が予想通りすぎて、香介はまた笑った。

　そのとき、ダン、と音がした。以前、矢文が突つき刺ささったときと同じような音だった。香介ははっとしてドアを見るが、なにも刺さってはいない。周囲の壁かべも息災だ。

　──空耳か……？

「なあ、いまなんか音が」

　一応、クラウにも確かく認にんしようと顔を振り向ける。

「しな、かっ……」

　香介は絶句した。クラウは怪け訝げんな顔をする。

「どうしたんです？　怖こわい顔して」

「お前、そそそれ、それ……！」

　震ふるえる指先をクラウに向けた。

「矢ああああああ！」

　香介は叫さけんだ。叫ばずにはいられなかった。

　クラウの頭に矢が刺さっていた。側頭部から五十センチほどの矢がにょっきり伸のびている。しかしクラウは自分になにが起こっているのか気づいていない。香介はなおも叫んだ。

「お前、矢！　矢あああああ！」

　いぶかしげな顔をしていたクラウは、得心したようにぽんと手を打った。そして某ぼう光の巨きよ人じんのようなファイティングポーズをとる。

「ヤー！」

「違ちがう、古典ギャグじゃない！　──いいか、落ちついて聞け……。お前の頭に、矢が、刺さっている」

　クラウはきょとんとした。そのあと、ぶっ、と吹き出し、膝を叩たたいて大笑いした。

「こ、香介さぁん！　いくらなんでもそれは……！　噓うそならもうちょっとましな噓をつきましょうよ！」

「いや本当だ！」

「まったく、そんなわけないじゃないですか」

　クラウは自分の頭に手を伸ばした。手て探さぐりの指先が矢に触ふれる。クラウは真顔になった。

「ほんまや」

「だから言っただろ！」

「え、これ……なんで大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「俺が聞きたい」

「まあ……泥どろ人うどだからですかねえ？」

「お前があやふやなら、俺が知るわけないだろ」

「ですよねえ……」

　クラウは「う～ん」とうなり──いきなり矢を引っこ抜ぬいた。

「うわああああ!?」

「な、なんですか大声あげて」

「大丈夫なのか!?　それ抜いて大丈夫なのか!?」

「まあ、大丈夫みたいですけど」

「みたいですけど、ってお前なあ！　大丈夫じゃなかったら一巻の終わりだろうが！」

　クラウは頰ほおを赤らめ、口元を押さえた。

「香介さん……。なんだかんだ言って、わたくしのことをそんなにも心配して……？」

「いやいや！　頭に矢が刺さったり引っこ抜いたりしてる人を見てなにも感じなかったら冷血漢どころの話じゃないだろ！」

「でも、わたくしを心配してくれたんですよね？」

　クラウの期待に充みち満ちた瞳ひとみ。香介は照れくさくなって顔をそらした。

「お、お前だからどうこうってわけじゃない。ごく一いつ般ぱん的てきな反応だ」

「……そうですか」

　クラウはぷうっとむくれた。

「なんだよその顔。──それよりその矢、また紙が巻いてある。手紙じゃないのか？」

　クラウは紙をほどき、広げた。そこには前と同じく、達筆すぎる文字が書かれている。一度調べたおかげで、今度はなにが書いてあるかすぐに理解できた。

「『期限は過ぎた。文化力を徴収する』」

　香介は手紙から顔を上げ、クラウを見た。

「大丈夫だよな？　まだ天沼矛の破壊に気づいてないだけだよな？」

「気づいておりますぞ」

　張りのある声が聞こえた。香介とクラウは同時にそちらを見た。

　ボブカットに丸メガネのメイドが立っている。

「ハルモニアの……？」

　先日、カツ丼どんを食べに行った『カフェ・ハルモニア』の新人メイドだった。彼女の手には和弓が握にぎられている。

「あなたが、矢文を？」

「左様。自分がしたため」

「どうしてくれるんですかあ！」

　メイドは目をしばたたかせた。香介は抗こう議ぎする。

「見てくださいよこれ。ドアに傷がついちゃって……！　両親に怒おこられますよ僕！　弁べん償しようしてくださいよ！」

　メイドは明らかに動どう揺ようした。

「あ、そ、それは、その……バ、バイト代が入ったら……」

「そもそもなんで矢文なんですか。郵送すればいいでしょう」

「ふ、雰ふん囲い気きというか……演出であります……」

「雰囲気や演出でひとの家に傷つけたんですか！」

「も、申し訳ありません……！」

　メイドは腰こしを九十度に折り、頭を下げた。

「まあ、直してくれるならいいんですけど。──で、どうしてあんな手紙を」

　するとメイドは地を這はうような低い声で笑った。

「なにを隠そう自分は、そこにいるクラウと同じ泥人、その十三号である！」

「なに……？」

　クラウは文化侵しん略りやく兵器かぐや型十四号だから、メイドは先任者ということになる。

　香介はクラウを顧かえりみた。

「あ、あ～、はいはい知ってますよ。そういう人がいるとは聞き及およんでいます。え～と、たしか名前は三文字で……。イ、イ、イ……イワシ？」

「違いますぞ」

「ええ？　じゃあカレイ」

「違います！　まず魚から離はなれていただきたい！」

「じゃあ、サバト？」

「そんな怖い名前じゃありませんぞ！　微び妙みように魚から離れられていませんし！　あと自分の名は三文字ではなく二文字であります！」

「じゃあもういいや」

「飽あきるの早すぎではないですか!?　──セラ！　自分の名はセラですぞ！」

「……そうでしたっけ？」

「せめて思い出してくだされ！」

　セラは涙なみだ目めで地じ団だん駄だを踏ふんだ。クラウに翻ほん弄ろうされる彼女にちょっとだけ同情した。

「……まあ、名前などどうでもよい。自分は命令どおりＩＤＥを徴ちよう収しゆうするのみ」

「天沼矛は破は壊かいされた。徴収はできない。それに徴収するのは文化力の間ま違ちがいじゃないのか？　ＩＤＥなんてどこに」

　「かっはっ」と独特な笑い声でセラは笑った。

「我々が、この国の文化力を吸い尽くすと本当に信じておられるのか？　──高天原にとってこの国は水田のようなもの。種たね籾もみも残さず刈かりとるとでも？」

　クラウを見る。彼女もきょとんとしていた。セラは話をつづける。

「業ごうの深い者たち──進歩的文化人から文化力を吸いあげる。かぐや以降の泥人はそのようにしてきましたが、にもかかわらず、高天原の文化力は少しずつ減っていきました」

　セラは故郷の現状を憂うれうように目をつむった。

「二号から自分までと、初代かぐやとの相そう違い点はいずこであろうか。精査した結果、ひとつの結論に達しました。それは──初代が、長く人間とともに生活をしていたこと」

　セラはクラウを見た。

「それゆえ、クラウに初代の行動をトレースさせたわけであります」

「トレース……？」

「人間の世界に長くとどまるよう、強い好こう奇き心しんを設定して。──初代は人間夫ふう婦ふと、まるで本物の親子のように過ごしていたといいます。そこに、ＩＤＥを得るための鍵かぎがあるのではないか、と」

「でも、出会って間もないころ、クラウは神懸かりゴツドモードに変身して……あれはＩＤＥじゃ……」

「巨きよ大だいな文化力であれば、ＩＤＥでなくとも神懸かりモードに変身──権ごん現げんすることは可能であります。隕いん石せきを呼び出した『程度』で力尽つきたのがなによりの証左」

「程度、って……」

　香介は言葉を失った。地球の終わりを思わせたあの力は、ＩＤＥの足元にも及ばない。それが、ほぼ無限のエネルギー──ＩＤＥの力……。

　ふと、香介の胸に不安のようなものが浮うかびあがった。

「待て。人と長く過ごして、そして？　それから、どうする」

「決まっておりましょう。泥人からＩＤＥを吸いあげる。それこそが、本来の『高天原文化力増進計画』」

　香介ののどはからからに渇かわいていた。しかし、その質問をしないわけにはいかなかった。

「吸いあげられた泥人は、どうなる」

「記き憶おくを失います。人とともに過ごした記憶を、一いつ切さい合切」

　不安は的中した。

『この羽は衣ごろもをまとったかぐや姫ひめは、人間らしい物思いの感情がなくなった』

　竹たけ取とり物もの語がたりの終しゆう盤ばんには、そうして翁おきなへの想おもいが消えてしまったと書いてある。

　それは、ＩＤＥを根こそぎ吸われた泥人の末路なのだ。

「呆ぼう然ぜんとしておりますな。いやしかし、計画の肝きもはクラウだけではありませんぞ？　食物に多量の文化力を込めることのできる主の存在があればこそでありますからな」

　自分が踊おどらされていたことなどどうでもよかった。

　──クラウが、俺のことを、忘れる……？

　自分の作った料理をうまそうに食べるクラウの顔が、いくつもフラッシュバックする。

「ふざけるな。そんなことさせるか……！」

「ふふん？　っていうかもうしてますぞ」

「は？」

　香介は振ふり返った。

　クラウが地面に倒たおれ伏ふして白目をむいていた。腹からは天沼矛の地ち下か茎けいが伸のびている。

「ふわぁ、香介しゃん、これしゅごいよぅ、しゅごいしゅわりぇりゅ～」

「うわあ！　クラウ！」

　クラウを抱だき起こす。

「お前、さっきの矢といいこの地下茎といい、無防備すぎるだろ……！」

　セラが「かっはっ」と、また独特の笑い方で笑った。香介は彼女をにらみつける。

「いますぐ止めろ！　吸ったところで高天原に送る手段はないはずだ」

「ＩＤＥの力をなめてもらっては困りますな」

　機能を停止していた天沼矛が再び光の拍はく動どうを始める。すると、クラウの穿うがった穴がみるみる小さくなり、やがて完全にふさがってしまった。

「これぞ、ほぼ無限のエネルギー、ＩＤＥの力」

　セラがピッとホイッスルを吹ふくと、地下茎がクラウの腹から離れた。

　クラウはぐったりとしてぴくりとも動かない。

「クラウ……」

　呼びかける香介の顔を見て、クラウはへらっと笑った。

　そしてむくりと身体からだを起こすと、地面を四つん這ばいで歩き回りながら、ぶちぶちと雑草をむしりはじめた。

「西海岸の風に揺ゆれるパイパイパパーイ、パイパイパパーイ♪」

　よくわからない歌を歌いながら、雑草の山を築いていく。

「クラウさん……？」

　雑草の山がふたつできあがる。クラウは上じよう機き嫌げんに鼻歌を歌いながら、そのふたつの山の頂上にこぶし大の石をひとつずつ置いた。

「できたー」

　クラウは満足げな笑えみを浮かべたが、つぎの瞬しゆん間かん、

「おっぱいじゃねえよ！」

　と、ふたつの山を蹴け散ちらしてつばを吐はきかけた。

　──……ええ？

　クラウは突とつ然ぜん白目になり、しばらく直立不動で固まったあと、また先ほどと同じ調子で雑草をむしりはじめた。

　セラが「かっはっ」と笑った。

「見てのとおり、クラウは記憶を失いました」

「俺にはもっと大切なものを失っているように見えるが」

「……ちょっと吸いすぎたようですな」

　セラの目が泳ぐ。

「とにかく、目的は果たしました」

　セラはクラウを脇わきに抱かかえ、天沼矛のほうへ歩いていく。クラウは抵てい抗こうするどころかきゃっきゃとはしゃいでいた。

「ちょ、ちょっと待て、どこに行くつもりだ」

「おかしなことを聞きますな。目的を果たしたのですから帰るに決まっておるでしょう」

　セラが天沼矛に触ふれると表面に切れこみが入り、自動ドアのように開いた。エプロンから取りだしたカプセルをなかの台座にセットすると、カプセルは直径三十センチほどにふくらみ、横に割れて口を開けた。

「これですべて世はこともなし。地上の人々に実害はなく、高天原の人々も飢うえない」

　香介は反論できなかった。志し緒おを救うときに香介を悩なやませた難題が、セラの行動によってあっさり解決される。それは間違いのない事実だった。

「では、進歩的文化人、お役目ご苦労様でした」

「ま、待て、どうしてクラウを連れていく」

　セラはいやらしい笑みを浮かべた。

「ほほう……。進歩的文化人よ、まさか主、泥人に懸け想そうしましたか？」

「け、懸想って……なんで俺が……」

「照れることはありませんぞ。初代も多くの男に求きゆう婚こんされたそうですからな。しかし」

　セラは脇に抱えていたクラウを持ちかえて、背後から抱きしめた。セラの手がクラウの頰ほおを、首筋をなでて、豊かな胸を持ちあげるように鷲わしづかみにする。もう一方の手はスカートの裾すそをめくりあげ、すね、膝ひざ小こ僧ぞうを指先でなぞり、内ももをなで回す。

　鼻先でクラウの髪かみをかき分け、現れた耳を甘あま嚙がみする。クラウはぼうっとした表情で、されるがままだった。

　セラが挑ちよう発はつ的てきな視線を投げてくる。

「クラウは自分のものです」

　セラはクラウの首筋に顔をこすりつけるようにうずめ、感かん極きわまったようにつぶやく。

「クラウ……ああ、クラウ……！　やっと……やっと、ふたりきりの生活が始まるのです……！」

「ふたりきりの生活……？」

「任務を完かん遂すいしたあかつきには、一生を遊んで暮らせるほどの報ほう酬しゆうと、そしてクラウ──いえ、クラウ殿どのの所有権が高天原から与あたえられる。八や尋ひろ殿どのヒルズからの眺ながめはさぞかしよいでしょうなあ」

　セラは遠い目をする。

「所有権って……。あんた、クラウになにをする気だ」

「なにをする気だ？　かっはっは……！　さて、なにをしよう？　クラウ殿はすでに自分のモノ、なにをしようと自由でありますからなあ」

「くっ」

　香介の頭のなかに、あらゆる凌りよう辱じよくを受けるクラウの姿が浮かびあがる。

　セラがうっとりとした顔で言う。

「そうですなあ……。まず、主従関係をはっきりさせるために──クラウ殿に踏みつけてもらいましょうか」
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「……ん？　踏ふみつけて『もらう』？」

「洗っていない足で」

「洗っていない足で」

「靴くつ下したの毛玉などが爪つめのあいだに挟はさまっている発はつ酵こうしたような臭においを放つ足で、仰あお向むけの自分の顔を、勢いよく踏みつけてもらうわけであります」

「靴下の毛玉などが爪のあいだに挟まっている発酵したような臭いを放つ足で、仰向けの自分の顔を、勢いよく踏みつけてもらう、だと？」

　香介はオウム返しにしかできない。

　──なに言ってるんだ、こいつ……？

　どん引きする香介をよそに、セラの妄もう想そうは止まらない。

「鼻血を垂れ流す自分。あるいは鼻び骨こつが折れてしまったかも。しかしクラウ殿はいっそう体重をかけてくる……！　自分はその足の裏にキスをし、許しを乞こうのです。すると、足が顔から離はなれる。自分が身体を起こす、その瞬間。『誰だれが起きていいと言った、この豚とん足そくメガネ！』と罵ば倒とうされ、顔面に着席される！　おほう！」

　セラは悶もだえるように身体をよじった。

　──うわぁ……。

　もう、心のなかですら「うわぁ……」としか言えなくなっていた。

　セラは荒あらくなった息を整えてから言った。

「と、いうことも可能ですぞ。クラウ殿の所有権をもつ自分ならば！」

「どっちかというとあんたのほうが所有されてないか？」

「それこそ我が本ほん懐かい！　クラウ殿には自分だけの上官となっていただく。自分を支配していただく！　身も、心も！」

　いい表情で拳こぶしを握にぎるセラ。どうやらクラウがどうにかされてしまうことはなさそうだった。しかし、やはり離ればなれにはなりたくない。

「ま、待てよ。あんたドＭなんだろ？　ならべつにクラウじゃなくてもいいだろ。誰かべつの奴やつに責めてもらえば」

　セラは不快そうに眉み間けんにしわを寄せ「なにもわかっておりませんな」と言った。

「『この人ならば、痛みを与えてくれはするが壊こわすまではしない。だからこそ身も心も任せられる』──ＳＭとはそんな、ぎりぎりの信しん頼らい関係。苦痛ならなんでもよいというわけではないのですぞ？」

「そ、そうなの……」

　予想外の深い美学に香介は閉口した。

「その点クラウ殿は、記き憶おくを失い、より無む垢くな存在へと昇しよう華かしました。自分色に染めつつ、またこちらも染められる、そんな共きよう依い存ぞんの関係を一から作るのにうってつけであります」

　セラはメガネをくいっと上げた。

「あとおっぱいが大きい」

「結局それか」

　セラは陶とう然ぜんとした表情で妄想の世界にひたっている。香介はその隙すきに距きよ離りをつめようとそろそろと歩みを進めた。

「おっと」

　セラがその行動を察し、ピッとホイッスルを吹いた。すると地面が至るところで爆ばく発はつし、何本もの地ち下か茎けいが現れて行く手を阻はばんだ。香介はヘビににらまれたカエルのように動けなくなる。

「お役目ご苦労と、申したはずですぞ」

　セラは嚙かんで含ふくめるように言った。

「つまり、もう主は無関係。──ああ、なるほど」

　ふっと笑い、セラはカプセルを投げて寄こした。

「弁べん償しようの代金の心配をしておるのですな？　それで見積もりでも寄こせばよろしい」

「違ちがっ」

「まったく、浅ましい」

　蔑さげすむような視線、吐き捨てるような言葉。

　めまいがした。頭に血がのぼり、破は裂れつしそうだった。手が震ふるえ、動どう悸きがして、息が荒くなる。

　そんな自分を、香介は客観的に観察していた。

　──ああ、なんだこれ。俺、すごい怒おこってるな。こんな激しいのは久しぶり……、いや初めてかもしれない。でも俺、なんでこんなに怒ってるんだ……？

　セラは上機嫌な様子でカプセルに手を差しこんだ。するとふたりの身体が魚眼レンズの視界みたいに歪ゆがんで、しゅるり、と吸いこまれる。天沼矛の穴が閉じて、しゅっと空気が抜ぬけるような音がした瞬しゆん間かん、天沼矛のなかを光が上じよう昇しようし、一瞬で空の彼方かなたへ消えた。

　自分の怒いかりの正体がわからないまま、香介は下か弦げんの月が浮うかぶ空をじっと仰あおぎ見ていた。




　　　　　○




　外では雨が降りはじめていた。

　夕飯には魚ぎよ介かいのズッパを作った。ズッパとはイタリアのトマトベースのスープ料理で、魔ま女じよこれのキャラクター、イタリア生まれのピエリーナの大好物だ。具材まではゲーム内で言げん及きゆうされていないため、彼女の生まれたナポリをイメージし、ふんだんな魚介類──ムール貝やタラなどを入れている。

　ほかほかと湯気の立ちのぼるズッパをスマホの前に置いた。香介はその向かいに座り、黙もく々もくとズッパをすする。少し前まで異世界の同居人が座っていた左側の席を視界に入れないために、香介はスマホの画面に映ったピエリーナをじっと見つめる。

　ピエリーナは明るく魅み力りよく的な少女だった。長いブロンドの髪、整った顔立ち、透すきとおるような色素の薄うすい肌はだ。そしてなにより幼い顔に似つかわしくないバストのボリューム。

　その姿が、ふとクラウの姿と重なる。

　香介はスマホをスリープさせた。ふたり分のズッパを口にかきこみ、皿を洗っていると、クラウのノートが目に入った。

　タイトルは『マル秘　わたくしの上を通りすぎていった食事たちの軌き跡せき』。改めて見てもひどいタイトルだと思う。なかにはいままで食べた料理の評価が書かれているらしい。

　無視しようとしたが、自分の料理にどのような評価が下されているか気になり、ノートを開いた。

『忌いま々いましい、葦あし原はらの中なかつ国くにの青人草め。進歩的文化人だからといって、わたくしを侮あなどっているらしい。』

　──なんか……すげー怒ってる……。

　出会って間もないころの記述らしい。

『わたくしは兵器なのだ。その気になれば、すぐにでもすべてを終わらせることができる。彼はそれを理解すべきだ。今度わたくしを馬ば鹿かにしたらただでは済まない。』

　香介はごくりとつばを飲みこみ、ページをめくった。

『カツ丼どんすごい。』

　香介はこけた。誰もいないダイニングでひとり、こけた。

『※言っておきますが、おいしいということではありません。』

　──誰に言い訳してんだよ。

『男の人はお胸が好きという話を聞いた。でも香介さんはお胸よりも、わたくしの脚あしを見ているような気がする。』

　──しかたないだろっ。いつも見えてる谷間より、いつもは隠かくれてるけどスカートがめくれた拍ひよう子しにちらっと見える太ももに目が行ってしまうのはしかたないだろぉ……！

　言い訳したが、本人が目の前にいないため不完全燃焼となり、余計にもやもやした。

『志緒さんと会い、畜ちく生しようビスケットを食す。安価な菓か子しにこれほどの文化力が込められているとは。葦原中国を侮っていたかもしれない。』

　ページをめくる。

『高天原から催さい促そくがあった。香介さんの言う、取り寄せなければ食べられないアレとはなんだろう……。』

　『胸が高鳴』まで書かれているが、その文字は線で消されている。

『いろいろ食べさせられた。なんだかんだと言って香介さんは日本を救うつもりなのだろうか？　やる気がなさそうだったのに、不思議な人だ。』

　──……。

『志緒さんが犠ぎ牲せいとなり、香介さんはわたくしに救う方法を尋たずねてきた。わたくしは高天原の兵器。どうして文化力の吸いあげを邪じや魔まするのか。でも』

　ページをめくる。

『香介さんの苦しそうな表情を見ていると、イエス以外の返事はできなかった。わたくしも少しおかしくなっているのかもしれない。』

　──……。

『志緒さんたちを助けた。志緒さんのカレーには、文化力はほとんど含まれていない。なのにお母さんは正気をとりもどした。地上の人々は食事から栄養と文化力以外のなにかを摂せつ取しゆしているのかもしれない。もしかしたらそれがＩＤＥなのだろうか。』

　文章はつづいている。

『高天原の人々の幸せは、日本の人々の不幸せのうえに成りたっている。知っていた。実感がなかっただけ。前は正しいことだ、しかたないことだと思っていた。でもいまは、少なくとも正しいとは思えなくなってしまった。──すべての人々が幸せになる方法などあるだろうか。そんな荒こう唐とう無む稽けいな絵空事みたいな方法が……。』

　ページをめくる。

『ある。そんな魔法みたいな方法が。でもそれは、香介さんと勝負中のわたくしには口が裂さけても言えない。言えば負けを認めてしまうことになる。』

　文章はそこで終わっていた。香介はノートを閉じる。

　──こんなの読まされて……どうしろってんだよ。

　ノートをつかんでごみ箱のところまでやってきた。しばらくごみ箱の前で立ち尽つくし、しかしなにもできないまま引き返して、ノートをダイニングテーブルの上に置いた。

　夜が更ふけて、眠ねむり、朝に目覚めた。学校に行き、家で魔女これのキャラクターにご飯を作る、いつもの生活にもどった。

　そんな調子で一週間がたった。

　その日はせっかくの休日だというのに空には分厚い雲が垂れこめ、一雨きそうな雰ふん囲い気きだった。食料品を買おうとサイコーマートに出向くと、雑誌を物色する志緒と出会った。

「お、たくみんじゃん。ちゃっすー」

　制服ではなく私服だった。肩かたの大きく開いたぴちぴちのＴシャツに、デニムのショートパンツを穿はき、髪かみをシュシュでアップにしている。

「家からこれで来たんだ」

　と、照れくさそうに笑う。

「最近さー、学校から帰ったらお母さんとずーっとアニメ見てんの、サムライブレイバー。お母さんが中学生のときくらいに流行はやったアニメなんだけど。ネットのアニメチャンネルでさー、えんえんと。すっごい詳くわしくなっちゃった。知ってる？　当時、二週つづけて同じ回を放送しちゃったことがあったんだって。だからわたしらも同じ回を二回つづけて見たの。お母さん曰いわく、通過儀ぎ礼れいなんだって。ほんと参ったわー」

　そう早口で話し、楽しそうに笑う。

「そうか」

「うん……」

　妙みような沈ちん黙もくがあった。志緒はなにか言いたそうに「あ～」とか「う～」とかうめいている。

「あのさ」

　うめき声がやっと言葉になる。

「ありがとうね」

「……なにが？」

「ちゃんとお礼を言えてなかったから。わたしたちのこと助けてくれて……、すごく一いつ生しよう懸けん命めいになってくれて……」

　志緒は目をそらし、自分の髪をつまんでいじりながら言う。

「……その……たくみんと、出会えてよかったっていうか……」

「あ、うん……」

　また妙な沈黙。ふたりは向かいあったままうつむいた。照れくさくて、志緒の顔を見ていられない。

「そういえばさっ」

　志緒が調子はずれな声をあげた。

「クラっちは──」

「帰ったよ」

　聞かれるだろうと覚かく悟ごしていたため、志緒が言い終わるよりも早く答えてしまった。

「帰ったって……？」

　香介は淡たん々たんと説明した。文化力を吸われ、記き憶おくを失い、仲間に連れられて、高天原に帰った、と。

　聞き終わった志緒は、少し怖こわい顔をした。

「なんで迎むかえにいかないの？」

「なんでって……」

「寂さみしくないの？」

「竹取物語でも、かぐや姫ひめが帰って、それで終わりだろ」

「わたし竹取物語きらーい。なんで最後に帰っちゃうの？　意味わかんない」

「あれはかぐや姫が天界で罪を犯おかしたから地上に落とされて」

「なにそれ、わたしたちの世界は刑けい務む所しよかっての。上から目線で勝手に利用してくれちゃってさ。何様よ。こっちの気持ちはどうしてくれるの。思わない？」

「思……うけど」

「だからべつにその高天原の方針に、わたしらが従う必要なくない？」

「ない……けど」

「じゃあ迎えに行けばいいじゃん」

「……」

「なに？　なにが引っかかるの？」

　言葉がのどにつっかかる。志緒は香介が口を開くのをじっと待っている。

　やがて香介はとつとつと話しはじめた。小学校のころの、あのトラウマを。喜んでもらおうとしたら、かえって人を傷つけてしまった。そして自分も傷ついてしまった話を。

　志緒は、うんうんとうなずきながら真しん剣けんに話を聞いていた。

　話が終わり、志緒は「へえ」と気の抜けた声で言った。

「バカみたい」

「……波は田た野のお前、ひとが真剣に話をしたのに」

「気持ちはわかるよ。──でも、バカみたいじゃない？　だって、傷つくのが怖いから、人にやさしくできないんでしょ？」

「……」

「でも、なにもしないでいても、ずっと過去のトラウマに傷つけられてるじゃん」

「あ……」

　考えもしなかった。香介は顔を上げ、志緒の顔を見た。彼女はにっと笑った。

「どうせ傷つくのが同じなら、いま、誰だれかのためになることをしたほうがよくない？」

「でも、それで喜んでもらえなかったら」

「わたしはうれしかったよ」

　志緒は香介の言葉を制すように言った。

「こしのん、覚えてる？」

「ここで会った波田野の友だちだろ」

「さっきばったり会ってさ。聞いたの。『わたし子どもっぽいかな？　もっと派手にしたほうがいい？』って。ちょっと意地悪だけど。そしたらさ──」

「そしたら？」

「『や、波田野はそのままでいいんじゃね？』だって」

　志緒は花が咲さいたように微笑ほほえむ。

「たくみんたちのおかげだよ」

「いや、俺は」

「クラっちだってきっと喜ぶ」

　志緒は畳たたみかけるように言葉をつづける。

「クラっちは、人をびっくりさせたりはらはらさせたりするけど──人を傷つける機能は備わってないよ。そう思わない？」

　前に香介はクラウを『空気を読む機能が備わってない』と評価した。志緒はそれと同じ言い回しで言った。

　クラウの天てん真しん爛らん漫まんな笑え顔がおが頭をよぎった。

『謝ってくださーい！』

　あの声が聞こえた。小学生の香介は、うつむき、じっと耐たえている。

『謝ってくださーい！』

　もう一度、聞こえた。小学生の香介は、顔を上げて叫さけんだ。

『うるさいバーカ！　本当の味もわからないくせに！　一生空気だけ読みつづけてろ！』

　香介の目の前には志緒がいる。急に黙だまりこんだ香介を心配そうに覗のぞきこんでいる。

　香介は志緒の手を両手で握にぎった。

「ありがとう」

「あ、は、はい……」

　志緒はうつむいた。顔が真っ赤だ。

「……ってかたくみん、手、きれいだね……」

「料理をすると手が荒あれるから、ハンドクリームは小まめに塗ぬってる」

「そ、そう……。あ、パリジェンヌってハンドクリーム、いいよ。温泉水が主成分で、すっごく潤うるおう……」

「そうか、今度使ってみるよ」

「……」

「……」

「あの……そろそろ、手を離はなしてください……」

「あ、すまん」

　手を離す。志緒は胸に手を当て、ぎゅっと目をつむった。

「とにかく、できることをやってみる」

　香介は陳ちん列れつ棚だなの香こう辛しん料りようを手当たりしだいカゴに放ほうりこんだ。会計を終え、出入り口から外を見る。分厚い雲はいつの間にか形を変え、あちこちにできた切れ間から陽光が降りそそぎ、地上を照らしていた。

　店を出ようとする香介の背に志緒の声がかかった。

「あ、あのさ！　わたしがどうしてこういうファッションをしてるか、知ってるよね？」

「自分に自信をもつため、だろ？」

「うん。それで、ファッションを研究するためにいろんな本を読んだの。そしたらね、あるファッションデザイナーの言葉が載のってて。『その日、もしかしたら、運命の人に出会えるかもしれない。その運命のためにも、できるだけかわいくあるべきだ』って」

　志緒はすうっと大きく息を吸って、ほとんど叫ぶみたいに言った。

「だからわたしは、いつもできるだけお洒落しやれをして出かけることにしたの！　ちょっとコンビニに来るだけのときでも！　もしかしたら今日このコンビニで、運命の人に会えるかもしれないから！」

「……ふうん。それは……立派だな」

　香介にはピンとこなかった。志緒は愕がく然ぜんとしたような表情を浮うかべた。そしてすぐに泣きそうな顔になって、消え入りそうな声で言う。

「……これ以上は無理ぃ……！」

「べつに、俺が過去の話をしたからって、そっちまで無理に話すことはないぞ？」

「そういう無理じゃないんですけど!?　バカ！　アホ！　円えん月げつ斬ざん！」

　志緒は香介の頭に手刀を振ふりおろした。

「痛いてえ！　なんだよ!?」

「たくみんだって、クラっちのこと言えないくらい空気読めないじゃん！」

　何事かわめきながら店を飛び出す。香介は慌あわててあとを追いかけるも、志緒の脚あしは意外と速く、すでに横断歩道を渡わたりきっていた。香介は赤信号に阻はばまれる。

「波田野！」

　志緒は立ち止まりこちらを向いた。

「波田野じゃわたしかお母さんかわからないんですけど！」

　志緒がなにを求めているかすぐにわかった。しかしこんな真っ昼間から、公衆の面前で女の子の名前を叫ぶ胆たん力りよくは持ちあわせていない。

　志緒はじっと待っている。そして香介の背後では、トイプードルを散歩中の、いかにも休日のアパレル店員といった様相の三十代前半の女性がさりげなくスマホをこちらに向けていた。これは間ま違ちがいなく写真を撮とられ、ＳＮＳに「あ～あ、わたしもこんな青春した～い」とかコメントを添そえてアップされる案件だ。

　ぜったいに、イヤだ。

　香介は目だけで左右を見た。

　──この状じよう況きようを『ふわっと』回かい避ひするには、この方法しかない……！

　香介はそのときを待った。息を大きく吐はき、ゆっくりと吸う。

　──いまだ！

　道路を大型トラックが走り抜ぬけた。

　信号が青になる。

　志緒がこちらをにらみつけながら渡ってきて、香介に詰つめ寄る。

「いま、ごまかしたでしょ」

「いや、ごまかしてない。ちゃんと言った。おっきい声で言った。ただ、トラックの音にかき消された」

　ちらっと背後に目をやると、女性はトイプードルがした糞ふんの処理で、こちらのことなど気にする余よ裕ゆうはないようだった。

「志緒がちゃんと聞いてなかっただけだ」

「違ちがうもん！　たくみん、トラックが来るの確かく認にんして」

　志緒の言葉がはたと途と切ぎれた。「あ……」と短くうめいて、うつむいてしまった。

「どうした？」

　志緒はますます深くうつむく。

「ずるいよ……！」

　どん、と香介の胸を押し、志緒は駆かけ出した。途と中ちゆう、いったん立ち止まって振り向き、怒いかり混じりの声で「頑がん張ばってね！」となげやりに言って、今度こそ走り去ってしまった。

　ちらと背後に目をやると、女性がしゃがみこんで頭を抱かかえていた。見ると、トイプードルの糞の上にスマホが載のっかっていた。

　香介は彼女に歩み寄り、いま買ったばかりのウェットティッシュを差しだした。

「あ、す、すいません……」

　女性は盗とう撮さつしようとした後ろめたさがあるのか目を合わさずに礼を言った。

「いえ」

　香介は短く言って、その場を歩み去った。

　その足が徐じよ々じよに速くなり、いつの間にか全速力で走っていた。

　気分がよかった。視界に映るすべてがいつもより明るく見えた。

　道行く人が香介を奇き異いの目で見た。しかし、そんな視線も気にならない。

「よし……！」

　香介はわざと声に出し、自宅へとつづく道を駆け抜けた。

　天気はいつの間にか快晴へと変わっていた。




　　　　　○




　つぎの日の早朝、香介は天沼矛の前に立った。

　コンプレッションウェアの上に黒のパーカーと黒のハーフパンツ、背中にはスポーツタイプのリュック。ちょっと長いジョギングに出かけるような出いで立ちだった。

　香介はセラが寄こしたカプセルを天沼矛の台座にセットした。カプセルは横に割れて開き、香介が乗りこむのを待ち構えている。

　カプセルに手を伸ばす。運動もしていないのに心臓が跳はねて、汗あせが噴ふき出る。

「大だい丈じよう夫ぶ、落ちつけ落ちつけ。準備は万ばん全ぜん……万全、だよな？　大丈夫だよな……。──あ、ちょっと待てよ、コーヒーメーカーのスイッチ切ってないような気がする……。気になる。一回確認して」

　身体からだが吸いこまれるような感覚。

「っ！　ま、待って、スイッチの確認だけ……！」

　しかし手て遅おくれだった。ふと気がつくと、辺りは暗くら闇やみ。どこかから、あるいは至るところから、どくんどくんと脈打つような音が震しん動どうをともなって聞こえてくる。どうやらここがカプセルのなか、そして天沼矛のなからしかった。

　突とつ然ぜんあらがえないほどの眠ねむ気けを感じ、まぶたを閉じた。つぎに上じよう昇しようするような感覚がやってきて、そこで香介の意識は途切れた。
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「痛え！」

　香こう介すけは天あめの沼ぬ矛ぼこから放り出され、地面に身体を打ちつけた。

「すごい悪意のある放り出し方だな」

　腰こしをさすりながら立ちあがる。

　そこは白い部屋だった。窓もなく、調度品もない。中央の床ゆかから竹──天沼矛が伸のび、先せん端たんは天てん井じようを貫つらぬいている。一カ所だけ壁かべに切れ目があり、そこが出入り口のようだった。

　──エレベーターホール、みたいなもんか？

　壁沿いを進み、ドアに近づく。引き手らしきくぼみに指を引っかけると、ドアは音もなく自動でスライドした。慌てて壁に身を隠かくし、ちらと外を見る。

　──……？

　香介は混乱した。

　──あれ？　俺、高たか天まが原はらに来たんだよな……？　でも、ここってどう見ても……。

　そこは巨きよ大だいな円えん筒とう状の空間だった。もっとも目を引くのは中央の、これも円筒状をしたガラス張りの部屋だった。そのなかには見あげる高さに巨大なモニター、そして緩ゆるくカーブしたパーティションに区切られ、ＰＣが設置されている。

　──どう見ても、証券取引所だよな……？

　ガラスの円筒上部の外周は電光掲けい示じ板ばんになっており、オレンジ色の文字と数字がゆっくりと左へ流れていく。

　ＰＣに向かっているスーツの人々はただ座っているだけで、とくになにかしているような様子はない。なかにはうつらうつらしている人もいた。

　天井を見あげた。半球状となった天井の中央に向かって、細長い管が集まっている。その管は植物の蔓つるのように見えた。

「いや……」

　違う。これは──。

「竹……」

　細くすぼまった竹の先端が天井を放射線状に走っていた。その数は十四本。

　クラウが泥どろ人うど十四号。数が一いつ致ちする。この竹はおそらく天沼矛だ。

　ぐびっ、と音がなり、一本の天沼矛が輝かがやく。するとつぎに、天井中央から下りた鉄柱のなかを光が走った。

　巨大なモニターに四桁けたの数字が表示される。

　香介はなんとなく理解した。ここは吸いあげた文ぶん化か力ちからを集積し、運用や割わり振りを行う、あるいは監かん視しする場所なのだ。

　スーツの人々はモニターに表示された数字を見あげ、どっと笑ったようだった。声は聞こえないが、表情や囃はやしたてるような仕草でわかる。

　香介は腹の底から怒りが湧わきあがってくるのを感じた。

　──文化が長い歴史を経へて築きあげられてきたことなんて思いもしない。文化がさまざまな人々の想おもいや努力のうえに成りたっていることなど考えもしない。文化は自分たちに利益をもたらすツールくらいにしか思ってないんだろ。ふざけやがって……！

　義ぎ憤ふんにも似た怒りを感じたが、香介の目的は高天原のシステムの破は壊かいではないのだ。目的を見誤ってはならない。

　パーカーのフードを目ま深ぶかにかぶり、そろりと足を踏ふみだす。

　そのとたん、香介の前に数人の男たちが立ちはだかった。

　黒のサングラスに黒のスーツ、黒のネクタイに白いシャツという、モノトーンの服装をしている。奇き妙みようなのは、みな同じ顔ということ。

　──警備員か……？

　そのなかのひとりが、イヤホンマイクに向かって言った。

「天あめ之の御み柱はしら内に異分子を発見。排はい除じよします」

　事務的な口調だった。捕つかまったらなにをされるかわかったものではない。

　しかし香介は落ちついていた。彼らはおそらくクラウと同じ泥人だ。なら対処法は決まっている。

　香介の手には卵が握にぎられていた。それを目の前に差しだす。

　警備員たちは一様に眉まゆ根ねを寄せた。香介はにやりと笑って、卵を床に落とした。

　殻からが割れ、なかから粉があふれ出した。香介はそれを蹴けりあげてまき散らす。

　すると警備員たちの身体から力が抜け、ぐにゃりと床に倒たおれ伏ふした。付近にいた人々も、倒れたりしゃがみこんだりしている。

　サイレンが響ひびき渡る。人々が右往左往する。香介はその混乱の人波に乗じて、階段を上へと駆けあがった。

　卵のなかの粉は香こう辛しん料りようのカルダモンだった。前にクラウが吸ってラリっていたときのことを思い出し、作っておいたのだ。割れやすいため多くは携けい行こうできなかったが、まだ三つ残っている。

　備え付けの地図を確認したところ、ここは三棟とうの超ちよう高層ビルからなる複合施し設せつであり、その名も『八や尋ひろ殿どのヒルズ』。それはセラが口にした名めい称しように違いなかった。いま香介がいるのはオフィスビルで、隣となりの棟がマンションらしい。

　渡わたり廊ろう下かを走り、マンションへ向かう。

　物もの陰かげに隠れ、住人が玄げん関かんのドアを開けるのを待って、カルダモン手しゆ榴りゆう弾だんを投とう擲てき。ぐにゃりと床に倒れた住民の横を走り抜けて、侵しん入にゆうに成功した。

　──あとはセラの部屋を探す、んだけど……骨が折れるな、これは。

　先ほどの地図によると四百近い部屋があるようだった。ひとつひとつ当たっていては時間がかかりすぎる。すでに顔が割れているし、追っ手がくるのは時間の問題だ。

　──セラの口ぶりからすれば、おそらく上の階だと思うが……。

　香介はエレベーターに乗りこみ、とりあえず最上階のボタンを押す。そしてドアが閉まる──寸前、すっと、小こ柄がらな影かげがエレベーターに乗りこんできた。

　小学生くらいの女の子だった。アッシュのロングヘアで、眉まゆがきりりとしており、いかにも利発そうだ。学校帰りなのだろうか、ブレザーの制服を着ている。

　彼女はなかほどの階のボタンを押した。

　エレベーターの上昇する感覚。香介はエレベーターのドア正面の壁に背をつけ、斜ななめ上にじっと目をやる。女の子は操作パネル付近に立ち、香介に対して身体を横に向けていた。

　香介は女の子にちらっと目をやった。

　──……ええ？

　フードを目深にかぶり、うつむく。

　──なんか……防犯ブザーに指かけてない……？

　女の子はリュックにぶらさがった防犯ブザーのピンに指を引っかけ、ぎょろりと横目でこちらを見ていた。もう片方の手は何気なく非常ボタン近くの壁に触ふれている。

　──いや、まあ、わかるけど……。

　高級マンションに似つかわしくない黒ずくめのパーカー男と乗りあわせては身の危険を感じもするだろう。しかし彼女は怯おびえるどころか、足を肩かた幅はばに開き、じっとこちらをにらみつけ、まるで臨戦態勢の武ぶ闘とう家のようなオーラを放っていた。

　せっかく警備員を撒まいてここまで来たのに、この娘こに通報されては元も子もない。どうにかして彼女の緊きん張ちようをほぐし、警けい戒かい心しんを解かなければならない。

　女の子と目があった。香介は笑いかけた。女の子は顔をしかめた。壁の手が非常ボタンへと近づく。防犯ブザーのピンのストラップは、いまにも抜ぬけそうなほど張りつめている。

　知っていた。女の子に笑いかけて警けい戒かいを解けるのはハンサムボーイだけであると。ふつうはむしろ警戒される。まして人見知りの香介が、子どもとはいえ見も知らない人間に対して自然に微笑ほほえみかけることなどできるわけもなかった。

　──ダメだ。もうどうにも……。

　そのときふと、クラウの笑え顔がおが頭をよぎった。

　香介は顔を上げた。

　そして──泣いた。顔を覆おおい、声を殺して泣いた。

　女の子は啞あ然ぜんとしている。そして困こん惑わく顔で尋たずねてくる。

「ど、どうしたんですか？」

「ご、ごめん……。君を見てたら、あいつのことを思い出して……」

「あいつ、って誰だれですか？」

　上目遣づかいで質問してきた。

　──かかった。

　香介は心のなかでにやりと笑った。

「ずっと、一いつ緒しよに暮らしてたんだ……。そしたら、ある日、急に現れたそいつの姉に連れ去られてしまった……」

　セラは泥人十三号。十四号のクラウの姉と言っても間ま違ちがってはいまい。

「え、え？　どうして？　どうしてさらわれてしまったんですか？」

　女の子は目をくりくりさせる。思いのほか食いついてくる。

「どうやら一時的に俺のところへ預けて、養わせたかっただけらしい。もう都合がついたから、俺はお払はらい箱だってこと」

「……ひどい」

　女の子は本気で憤いきどおっているようだった。少し胸が痛むが、噓うそはついていない。

「そして、どうやら姉は最近ここに越こしてきたらしくて……。あいつももしかしたらここにいるんじゃないかって……。そんなうまい話、あるわけないのにさ……」

　自じ嘲ちよう気味に笑うと、女の子は「そんなことありません！」と香介を励はげました。

「最近引っ越してきたんですよね？　でしたら、四十階の方がそうかもしれません」

「……四十階？」

「わたしが挨あい拶さつをしたのはメイドさんの格好をした方でしたけど、もしかしたら」

「ありがとう……本当にありがとう」

　エレベーターが二十二階で止まり、ドアが開く。女の子はエレベーターを出ると、振ふり返り「頑がん張ばってください！」と両りよう拳こぶしを握った。香介は片手を挙げて応こたえる。

　ドアが閉まり、ふー、と長い息をつく。

「助かった……」

　利発とはいえ、多感な少女だ。悲ひ恋れんめいた話ならば感情移入してくれるのではと思ったが、警戒心を解くだけでなく、情報まで仕入れられるとはついていた。

　──それにしても。

　こんな大だい胆たんな行動をとれた自分自身に驚おどろいていた。

　──あいつのせいだ。

　クラウというウイルスに感かん染せんし、恐おそれやあきらめる心が機能不全を起こしてしまったらしい。香介は苦く笑しようした。

　まもなく、香介は四十階のフロアに立っていた。

　エレベーターホールから左右に通路が伸のび、その先はドアになっている。つまり、これだけの面積を二部屋で消費しているということだ。

　──ブルジョアめ……！

　情報によれば、セラらしき人物はこのどちらかに引っ越してきたらしい。

　──同じ方法を試ためしてみるか。

　呼び鈴りんを押し、物陰に隠かくれる。ドアが開いたら、カルダモン手榴弾で相手の自由を奪うばい、侵入する。

　両方の部屋にこの方法を試みたが、そもそもドアが開くこともなく、あえなく失敗した。

　しかし手が尽つきたわけではない。

　香介はリュックから、保存バッグに入ったチーズと扇せん子すを取りだした。

　クラウは鼻がいい。食べ物の強い匂においを感じれば、なんらかのリアクションがあるかもしれない。扇子は、風を起こして効率よく匂いを送るための小道具だ。

　保存バッグのファスナーを開ける。

　ドアが開いてクラウが出てきた。

「早っ！」

　クラウをおびき寄せるための方策であるから文句はないが、なにかもう少しプロセスというか、甲斐かいがほしい。

　──でも、こいつには空気を読む機能がなかったんだったな……。

　香介は笑った。

「なにかかぐわし……いえ！　不快な匂いが──」

　犬のように鼻をすんすん鳴らしながら、近づいてくる。

　クラウは軍服を着ていた。少々大きすぎる軍ぐん帽ぼう、黒のブレザー。肩かたには肩けん章しようと、飾しよく緒ちよが垂れている。プリーツスカートからすらりと伸びた脚あしを、黒のストッキングとヒールの高いロングブーツが包んでいる。

　四つん這ばいになり、保存バッグの口に鼻をくっつけ、ハスハスと匂いを嗅かぐ。そして手を突つっこんでチーズをつまみあげると、ごくりとつばを飲みこみ、あーんと口を開け、チーズを口に運ぶ──途と中ちゆうで「はあぃ!?」とすっとんきょうな叫さけび声をあげた。

「あわや！　あわやでした！　あわやこのようなおいしそ──いえ！　この下げ賤せんな食物を食べてしまうところでした！　あわやでした！」

　クラウは額の汗あせを拭ぬぐった。

　そこで初めて目が合った。

「はあぁああ!?」

　クラウがまた叫び声をあげ、震ふるえる指で香介を指さす。

「誰ですか！　なぜこんなところに……！」

　香介に向けられたクラウの目には明らかに怯えの色が浮うかんでいた。心臓の辺りをぎゅっと圧あつ迫ぱくされるような思いがした。

　クラウは髪かみの跳はねを指でいじり「ははーん」と得意顔をした。

「知ってますよ、訪問販はん売ばいですね。しかしわたくしがこのような腐くさった湯葉を騙だまされて買うと思いましたか！」

「オートロックのマンションでどうやって訪問販売するんだよ……。あとこれ、チーズ。ついでに言えば、腐ってるんじゃなくて発はつ酵こうな」

　クラウの顔がかあっと赤くなる。

「ししし知ってますよ失敬な！　あれですよね、チーズ……縦に裂さける……」

「そういうのもある」

「でしょう！」

　クラウは腰こしに手を当て胸を張った。

「縦に裂けるんです。横には避さけないんですよ。そうですね？」

「まあ、うん」

「でしょう!!」

　クラウはふんぞり返る。

　──なんだ、この不毛な会話。

　あまりに調子が変わらなすぎて、本当に記き憶おくを失っているのか疑いたくなる。

　だから、香介は試したくなった。

「おもしろいよな。味もヤバいし」

　するとクラウは怪け訝げんな顔をした。

「え、やばいんですか？　それは……やはり腐っているのでは？」

　『ヤバい』の意味は志し緒おに教わっているはずで、わからないのはやはり記憶がないからにほかならない。香介は肩を落とした。

　クラウは少し慌あわてたように言う。

「え、わ、わたくしなにか間違ってましたか？」

「いや、俺が変な期待をしただけだ。──ところで、なんで軍服を着てるんだ？」

「これはセラが……。あ、セラというのはわたくしを養ってくれている気のいい方なんですけど、その彼女が着ていてほしいと」

「なんのために」

「さあ？　しかしセラはとても、なんというか、幸せそうです」

「ああ……」

　なんとなくわかる気がした。軍服のクラウに見下ろされ、快感に打ち震えるセラの姿がはっきりと浮かんでくる。

　そのとき、二基のエレベーターがほぼ同時に開き、総勢十数名の警備員たちが降りてきた。その先頭には、先ほど香介がエレベーターで乗りあわせた女の子が立っている。

　女の子は香介を指さした。

「あの人です。怪あやしい人」

「え、ええ？　さ、さっきは頑張れって……」

「密室で非常ベルを鳴らしたら、錯さく乱らんしたあなたに乱暴されるかもしれませんからね」

　女の子は長い髪を手で払った。

「ましてわたしは大人のレディ。男がむらむらときても不思議はありません」

　警備員たちは「え？」という顔をして女の子を見た。彼女は気づかずにつづける。

「だからあなたの三文芝しば居いに乗ったふりをして、通報したというわけです」

　──女怖こわい……。

　手玉にとられていたのだ。女というのは小学生のころから、男をどうにかするために存在する生き物なのだ。

「助かりましたぞ、レディ殿どの」

　そう言って進み出たのはセラだった。

　彼女はすっかり様変わりしていた。白と黒のチェックのワンピースにヒールの高い靴くつ、首の周りがやたらと暖かそうなセーブルのコート、腕うでにはこぢんまりとしたバッグを引っかけている。ついでにメガネは金きん縁ぶちに変わっていた。いかにもテンプレートな成金ファッションだった。

　セラは口元に手の甲こうを当てて笑った。

「まさか直接請せい求きゆう書を持ってらっしゃったのですか？　ご苦労なことで」

　バッグから紙の束を取りだし、香介のほうへ放ほうった。

　それは小切手だった。金額を書きこむ欄らんには見たこともない記号が印刷されている。

「そこに好きな金額を書けばよろしい」

「高天原の金をもらってもしかたないだろ」

「では、ほれ」

　と、つぎに放ったのは、セラが指につけていた指輪だった。リングに対して石が異様に大きい。まるで駄だ菓が子しのジュエリーリングだった。

「それを売ればよろしい」

「いらないよ。俺はこんなものをもらいに来たんじゃない」

「ではなにをしに」

「竹たけ取とり物もの語がたりのラストに不満があってね」

　香介はセラたちをにらみつけた。

「だから納なつ得とくのいくラストに書き換かえてやる」

「しかしクラウ殿は記憶──おっと」

　セラは「しまった」という顔をして、言いなおした。

「クラウ殿はあなたなど知りません。そうでしょう、クラウ殿」

　クラウは香介とセラの顔を見比べて、こくりとうなずいた。香介はぐっと奥歯を嚙かみしめる。そんな香介の様子を見て、セラが笑った。

「そんなに傷つくくらいなら、初めから来なければよかったではありませんか」

「俺はもうありもしない空気を読むのはやめたんだ！」

　自分の耳がきんとするほどの大声を出していた。セラはふんと鼻で笑った。

「よくわかりませんな。まあ、たっぷりと傷ついて後こう悔かいすればよろしい」

　セラが手を突きだすと、十数人の警備員が前に出る。

「動くな！」

　香介はクラウの背後から首に腕を回した。空いたほうの手には二つのカルダモン手しゆ榴りゆう弾だんを握にぎっている。

「あんたらみんな知ってるだろ、こいつの威い力りよくを。ふたつ同時に破は裂れつさせたら、あんたらはもちろん間近で吸いこんだクラウもただではすまない」

　場が凍こおりついた。誰だれひとり、身動きはおろか口を開くこともできない。

　香介はゆっくりと身を屈かがめ、手榴弾を床ゆかに置き、つま先と床のあいだに挟はさんだ。

「おかしな動きをしたら、即そくまき散らすからな」

　そう釘くぎを刺さしたあと、リュックのなかから取りだしたものをクラウの前に差しだした。

　それは籐とうで編まれたバスケットだった。

「開けて」

　クラウは香介の言うとおり、バスケットの蓋ふたを開けた。

「これは……。知ってますよ。サンドウィッチ、というものですね？　これがなにか？」

「食べてくれ」

　警備員たちや女の子がざわついた。浮かんだ表情は明らかな嫌けん悪お感かん。そして、とくに女の子の顔には羞しゆう恥ちの色も浮かぶ。

　クラウは激しくかぶりを振ふった。

「イヤです！　どうしてわたくしがそんな……このようなものを……！」

「いいから食べてくれ。そうすれば無事に解放してやる」

「そんなご無体な！　これを食べることがすでに無事ではないんです！」

「いいから」

「よくありません！」

「頼たのむよ……」

　声が震えた。クラウは顔を振り向けた。

「どうして……そんなに、食べさせたいんですか」

「初めて……作ったんだ……」

「……？」

「あのとき以来、初めて、誰かのために、作ったんだ」

「どういう意味ですか？」

　香介は大きく息をついた。

「……俺はずっと、魔ま女じよこれのキャラクターのためだけに料理を作ってきた。ひとのために料理を作ったことなんてなかった。だってせっかく作っても、喜んでもらえないかもしれないから……。かえってひとを傷つけるかもしれないから……」

　クラウは黙だまって聞いている。

「だから、俺のレシピは百八つ。魔女これの登場キャラと同じ数。でも……。でもこのサンドウィッチは、その百八つのなかには存在しない──百九個目のレシピだ」

　しかしそれはとうていレシピと言えるような代しろ物ものではなかった。

　決まっていたのは携けい行こうに適した料理であること、ただひとつ。

　香介はアイランドキッチンの前に立ち、ポケットからスマホを取りだした。そしてそのスマホを伏ふせて、キッチンの端はしに置いた。

　目をつむる。頭のなかにあったのはクラウのことだけだった。

　カツ丼どんを頰ほおばるクラウ、パンの耳をうれしそうに抱かかえるクラウ、カレーライスで身み悶もだえするクラウ──。

　もっとクラウの喜ぶ顔が見たい。喜ばせたい。そんな思いだけが原動力となり、身体からだが、手が、勝手に動いた。

　楽しかった。こんなに料理が楽しいと思えたのは、小学生のころ以来だった。

　そうしてできあがったのは、カツカレーサンドだった。

　カツの肉は冷れい凍とうしてあったヒレ肉だし、食パンは期限間近だったのでトーストしてごまかした。付け合わせもない。

　でもそんなぱっとしない料理が、香介にとっては特別な宝物──いや、魔法のように思えた。

　香介の声がまた震ふるえはじめる。

「作ったんだ……魔女これのキャラのためじゃなく、誰かのために。──お前のために。お前のことを考えながら……！」

　クラウはいぶかしげな顔をした。

「あなた……泣いてるんですか？」

　香介は腕に顔をうずめるようにして涙なみだを拭ぬぐった。

「食べてほしい。吐き出してくれたってかまわない。それでも、食べてほしいんだ」

　クラウは香介の顔をじっと見る。そして、ふう、とため息をつく。呆あきれたような、しかし嘲あざけるのとは違ちがう、苦笑いの顔で。

「わかりました、食べましょう」

「クラウ殿！」

　セラが切せつ羽ぱ詰つまった声で叫さけぶ。クラウはセラに手のひらを向けた。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。そんなに悪い人ではなさそうですし。──ええと、お名前は？」

「匠たくみ香介」

「では、匠さん。首を絞しめられていては食べられませんよ」

　香介は腕を緩ゆるめた。クラウは首をさすり、にこりと笑って「どうも」と礼を言った。

　セラや警備員たちに緊きん張ちようが走るのがわかった。いまが救出の機会かと、身体が前のめりになっている。

　しかしクラウは逃にげるどころか床に座りこんでしまった。セラたちのあいだに驚おどろきと失望の空気がよぎる。

　クラウは小ぶりなバスケットを膝ひざに置き、サンドウィッチをしげしげと見つめる。

「これは……」

「カツカレーサンドウィッチ。材料は……、いや」

　香介はゆるゆるとかぶりを振った。

「お前のためだけに作ったんだ」

　クラウはふふと笑った。

「その方は幸せですね」

「……？」

「だってあなたはその方のことを一いつ生しよう懸けん命めいに考えてこれを作ったのでしょう？　そんなに想おもわれてうれしくない者がいますか」

「……」

「残念ながらわたくしはあなたの思い人ではありません。しかし、ふふ……、少し妬やけてしまいます。その彼女もきっとあなたのことを想っていますよ。自信を持ってください」

「……ありがとう」

　香介は照れくさくなってうつむいた。

　──でも、お前なんだ。お前は覚えてないかもしれないけど……俺が全部覚えてる。

　クラウはサンドウィッチをつまみあげて、口に運ぶ。

　セラや警備員たちが息を飲む。女の子は真っ赤な顔を手で覆おおう。しかし指の隙すき間まかららんらんとした目で盗ぬすみ見していた。

　ざくり、とカツの衣ころもをかみ切る音が鳴る。クラウは目をつむり、もぐもぐと口を動かす。

　ごくり、とのどが動く。

　沈ちん黙もく。空気の流れる音すら聞こえてきそうな静せい寂じやくだった。

　満を持して、香介はクラウに問いかけた。

「どう──」

　光が爆ばく発はつした。クラウを中心に、暴風をともなった光が四散する。

　香介の背中に強い衝しよう撃げきがあった。吹ふき飛ばされ、通路の壁かべに打ちつけたようだった。

　息が止まる。視界はゼロ。顔に強い雨の吹きつけるような感覚。スプリンクラーが作動したのだろうか。

　やがて暴風が収まり、香介は目を開けた。

　まず目に映ったのはセラや警備員たちだった。彼女らはエレベーターホールのほうへ吹き飛ばされ、気を失っているようだった。女の子はセラの胸にしっかりと抱だかれている。

　つぎに香介は爆ばく風ふうの震しん源げん地ちに目をやった。

　クラウが浮ういていた。初めて香介のオムライスを食べたときのように光を放ちながら。

　天てん井じようと床に大きな穴が空いていた。天井からは陽光が降りそそぎ、床の穴ははるか下まで伸のび、底は暗くて見えない。クラウはちょうど、その穴の中心に浮いていた。

　軍服がちぎれて弾はじけとぶ。と同時にジェネループから紅白の布が飛び出して、クラウの身体を繭まゆ玉だまのように覆う。

　やがてクラウは、あのとき──隕いん石せきを呼び出したときと同じ、着物の姿となった。

「クラ」

　呼びかけようとしたとき、変化が起こった。光が急速にひいたかと思うと、クラウの身体がすうっと下に下がった。そして──落ちた。

「クラウ!?」

　香介はクラウに飛びついた。ただ、無我夢中だった。

　猛もう烈れつな勢いで落下しはじめてから冷静さをとりもどしたが、もう遅おそい。

「の、わ、ああああああああああああああああああ！」

　クラウが目を開け、のんびりとした声で言った。

「なんですか香介さん、大声出して」

「状じよう況きよう!!」

　クラウはぐるりと周囲を見た。

「落ちてますね」

「察しがよくて助かる！」

「しかもここ、高天原ですね。──あれ、なんでここに？　しかも香介さんまで」

「記き憶おくを失ってさらわれて助けに！」

「記憶？　さらわれて？　助けに？　わたくしを？」

　クラウが微笑ほほえむ。

「わたくしを、心配してくれたんですね」

「そうだよ心配したよ心配じゃなかったらこんなところまでくるかバカヤロウ！」

　クラウは少し驚いたような顔をして、そのあと頰を赤らめた。

「ありがとうございます。その言葉があれば、わたくしはどこまでも飛んでいけます」

「そうかそれはいい！　飛べ、早く飛べ！」

「あ、すいません。飛べるというのは気持ちの話でして。いまはちょっと無理ですねえ」

「まぎらわしすぎるわ!!」

　底がぐんぐん近づいてくる。叩たたきつけられれば、一いつ瞬しゆんにして虎とらの敷しき皮みたいになってしまうだろう。

「ご安心を。飛べはしませんが、神懸かりゴツドモードはわりといろいろできるんですよ」

　クラウは穴の底へ腕うでを突つきだした。

　穴の底が爆発した。塵じん煙えんのなかから何本もの地ち下か茎けいが現れ、まるでイソギンチャクの触しよく手しゆのようにより合わさって、ふたりの身体をふわりと受けとめた。

　羽う毛もう布ぶ団とんに包まれるような感かん触しよくだった。深く沈しずみこんだあと、ゆっくりと上じよう昇しようし、仰あお向むけの状態でてっぺんまでもどってきた。

「は、は、は」

　変な笑いがもれた。心臓が躍おどり狂くるっている。

　首だけ横に向けた。香介と同じく仰向けに倒たおれていたクラウもこちらを見た。彼女はいつもの底そこ抜ぬけに明るい笑えみを浮かべる。

　香介の鼓こ動どうは余計に速くなった。

「お、おかえり」

「よくわかりませんが、ただいま！」

　地下茎のイソギンチャクは徐じよ々じよにその高度を下げ、ふたりを穴の底まで運んだ。

　薄うす暗ぐらく、だだっ広い空間だった。見るからに高級そうな乗用車があちこちに駐ちゆう車しやされている。どうやらここは地下駐車場のようだった。

　ざ、ざ、ざ、と整然とした規則正しい音。それが警備員たちの足音であると気づくのにさほど時間はかからなかった。

　警備員たちがふたりを取り囲む。

　カルダモン手しゆ榴りゆう弾だんが尽つきた香介には、もうどうすることもできない。身をすくませていると、クラウが警備員たちに硬こう質しつの声で質ただした。

「確かく認にんします。あなたたちは、わたくしと香介さんの仲を裂さこうとしているのですか？」

　警備員たちは口を開かず、無言のままクラウに殺さつ到とうする。

「それが応こたえですか」

　クラウがすっと手を前に出した。

　寸すん暇かを置かず、地面を割って現れた地下茎が警備員たちをなぎ払はらった。

　つぎつぎと襲おそいかかる警備員たち。しかしクラウはそれをものともしない。何本もの地下茎を自在に操あやつり、まるで警備員たちを蝿はえか蚊かのようにあしらう。

　クラウはまなじりを決し、柳りゆう眉びを逆立てている。香介は、彼女が本気で怒おこった顔を初めて見たような気がした。

　数分後、地下駐車場には、気を失った警備員たちの身体が累るい々るいと横たわっていた。

　そのなかを、背の高い女が歩いてくる。

　セラだった。彼女は立ち止まると、じっとクラウを見つめた。

「もうおやめください、クラウ殿どの。どう頑がん張ばっても、逃げることなどできませんぞ」

　この警備員たちの状況を見れば、それははったりのように思えた。しかしセラはあくまで自信あり気に言葉をつづける。

「その初代の着物──神懸かりモードでありましょう。しかし本来の神懸かりモードの力はこんなものではないはずですぞ」

　香介はクラウが隕石を呼び出したときのことを思い出す。それに比べれば、地下茎で警備員たちをなぎ払うことなど、たしかにずいぶんと簡単なことのように思える。

「記憶をとりもどすとき、ほとんどの文ぶん化か力ちからを使い切ってしまったのではありませんか？　もうクラウ殿の力は底そこを突きかけているはずです」

『飛べるというのは気持ちの話でして。いまはちょっと無理ですねえ』

　クラウの言葉を思い出す。それは、飛ぶ力すら残されていない、そういう意味だったのでは……？

　香介は不安に駆かられ、クラウを見た。クラウは不敵な笑みを浮かべる。

「セラともあろう人が、本当にそう思うのですか？」

「なに？」

「わたくしの力が、本当に尽きかけていると？」

　クラウは、ふふふ、と笑った。そしてやおら地下駐車場の柱に背中をつけた。

「そ、そのとおりでしゅぅ……」

　クラウの膝ががくがくと震ふるえた。セラはふうと息をついた。

「真面目まじめな顔をして『なに？』とか言って損をしましたぞ……」

　これには香介も共感せざるを得なかった。

　セラが香介を見た。

「匠香介。主は捕つかまり裁きを受ける。一生、文化力を生み出す奴ど隷れいとしてこの高天原でこき使われることになる」

「……」

「逃げようとしても無む駄だですぞ。自分が連れん絡らくをすればマンションは封ふう鎖さされ、天沼矛は停止する」

　セラはキラキラにデコレーションされたスマートホンをかかげた。

「そんなことはさせません」

　クラウが決然と言った。しかしその威い勢せいとは裏腹に彼女の呼吸は荒あらく、ついにはがくりと膝ひざをついてしまう。

「その状態でどうしようと。──悪いことは言いません。自分のもとに残るほうが得策ですぞ」

「まだ手はあります」

　クラウはそう言って、髪かみ飾かざりの赤い玉をぷちりともいだ。

「この実を食べます」

　香介は驚おどろいて声をあげた。

「実？　それ植物なのか？　ってか食べれるのかよ!?」

「気づきませんでしたか？　この実が少しずつ成長していたことに」

　言われてみれば、初めて出会ったときはさくらんぼくらいの大きさだったが、いまではイチゴくらいの大きさになっている。

　──そういえば『赤く熟うれた可か憐れんな果実』とか言ってたけど、あれそのままの意味だったのかよ……！

「この実は空気中の文化力を吸って成長します。進歩的文化人である香介さんの強い文化力にさらされつづけてきたこの実は──」

　クラウは実にかぶりつき、飲みくだした。

「ゆえに濃のう厚こうな文化力を宿します」

　ジェネループが輝かがやく。クラウはジェネループに触ふれた。

「襲かさねの色目、『電光フラ石火ツシユ』モード」

　赤と黄の布が飛び出し、身体からだに巻きつく。

　クラウの新たなコスチュームはライダースーツを彷ほう彿ふつとさせた。身体のラインを浮き彫ぼりにさせるタイトなレザーのスーツで、太ももで断たち切れて、ガーターパンツのようになっている。色は赤地に、黄色い稲いな妻ずまの意い匠しようが施ほどこされており、顔にはエアロパーツのような流線型のフェイスガードをつけていた。

　バチッと音を立てて、稲妻のような黄色い光の筋がレザースーツの上を走る。

　クラウの姿が陽炎かげろうのように歪ゆがんだ。セラがきょとんと自分の手を見ている。彼女の手に握にぎられていたスマートホンが消えている。

　そのスマートホンはクラウの手に移っていた。目にも止まらぬ高速移動でセラの手から奪うばったらしかった。

　まさに電光石火だった。

「やはりこうなりますか……」とセラが肩かたを落とした。

「泥人は作られたときに強い欲を与あたえられる。なにかを欲ほつし、満足させつづけなくてはいられないよう。渇かわいて土に還かえらぬよう。まさに泥なのです。──クラウ殿は泥でありつづけるために、主らの世界にいることを、主のそばにいることを選んだのでしょう」

　そして吐はき捨てるように言った。

「それと同じように、自分が欲するのはクラウ殿なのです。──まったく、忌いま々いましい、この泥人の性分」

「じゃあ、お前もこっちにくればいいだろ」

　香介の言葉に、セラは怪け訝げんな顔をする。

「欲深いって言うけどさ。ご飯を食べたいとか、寝ねたいとか、誰だれかといたい、独どく占せんしたいなんて、そんなのべつにふつうだろ。高天原の人間たちがどうかはしらないが、少なくとも俺たちの世界では、ふつうだ。そういう意味じゃ、俺も泥人だ」

　セラはじっと香介を見た。

「なぜ自分にそのようななぐさめの言葉をおかけになるのか？　敵である自分に」

「なぜって……べつに深い意味なんてないけど」

　セラはふうと息をつき、やれやれとでも言いたげに肩をすくめた。

「なるほど。クラウ殿があなたに懐なつく理由がわかった気がしますぞ」

「どういう意味だよ」
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　セラは、ふんと鼻を鳴らした。

「語らっている暇ひまなどないはずですぞ。すぐにまた、べつの者たちが」

「問題ありません。誰もわたくしたちには追いつけませんから」

　クラウが香介を横よこ抱だきに抱かかえあげ、駐車場の出入り口のほうを向く。しかしすぐに振ふり返って、セラに声をかけた。

「セラ、わたくしは──」

「慈じ悲ひがあるのなら、なにも言わずに行ってくだされ」

　クラウはつらそうに目を伏ふせた。

　つぎの瞬しゆん間かん、香介はマンションの外にいた。

「……？」

　展開に頭が追いつかず、きょろきょろと辺りを見回す。

　クラウと目が合う。彼女は歯を見せてにいっと笑った。

「では、帰りましょうか、香介さん」

「……ああ」

　香介はクラウの頭を見た。

「……すまなかったな」

　クラウはきょとんとする。

「なにがです？」

「髪飾り。その……似合ってたのに」

　クラウが香介の顔を見る。そしてうれしそうに微笑ほほえんだ。

「実は、またなります。──育てていきましょう、ふたりで」

「……そうだな」

　天沼矛までつづく道に、一筋の黄色い閃せん光こうが走った。
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「なんかニヤニヤしてる」

「べつにしてないぞ」

「してるって。ほんと、楽しそうでなによりですねー」

　志し緒おはすねたような口ぶりだった。

　彼女の家の近くにある、さほど広くない公園のベンチにふたりは腰こしかけている。広場の向こうに、ブランコや砂場で遊ぶ子どもたちと、立ち話をする母親たちの姿が見えた。

　クラウの帰き還かんを伝えるため志緒を公園に呼び出した。志緒は自分のことのように喜んだが、クラウとまた同居を始めたと伝えると、なぜか急に不ふ機き嫌げんになった。

「クラっちが帰ってきてー、また一いつ緒しよに住むんだもんねー。むべなるかなーって感じ」

「むべ……？」

「むべなるかな。……ってか、つ、使うよね？　ふつうに」

「いや……たぶん、それをふつうに使うのは紫むらさき式しき部ぶだけだと思う」

「わたしそんなお婆ばあちゃんじゃないんですけど！」

「紫にだって少女の時代くらいあったわっ」

　志緒はふくれっ面つらをして、香こう介すけの買い物袋ぶくろを見た。

「帰って夕食を作るんでしょ？　はいはい、いいですねー」

「いやこれは食材じゃ……。というか、なんだよさっきからからんできて」

「べつにからんでないんですけどー」

　つんとそっぽを向く。

「なんなんだよ……。──じゃあ、食べに来るか？」

「え？」

　と、振り向いた顔には喜色がありありと浮うかんでいた。

　志緒ははっとしたようにぶるぶると首を振ると、またいじけたような顔になった。

「今日はもう無理。お母さんが用意してくれてるから。カレー」

「最近カレーばっかり食べてないか？　どうりでターメリックくさいわけだ」

「え？　噓うそ、噓？」

　志緒は自分の二の腕うでや髪かみの匂においをくんくんと嗅かぐ。

「……いや、すまん。ただの冗じよう談だん」

「はあ!?　なにそれマジ遺い憾かんなんですけど！　っていうかターメリックの匂いするわけないし。ラブピの匂いしかするわけないじゃん」

「ラブピ？」

「そう。ラブ＆ピーシーズ。男心を惑まどわす官能的なパフュ──」

　言葉が途と切ぎれた。香介は顔を覗のぞきこむ。

「どうした？　官能的がなんだって？」

　足を踏ふまれた。いや踏まれたなんて生やさしいものではない。かかとの一番固いところでつま先の一番敏びん感かんなところを潰つぶす、あるいは砕くだこうとしたとしか思えない攻こう撃げき力だった。

「……お……！　っ!!　……っっ！」

　声が出ない。うずくまり、踏まれたところを押さえる。

　やっと痛みが引きはじめ、顔を上げると、隣となりに座っていた志緒はすでにおらず、波は田た野の邸ていへの道を引き返していた。

「……お前な……！」

　かすれた声で抗こう議ぎすると、志緒は振り返りもせず、

「馬ば鹿か！　ふつつか！」

　と罵ば倒とうを返してきた。首筋から耳にかけて真っ赤になっている。

　そして走り去ってしまった──と思ったら、いったん引き返してきて、

「ご飯、また誘さそって！　断られても根気よく！」

　と言って、今度こそ走り去った。

「勝手すぎるだろ……」

　香介は足の痛みが引いてから、駅に向かって歩きだした。

　電車に乗り、自宅の最も寄より駅で降りる。スーパーで買い出しをしたあと家路を歩いていると、カフェ・ハルモニアの前の道を見知った顔がホウキがけしているのが目に入った。

「セラ……？」

　彼女も香介に気がついたようだった。一瞬気まずそうな顔をしたが、意を決したように歩み寄ってくる。

「お前、なんでここにいるんだ？」

「あー……ゲフン。あー、ゲフンゲフン。あゲフン。あ、ゲフッゲフン」

「咳せき払ばらい多いな」

「そんなことないでゲフン」

「ゆるキャラの語ご尾びみたいになってるが」

「ゲフン……。あ～、オホン。その、なんでありましょうな、その節は、あれがあれで、どうのこうの……」

「なんやかんやしたな」

「ですな。そして、自分は見てのとおり、身ぐるみ引っぺがされて地上へと落とされたわけですな」

「なんでそんなことに」

「懲ちよう戒かい処分ですな。文ぶん化か力ちからを持ち帰り、一夜で富ふ豪ごう、からの免めん職しよく、地上でのバイト生活。ここ数日で十数年分の濃のう密みつな人生を駆かけ抜ぬけた気分ですぞ」

　セラは「それと」と前置きした。

「自分が傷つけたドアの件ですが……。非常に申し訳ないのですが、バイト代が入るまで待っていただきたく……。今度はしっかりと、真面目まじめに働き、払はらう所存であります」

「わかった。いつでもいいからな。無理するなよ」

「ありがたい。──しかし、一度は敵に回った自分を簡単に信じてよろしいのか？」

「ああ、う～ん」

　香介は頰ほおをかいた。

「あのマンションでさ、文化力の爆ばく発はつが起こったときお前、真っ先に女の子をかばったよな？　根っからの悪人ならそんなことはしないかなって」

　セラは照れくさそうに目をそらす。

「よく、見ておられましたな……」

「そりゃ見るよ。人見知りってのはな、人のことを見すぎるから人見知りなんだ」

　香介は、ははっと笑った。

「ちょくちょくここにも食べに来るよ。売りあげに貢こう献けんしてセラの時給が上がれば、早く回収できるかもしれないからさ」

　セラは視線をそらしたまま、ぼそぼそと言う。

「あなたは……誰だれにでもそうなのですか？」

「ん？　いや、意味がわからないが……。誰にでも、と言えるほど、人と深く接したことないし」

　今度は自じ嘲ちよう気味に笑う。自分で言っていて悲しくなってきた。

「とにかく、また来るよ。じゃあ──、あ、おまじないは大人しめなので頼たのむ」

「……承知しました」

　セラは深々と頭を下げた。

　香介はハルモニアをあとにした。途と中ちゆう何気なく振ふり返るとセラがまだお辞じ儀ぎをしていた。

　──律りち儀ぎな奴やつ……。

　家路を歩く。知らず知らずのうちに早足になっている自分に気がつき、わざとゆっくり歩いてみるものの、気づけばまた早足になっている。

　家の玄げん関かん前に立ち、ポケットからスマホを取りだした。

　──そんなことないと思うけどな……。

　鏡アプリを起動すると、そこにはだらしなくにやついた自分の顔が表示されていた。

　ぎゅっと表情筋を引きしめ、きりりとした表情を作る。そうしてから香介は玄関のドアを開けた。

「ただいま」

　玄関の上がり框がまちで、クラウが正座をして待ち受けていた。そして、

「大変に……大変に申し訳ありません！」

　と土下座する。クラウの形のよい頭がこちらを向いた。

　彼女の髪かみ飾かざりは最近になって、再び小さな赤い実をつけた。香介はそれを見ると、せっかく引きしめた表情がまただらしなく緩ゆるむのを感じた。

　香介はことさらのようにまじめ腐くさった声で言った。

「……どれのこと？」

　クラウが「えっ」と顔を上げた。

「いや、だから……、お前が夜な夜な、冷蔵庫のチーズを端はしっこから少しずつ削けずって食べてること？　それとも、まだ熟してないプチトマトを食べたこと？　辛からさを克こく服ふくするとか言って練りわさびで歯は磨みがきをしてのたうち回ってたこと？　それとも、調味料棚だなにかけた南なん京きん錠じようの合い鍵かぎを作って、ときおりガラムマサラの匂いを嗅いでラリってること？」

　クラウが青い顔でぶるぶる震ふるえている。

「それとも、利きき香こう辛しん料りようとか言って瓶びんにマスキングテープはって名前を隠かくして、順じゆん繰ぐりに匂いを嗅いでいって、ガラムマサラでラリってたこと？　インスタントのカレーうどんに、物足りないとか言っていろんな香辛料ぶちこんで、ガラムマサラでラリってたこと？　それとも、ガラムマサラばっかり使いすぎて明らかに目減りしてるのを俺に気づかれると思って、自分で買ってきて瓶に移し替かえるときに、ガラムマサラでラリってたこと？　それとも──」

　気がつくとクラウが泡あわを吹ふいていた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか？」

「把は握あくしていたんですか……もれなく……！」

「……お前、あれ、隠してるつもりだったの？」

「えっ」

「えっ」

「……隠れてませんでしたか？」

「まったく。全ぜん裸ら」

「そうですか……」

　クラウは神しん妙みような顔で言った。

「でも、過ぎたことですし」

「うん、それは許す側が言うセリフな」

「ということは、もう怒おこっていないと？」

「どういうことかはわからないが、べつに怒ってないな。だってほとんど自じ爆ばくしてるだけだろ」

　クラウは「な～んだ」と相好を崩くずした。

「だったらべつに土下座までする必要ありませんでしたね」

「お前なにをやったんだよ」

「いえ、本当、たいしたことではないんですよ」

　クラウは廊ろう下かを奥へと進み、手招きした。香介は首を傾かしげ、ついていく。

「ただ、ちょっとその、力が入りすぎたと言いますか、わたくし特有のお茶目が出たと言いますか……」

　クラウが手で示したキッチンを香介は見た。

「……？」

　いつもと変わらないキッチンに見えた。香介は辺りを見回しながらキッチンに足を踏みいれる。

「なんだ、べつになんともないじゃないか」

　買い物袋ぶくろをアイランドキッチンの作業スペースに置き、冷蔵庫に手を伸のばす。

　その手が空をつかんだ。

　冷蔵庫を見る。違い和わ感かんがあった。いつもと変わらぬ冷蔵庫に見えるが、なにかおかしい。

「取っ手がない……？」

「あ、あ～、取っ手。取っ手か～。いやあ、細部までは気が回りませんでしたねえ」

　クラウがおかしなことを言う。香介は再度、周囲を確かく認にんした。

　変わらないように見えるキッチン。にもかかわらず、どういうわけか他人の家のキッチンにいるような気持ち悪さを感じる。

　よく見ると、細部に明らかな欠落があった。コンロには五徳がなく、換かん気き扇せんにはスイッチがない。窓には鍵がなく、それどころかはめ殺しになっていた。食器棚にあったさまざまな種類のグラスは、すべてジョッキに入れ代わっている。その他ほか、挙げれば切りがないほどの微び妙みような変化があった。

「なにを、した……？」

「ちょっとその……まあ、隠しておきたかったんですけど──香介さんに、いつものお礼として、サプライズパーティを企き画かくしまして」

「それは殊しゆ勝しような心がけだな。で？」

「いろいろ工く夫ふうを凝こらしまして」

「凝らして、どうした」

「キッチンが吹き飛びまして」

「どうしてそうなる……」

　香介はこめかみを押さえた。クラウが怯おびえた目をする。

「あ、あれ？　香介さん、もしかして怒ってます？」

「いや、怒ってはいない。正確に言えば怒りかけたが、吹き飛んだキッチンをここまで修復したことを褒ほめたい」

「さすが香介さん、わたくしが見込んだだけあります。人間ができてらっしゃる」

「ちょっと遅おそかったが、やっぱり買ってきてよかった」

　と、香介が買い物袋からあるものを取りだした。

　一辺が十センチくらいの無地の箱だった。クラウは怪け訝げんな顔を近づける。

「なんです？　これ」

「これはな」

　箱を開け、中身を取りだす。

　それは仏像だった。奈良の観光地で見かける、小さな仏像のレプリカ。

「セラが、泥どろ人うどってのは潤うるおい──欲を満たしつづけなければ土になってしまう、とかなんとか言ってただろ？　まあそれはものの喩たとえだろうけど。仏像とか仏教って、一番煩ぼん悩のうとか欲望からは遠い存在だし、これをキッチンに置いておけば、お前が盗ぬすみ食いをしたり、今回みたいにキッチンを吹き飛ばしたりすることはできないだろ。まあ、魔ま除よけ？　みたいなものだよ。──で、どう？　なんか感じたりす」

　クラウの身体からだがさらさらと砂になって崩れていった。

「絶大な効果!?」

　驚おどろいているあいだにもクラウの身体は形を失っていき、ただの砂の山になってしまった。

　慌あわてた香介は買ってきた牛乳を砂山にそそいだ。とにかくなにか水分を与あたえなければならないと思ったのだ。

「って、バカか俺！　こんなのでもどるわけないだろ！」

　香介はキッチンをうろうろ動き回る。

「なにか、なにか……。そうだ！　セラにもどす方法を聞いて」

「香介さん……ひどいじゃないですか……」

　砂山がぐんぐんと牛乳を吸いこんで人の形を作っていき、やがてすっかり元のクラウにもどった。

「お、お前……」

「もう大丈夫です。ご心配おかけして」

「牛乳で生せい還かんとか安い奴だな」

「あ、そこが引っかかっていたんですか、心配とかではなく」

　クラウが身体を起こすと、服がはらりと落ちて素すっ裸ぱだかになった。それも当然だ、一度砂になったのだから、都合よく服を着た状態で復帰するわけもない。

「きゃああ!?」

　香介は叫さけんだ。クラウは顔をしかめる。

「なんですか、大声出して」

「バカ、早く服を着ろ！」

「なんだか初めて会ったときのことを思い出しますね。あのときの香介さんも顔を真っ赤にして」

　身体を隠そうともせず思い出話を始めたクラウに香介は仏像を突つきだした。

　クラウはさらさらと崩れて砂山になった。冷蔵庫の飲みかけの牛乳を砂山にかけ、香介は廊下に出た。

　キッチンから「なんてことするんですかぁ」とクラウの恨うらみがましい声が聞こえてくる。

「いいから、早く服を着ろ。まったく……」

　衣きぬ擦ずれの音がやんでから、香介は再びキッチンに足を踏ふみいれる。

　クラウは自分の身体の匂においを嗅かいでいた。

「古い牛乳を使いませんでしたか？」

「問題ない。期限は今日までだ」

「そうですか……。今回は仕方ありませんが、つぎからは期限に余よ裕ゆうのある、低温殺さつ菌きんの低脂し肪ぼう乳でお願いします」

「そうか、じゃあまず砂山になるか？」

　仏像を引っつかむと、クラウは壁かべ際ぎわまで後ずさりした。

「じょ冗じよう談だんですよ。次回からは雨水で結構です」

　媚こびるような笑えみを浮うかべた。

「まったく、どうなってるんだお前の身体は」

　ぶつくさ言いながら、買い物袋の食品を冷蔵庫へしまっていく。

　冷蔵庫の中身は無事なようだった。冷れい凍とうしておいた鶏とり肉にくや、密閉容器の漬つけ物も、今朝と変わらない位置にある。

　香介はほっとして、バットとボウルに寝ねかせておいた求ぎゆう肥ひと餡あんを取りだした。

　パッとクラウの表情が輝かがやく。

「あ、それ餅もち……じゃなかった、大福ですね？　三時のおやつですか？」

「ああ、まあな」

　へらで餡をすくい、求肥に包んでいく。イスに座り足をぷらぷらさせながらその作業を見ていたクラウに、香介は尋たずねた。

「なあ、お前さ」

「はい？」

「あのときのこと、覚えてるのか？」

　香介の脳のう裏りには、高たか天まが原はらでの出来事が思い浮かんでいた。

　記き憶おくのないクラウにカツカレーサンドを差しだしたときの、彼女の言葉。

『その方は幸せですね』

『だってあなたはその方のことを一いつ生しよう懸けん命めいに考えてこれを作ったのでしょう？　そんなに想おもわれてうれしくない者がいますか』

『その彼女もきっとあなたのことを想っていますよ』

　──本気で言っていたのだとしたら、それって……。

「どうしたんです？　顔が赤いですよ？」

「はあっ!?　赤くねえよ、べつにお前なんて屁へとも思ってないし！」

「言われもない中傷!?　心配しただけなのに！」

「あ、いや、すまん。ちょっとほかのことを考えてた」

「いえ、べつに怒ってませんし」

「屁とも思ってないのは事実だけどな」

「ひとをガスと比べるのはやめてください！」

　クラウはぷんすかと腹を立てている。

　──まあ、覚えてるわけないか。

　覚えていたとしても、記憶のないクラウの発したセリフが、いま目の前にいるクラウの本心であるとは言えまい。

　──俺があまりに不ふ憫びんだったから、なぐさめただけだ。

　志緒の言葉を借りれば、クラウに人を傷つける機能は備わってない、ということだろう。

　考え事をしながらも、大福はつぎつぎと完成していく。

　皿に並べ、配はい膳ぜんする。クラウの前、スマホの前、そして自分の前。

　香介が席に着くと、クラウが首を傾げた。

「そういえば、香介さんと一いつ緒しよに食べるのって、初めてではありませんでしたか？」

「そうだったか？」

「ええ、たしか一度も。ハルモニアでカツ丼どんを食べたときも、香介さんはなにも頼たのみませんでしたし」

「そうだっけ？」

「そうですよ」

「一回記憶失ってるからな、お前。勘かん違ちがいしてるんだよ」

　そのとき、タイミングよくスマホのなかの三み浦うら佳か奈ながしゃべった。

『みんなで食べると、家族って感じがするよね！』

　スマホの画面を見る。佳奈が満面の笑みを浮かべている。

　香介はクラウに目をもどした。

「まあ、一緒に食べてもいいかなって思っただけだ」

「そうですか──あ！」

　クラウは小さくバンザイするみたいに手を挙げた。

「大変です、香介さん！　楊よう枝じがありません！」

「いるか？」

「いりますよ！　直接つかむなんて野や蛮ばんな食べ方、わたくしができるわけないでしょう」

「オムライスを鷲わしづかみにしようとした奴やつが言ってもな」

「蒸むし返しますねえ。過去にしがみついていては前に進めませんよ」

「名言っぽいけど、お前が言うとウエハース並みの軽さだな」

「誰だれがパフェのトッピングですか！　早く楊枝をください！」

　「はいはい」と香介は席を離はなれ、食器棚だなの引き出しを開ける。

「どこだ……あったあった」

　菓か子し楊よう枝じを見つけ、手を伸のばす。

　そのとき、部屋のなかがカメラのフラッシュでも焚たかれたみたいにちかっと光った気がした。

　香介は振ふり返る。

「いま光らなかったか？」

「え？　そうですか？　雷かみなりじゃないですか？」

「そう、か？」

　耳をすますが、雷らい鳴めいは聞こえない。そもそも今日は晴天であり、雷が鳴るような天候ではない。

「まあ、そんなのどうでもいいじゃないですか。ささ、食しましょう」

　うながされて、席にもどる。

「それでは、いただきます」

　手を合わせ、クラウは楊枝で大福を切り、口へ運ぶ。背筋を伸ばした、淀よどみのない所作。

　──ほんと、黙だまってれば……まあ、か、かわいい、のにな……。

　素す直なおに褒ほめるのが照れくさくて、頭のなかの言葉ですら口ごもってしまう。

「ん～……！」

　クラウは顔をくしゃっとさせて打ち震ふるえている。何度か食べた経験があれば、ぶっ倒たおれたり取り乱したりはしないらしかった。

　そんな様子を、頰ほお杖づえをついてながめる。
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「うまいか？」

「それはもうおい──」

　クラウははっとしたあと、挑いどむような目でにらんできた。

「おいしい、とでも言うと思いましたか？」

「言わないのか？」

「言ってほしいのですか？」

「言いたいのか？」

「言わせたいのでしょう？」

「言えと言ってほしいのか？」

「素直じゃありませんね。なら、わたくしが折れましょう。──おいしいです、とても」

　不意打ちだった。香介はなにも言えなくなる。

「香介さんの作るものは、すべておいしいです。──これでどうですか？」

　香介は頰杖していた手に顔をうずめた。

「悪くない」

「ならよかった」

　微笑ほほえみ、クラウは大福に手をつける。

「さあ、香介さん。照れてないで、食べたらどうですか」

「べつに照れてない」

「わかりました、わたくしが折れましょう。香介さん、照れてるかどうかはともかく、食べたらどうですか」

「そうだな」

　香介も大福に手をつける。

　もっちりとした求肥をかみ切る。餡の甘みが口のなかにじんと広がる。飲みこむと同時に、鼻び孔こうを小豆あずきの香かおりが抜ぬけていく。渋しぶい緑茶を口に含ふくんで、のどを潤うるおす。

　思わず吐と息いきがもれる。

　ふと顔を上げると、クラウも緑茶を飲んで吐息をついているところだった。目が合い、同時にぷっと吹ふき出した。

　あとは言葉もなく、ただ黙もく々もくと大福を口に運ぶ。

　そのときだった。スマホの佳奈がセリフをしゃべった。

『一緒に食べると、恋こい人びとって感じがするよね！』

　香介はスマホを凝ぎよう視しした。

　──こんなセリフあったっけ？

　知らぬ間にアップデートされたのだろうか。それにしても、佳奈は控ひかえめな奥ゆかしい性格で、こんな開けっぴろげに『恋人』などと口にする娘こではないはずだった。

「どうしたんですか？」

　クラウが尋ねる。

「いや……。なんか、ばたばたしているあいだにアップデートがあったらしい。知らないセリフをしゃべった」

「そうですか。男子三日会わざれば刮かつ目もくして見よ、君子豹ひよう変へんすとも言います。ゲームも我々も、アップデートせざるを得ません」

「……？　うん……？」

　言っている意味がよくわからず、香介はクラウを見た。

　クラウは小首を傾かしげ、柔やわらかい微笑みを返してくる。

　ジェネループが、ちかっと光った気がした。







　あとがき




　あとがきというと、文末に、





ＢＧＭ：（なんかメジャーでもマイナーでもない洋楽のタイトル）






なんてことが書いてあるオシャレなやつがよくありますが、もしも自分があとがきを書く立場になったらそれをぜひやってみたいという長年の夢がありまして、ノートＰＣの音楽ライブラリを覗のぞいてみたのですが、古いアニソンと環かん境きよう音（フリー素材）しか入っておらず、またたく間に潰ついえました。はじめまして、藤ふじ井い論ろん理りです。




　さて、今作『クラウは食べることにした』のヒロインであるクラウは、口絵をご覧いただければお分かりになるかと思いますが、作中で頻ひん繁ぱんにコスチュームチェンジします。

　初しよ稿こうにおいてクラウは、少なくとも三つのコスチュームでガーターベルトを着用していました。なぜか。好きだからです。わたしが。

　子どものころ、映画かなにかでガーターベルト姿の女優さんが画面に映ったときの衝しよう撃げきを、わたしはいまだに覚えています。

「なんだこれ裸はだかよりエロい」

　そのとき刻みつけられた性せい癖へきが原動力の一部となり、今作を生み出し、そして栄はえある賞をいただいたわけですから、ガーターベルトはわたしにとって大変意義深いわけです。

　担当編集Ｋ氏との打ち合わせでも、何度となくそのこだわりを伝えました。わたしの情熱は十二分に伝わっていると思いました。

　ある日のことです。Ｋ氏からのメールには、改かい稿こうの提案としてこう書かれていました。

『せっかくの衣装チェンジなので、全てガーターベルトではなく色んなフェチにアプローチするのはいかがでしょうか』

　わたしは悟さとりました。

「戦争って、こうやって始まるんだな」と。

　悲しいな、人は……。

　しかし、わたしはＫ氏の言うとおりにしようと思いました。なぜならわたしは長いものに巻かれるタイプだからです。

　とんだかんぴょう野や郎ろうです。しかし、ただのかんぴょうではありません。

　とあるコスチュームに、ガーターリングとガーターパンツの要素を残してもよいという言質を引き出したのです。

　あとがきを書いている現在、実際にコスチュームがどんなデザインになっているのか確認する術はありません。しかしわたしは信じています。人の優しさを。




　最後に謝辞を。

　担当編集Ｋ氏。孤こ独どくに創作をつづけてきたわたしにとって、あなたはわたしの作品に忌き憚たんない意見をぶつけてくれたはじめての人です。これからはその期待にもっと応えていけたら、と思っています。ただしガーターベルトの件は忘れません。

　たかやＫｉ先生。かわいさの中にそこはかとないエロスを感じさせるイラストで、今作にべつの角度から光を当ててくれたこと、大変感謝しています。おかげさまで今作はより立体的に、色いろ鮮あざやかになりました。

　そしてこの本に携たずさわったすべての方々と、お手にとってくださった読者の皆みな様さまに感謝いたします。本当にありがとうございます。

　それではまたお会いしましょう。藤井論理でした。





ＢＧＭ：カフェの音（フリー素材）
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